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裏表紙上：サトウキビの搾りかすを用いた和紙づくり
について、現地の子どもたちに説明する高校生。異
文化に飛び込むことで得るものは多い
提供：宮城県仙台二華高校
裏表紙下：高校在学中に、日本古来の技術「三和土

（たたき）」を用いて土壌流出を制御する技術を編み出
した宮木琢愛さん（左）と松橋大希さん（右）
提供：青森県立名久井農業高校

表紙：井戸を守る地域住民に
大学生が話を聞く。世代を超
えた交流はもっと盛んになって
いい（長野県松本市「槻井泉神社
の湧水」にて）  撮影：藤牧徹也
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マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
世
界
で

は
、
Ｚ
世
代
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
１
９
９
０
年
代
中
ご
ろ
か
ら

２
０
１
０
年
初
頭
に
生
ま
れ
た
デ
ジ

タ
ル
・
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
人
た
ち
だ
。

今
の
年
齢
で
は
お
お
む
ね
10
代
か
ら

20
代
半
ば
ま
で
。
身
近
な
イ
メ
ー
ジ

で
は
「
今
夏
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
活
躍
し
た
世
代
」
と
考
え
れ
ば
視

覚
的
に
も
理
解
し
や
す
い
。
社
会
史

的
に
見
る
と
「
団
塊
世
代
（
１
９
４
７

～
１
９
４
９
年
生
ま
れ
）
の
孫
世
代
」
と

な
る
が
、
三
世
に
な
る
と
年
齢
幅
も

広
が
り
、
塊
は
平
準
化
す
る
。
だ
か

ら
そ
の
特
徴
は
見
え
に
く
い
。

　

私
に
と
っ
て
一
番
ピ
ン
と
く

る
の
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

（
１
９
９
５・
１
・
17
）
と
東
日
本
大
震
災

（
２
０
１
１・
３
・
11
）
と
い
う
「
未
曾
有

の
大
震
災
の
狭
間
に
生
ま
れ
た
世

代
」
と
い
う
位
置
づ
け
だ
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
記
憶
を
も
つ
人
は
い

な
い
だ
ろ
う
が
、
東
日
本
大
震
災
に

つ
い
て
は
半
数
が
な
ん
ら
か
の
記
憶

を
も
っ
て
い
る
は
ず
。
中
に
は
自
ら

被
災
し
た
人
や
身
近
な
人
を
失
っ
た

人
も
い
る
だ
ろ
う
。
同
じ
Ｚ
世
代
で

も
、
大
震
災
へ
の
思
い
や
意
味
は
、

年
代
や
体
験
に
よ
っ
て
も
か
な
り
異

な
っ
て
く
る
に
違
い
な
い
。

　
こ
の
「
大
震
災
の
狭
間
」
と
い
う

時
期
は
、
そ
の
後
の
日
本
社
会
を
支

え
る
２
つ
の
非
営
利
法
人
制
度
が
確

立
し
た
時
代
と
し
て
も
大
き
な
意
味

が
あ
る
。
法
人
制
度
と
は
、
組
織
が

「
法
律
」
に
よ
っ
て
「
人
間
」
と
同

じ
よ
う
な
契
約
主
体
に
な
れ
る
し
く

み
の
こ
と
。
組
織
的
な
活
動
を
持
続

し
て
行
な
う
に
は
、
重
要
な
意
味
が

あ
る
。
そ
の
法
人
の
代
表
例
が
株
式

会
社
だ
。
こ
れ
は
株
主
に
配
当
す
る

た
め
に
利
益
を
あ
げ
な
い
と
い
け
な

い
か
ら
、
営
利
目
的
の
法
人
と
い
う
。

「
大
震
災
の
狭
間
」
に
成
立
し
た
の

は
、
配
当
を
し
な
い
非
営
利
目
的
の

法
人
だ
。
こ
れ
に
は
明
治
時
代
以
来

の
公
益
法
人
（
社
団
法
人
と
財
団
法
人
）
が

あ
っ
た
が
、
政
府
か
ら
独
立
し
た
民

間
の
自
由
な
活
動
に
は
限
界
が
あ
っ

た
。

　
そ
こ
で
、
自
由
な
民
間
活
動
を
保

証
す
る
新
た
な
非
営
利
法
人
制
度
が

必
要
に
な
る
。
そ
の
し
く
み
を
実
現

し
よ
う
と
１
９
９
０
年
ご
ろ
か
ら
立

法
運
動
が
起
こ
り
、
１
９
９
５
年

の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
を
背
景
に
、

１
９
９
８
年
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
（
特
定

非
営
利
活
動
促
進
法
）
が
成
立
、
施
行
さ

れ
た
。
Ｚ
世
代
の
多
く
は
未
だ
生
ま

れ
て
い
な
い
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（Nonprofit 

Organization

）
に
携
わ
る
仲
間
に
と
っ

て
は
重
要
な
マ
イ
ル
・
ス
ト
ー
ン
だ

っ
た
。
小
さ
な
市
民
団
体
で
も
簡
便

な
手
続
き
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非
営

利
活
動
法
人
）
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
、
５
万
以
上
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
日

本
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
自
主
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
。「
水
」
の
キ
ー

ワ
ー
ド
で
検
索
し
た
ら
、
途
上
国
の

飲
料
水
確
保
を
支
援
す
る
ウ
ォ
ー
タ

ー
エ
イ
ド
ジ
ャ
パ
ン
な
ど
２
８
０
０

件
余
り
が
検
出
さ
れ
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
施
行
か
ら
ち
ょ
う
ど
10

年
目
の
２
０
０
８
年
に
は
、
１
１
０

年
続
い
た
公
益
法
人
制
度
そ
の
も
の

が
抜
本
的
に
改
革
、
施
行
さ
れ
、
登

記
の
み
で
設
立
で
き
る
一
般
法
人
が

誕
生
し
た
。
必
要
な
ら
審
査
機
関
を

通
じ
て
公
益
法
人
に
な
る
こ
と
が
で

未曾有の大震災の狭間で

ひ
と
し
ず
く

山
岡
義
典

市
民
社
会
創
造

フ
ァ
ン
ド 

理
事
長
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き
る
。
一
般
法
人
新
設
の
動
き
は
目

覚
ま
し
く
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本

大
震
災
で
も
一
般
法
人
が
大
活
躍
し

た
。
今
で
は
10
年
先
輩
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
を
追
い
抜
き
、
６
万
以
上
も
誕
生

し
て
い
る
。
運
営
の
し
く
み
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
比
べ
て
難
し
い
の
で
、
ど

ち
ら
を
選
択
す
る
か
は
、
人
そ
れ
ぞ

れ
、
組
織
そ
れ
ぞ
れ
と
な
る
。

　
こ
の
２
つ
の
非
営
利
法
人
制
度
の

意
味
は
大
き
い
。
行
政
で
も
な
く
企

業
で
も
な
く
、
民
間
の
営
利
を
目
的

と
し
な
い
活
動
を
後
押
し
す
る
。
Ｚ

世
代
は
そ
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
行

動
力
あ
る
世
代
だ
と
信
じ
て
い
る
。

　
何
か
お
か
し
い
と
問
題
を
感
じ
た

ら
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
社
会
的
課
題

の
解
決
に
取
り
組
む
も
よ
し
。
何
か

楽
し
い
こ
と
を
思
い
つ
い
た
ら
、
仲

間
に
呼
び
か
け
て
自
由
な
発
想
で
社

会
的
価
値
の
創
造
に
取
り
組
む
も
よ

し
。
そ
の
時
こ
そ
、
得
意
の
デ
ジ
タ

ル
・
ス
キ
ル
を
駆
使
し
、
い
ず
れ
か

の
法
人
制
度
を
う
ま
く
活
用
し
て
社

会
的
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
つ
く
り
出

し
て
ほ
し
い
。

　
同
時
代
に
生
ま
れ
た
２
つ
の
非
営

利
法
人
制
度
の
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら

の
長
い
人
生
を
生
き
る
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
覚
え
て
お
い
て
ほ
し
い
。

山岡義典（やまおか よしのり）
1941 年旧満州国生まれ。東京大学工学部建築学科卒業。同大学院数物系研究科にて都市計画
学を専攻。都市計画の実務に従事したのち、トヨタ財団プログラム・オフィサーに着任し市民活動
への助成の基礎をつくる。1992 年からフリーのコンサルタントとして NPO・市民活動に関する調
査研究や政策立案にかかわる。1996 年 11 月、多くの関係者と協力して日本ＮＰＯセンターを設立。
2001 年 4 月、法政大学現代福祉学部教授に就任。2002 年 4 月、市民社会創造ファンドを設立。

地域の学校や市民団体、企業などと連携して子どもたちに水辺体験や環境学
習の機会を提供する NPO 法人 とどろき水辺（ 写真は 2013 年 7 月の活動 ）
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西
暦

和
暦

①
水
・
自
然
・
環
境

②
自
然
災
害
／
水
関
連
の
事
件
・
事
故

１９９５

平
成７

３
月　
水
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
優
れ
た
成
果
を
上
げ
て
い
る
１
０
７
地
域
を
、「
水
の
郷
百

選
」
と
し
て
国
土
交
通
省
が
認
定

５
月　
長
良
川
河
口
堰
の
本
格
運
用
開
始
。
治
水
や
環
境
影
響
を
巡
り
大
き
な
論
争
に

８
月　
東
京
で
真
夏
日
連
続
37
日
。
１
０
１
年
ぶ
り

１
月　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
。
観
測
史
上
初
の
Ｍ
７
・
３
の
直
下
型
地
震
が
発
生
。
戦
後
最
大
の

惨
事
。
関
連
死
を
含
め
６
４
３
４
人
の
命
を
奪
っ
た
。
そ
の
一
方
で
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
活
躍

１９９６

８

５
月
～
６
月　
埼
玉
県
越
生
町
で
水
道
起
因
に
よ
る
原
虫
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
に
よ
る
集
団

感
染
症
が
発
生
。
全
町
の
71
・
４
％
、
８
８
１
２
人
が
罹
患
。
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム

が
耐
塩
素
性
で
あ
る
こ
と
か
ら
水
道
界
に
衝
撃
を
与
え
た

７
月　
大
阪
府
堺
市
で
Ｏ
１
５
７
に
よ
る
食
中
毒
発
生
。
３
人
死
亡
。
推
定
患
者
数
は
９
５
２
３
人

１９９７

９

３
月　
第
１
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
モ
ロ
ッ
コ
（
マ
ラ
ケ
シ
ュ
）
で
開
催

４
月　
諫
早
湾
干
拓
事
業
で
潮
受
堤
防
閉
鎖
。
有
明
海
全
体
に
及
ぶ
環
境
保
全
上
の
争
点
に

５
月　
改
正
河
川
法
成
立
。
河
川
管
理
の
自
的
と
し
て
、「
治
水
」「
利
水
」
に
加
え
、「
河
川
環
境

の
整
備
と
保
全
」
を
加
え
、
地
域
の
意
見
を
聴
い
て
河
川
整
備
計
画
を
導
入
す
る
こ
と
に

１
月　
島
根
県
沖
の
日
本
海
で
ロ
シ
ア
船
籍
「
ナ
ホ
ト
カ
号
」
に
よ
る
重
油
流
出
事
故
が
発
生
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
う
ち
５
人
が
過
労
で
亡
く
な
り
、
ま
た
日
本
海
産
の
海
産
物
に
対
す
る

風
評
被
害
な
ど
大
き
な
影
響
を
与
え
た

７
月　
梅
雨
前
線
が
日
本
付
近
に
停
滞
し
、
九
州
か
ら
東
北
に
か
け
て
大
雨
。
鹿
児
島
県
出
水
市

で
大
規
模
な
土
石
流
が
発
生
し
21
人
が
死
亡

１９９８

10

８
月　
矢
作
川
河
口
堰
事
業
が
「
矢
作
川
河
口
堰
建
設
事
業
審
議
委
員
会
」
に
お
い
て
休
止
の
答

申
（
２
０
０
０
年
11
月
に
事
業
中
止
）

８
月　
台
風
４
号
に
よ
っ
て
栃
木
県
北
部
か
ら
福
島
県
に
か
け
て
記
録
的
な
大
雨
。
死
者
・
行
方

不
明
者
22
人

９
月　
台
風
第
８
号
、
第
７
号
が
２
日
連
続
で
近
畿
地
方
に
上
陸
。
死
者
・
行
方
不
明
者
19
人

１９９９

11

１
月　
藤
前
干
潟
の
埋
め
立
て
を
名
古
屋
市
が
断
念
（
藤
前
干
潟
は
２
０
０
２
年
に
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
に
登
録
）

６
月　
飛
鳥
京
跡
苑
池
遺
構
を
発
掘
。
池
の
な
か
に
は
噴
水
施
設
や
中
島
が
築
か
れ
、
水
位
を
調

節
す
る
た
め
の
木
樋
や
水
路
が
つ
い
た
流
水
施
設

６
月　
梅
雨
前
線
の
活
動
が
活
発
と
な
り
、
西
日
本
か
ら
北
日
本
に
か
け
て
断
続
的
に
大
雨
。
福

岡
市
で
地
下
街
に
浸
水
害
、
広
島
県
で
土
砂
災
害
。
死
者
31
人
、
行
方
不
明
者
１
人
。

８
月　
神
奈
川
県
山
北
町
の
玄
倉
川
で
、
大
雨
に
伴
う
上
流
の
ダ
ム
放
流
に
よ
り
増
水
、
キ
ャ
ン

プ
客
が
中
州
で
孤
立
。
13
人
が
死
亡

９
月　
台
風
18
号
が
熊
本
県
に
上
陸
し
、
顕
著
な
高
潮
被
害
。
南
西
諸
島
・
九
州
・
中
国
地
方
で

猛
烈
な
風
、
中
部
地
方
で
大
雨
、
愛
知
県
で
竜
巻
発
生
。
死
者
31
人

２０００

12

３
月　
第
２
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
オ
ラ
ン
ダ
（
ハ
ー
グ
）
で
開
催

８
月　
中
海
干
拓
事
業
中
止
を
決
定
（
２
０
０
２
年
に
は
淡
水
化
の
中
止
も
決
定
）

９
月　
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
宣
言
を
も
と
に
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
が
ま
と
め

ら
れ
た
。「
２
０
１
５
年
ま
で
に
、
安
全
な
飲
料
水
を
利
用
で
き
な
い
人
々
、
適
切
な
衛
生

施
設
を
継
続
的
に
利
用
で
き
な
い
人
々
の
割
合
を
半
減
す
る
」
な
ど
目
標
設
定
＂

３
月　
北
海
道
の
有
珠
山
が
23
年
ぶ
り
に
噴
火
。
噴
火
の
２
日
前
に
周
辺
住
民
１
万
２
０
０
０
人

は
緊
急
火
山
情
報
と
避
難
指
示
に
よ
っ
て
全
員
避
難
し
て
い
た
た
め
無
事

７
月　
三
宅
島
の
雄
山
が
噴
火
。
９
月
に
東
京
都
が
全
島
避
難
を
決
定
。
４
０
０
０
人
余
の
島
民

は
島
外
で
の
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
２
０
０
５
年
（
平
成
17
）
２
月
１
日
に
避

難
指
示
が
解
除

９
月　
愛
知
県
名
古
屋
市
お
よ
び
そ
の
周
辺
（
中
京
地
区
）
で
豪
雨
災
害
（
東
海
豪
雨
）。
死
者

10
人
、
負
傷
者
１
１
５
人

２００１

13

２
月　
田
中
康
夫
長
野
県
知
事
が
ダ
ム
建
設
中
止
を
表
明
（
脱
ダ
ム
宣
言
）

９
月　
堂
本
知
事
が
「
三
番
瀬
１
０
１
ha
の
埋
め
立
て
は
行
な
わ
な
い
」
と
明
言
。
計
画
は
白
紙

撤
回
（
第
二
東
京
湾
岸
道
路
の
計
画
は
残
っ
て
い
る
）

11
月　
第
９
回
世
界
湖
沼
会
議
が
日
本
（
琵
琶
湖
畔
）
で
開
催

12
月　
環
境
省
が
「
日
本
の
重
要
湿
地
５
０
０
」
を
選
定
＂

３
月　
平
成
芸
予
地
震
。
中
国
・
四
国
地
方
で
最
大
震
度
６
弱
の
地
震
が
起
き
、
土
砂
崩
れ
な
ど

が
発
生
。
死
者
２
人

　
　
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
が
「
ナ
イ
ト
プ
ー
ル
」
の
営
業
を
開
始

２００２
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４
月　
貴
船
神
社
で
降
雨
の
祈
願
神
事
が
約
１
０
０
０
年
ぶ
り
に
執
り
行
な
わ
れ
る

12
月　
宍
道
湖
・
中
海
の
淡
水
化
事
業
が
中
止
に

　
　
　
球
磨
川
の
荒
瀬
ダ
ム
の
撤
去
を
塩
谷
知
事
が
表
明
（
そ
の
後
、
紆
余
曲
折
あ
り
）

７
月　
台
風
６
号
が
房
総
半
島
に
上
陸
。
ま
た
梅
雨
前
線
が
本
州
上
に
停
滞
し
た
た
め
、
中
部
地

方
か
ら
東
北
地
方
に
か
け
て
大
雨
。
死
者
６
人
、
行
方
不
明
者
１
人

　
　
　
宮
崎
県
日
向
市
で 

循
環
式
温
泉
入
浴
施
設
を
発
生
源
と
し
た
レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
集
団
感
染

が
発
生

２００３
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１
月　
過
去
に
損
な
わ
れ
た
生
態
系
そ
の
他
の
自
然
環
境
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
自
然

再
生
推
進
法
が
施
行

３
月　
第
３
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
日
本
（
京
都
、
滋
賀
、
大
阪
）
で
開
催

６
月　
Ｇ
８
首
脳
会
合
（
エ
ビ
ア
ン
）
で
「
水
に
関
す
る
Ｇ
８
行
動
計
画
」
な
ど
が
ま
と
め
ら
れ
た

10
月　
日
本
産
の
ト
キ
絶
滅
（
新
潟
県
佐
渡
島
）

７
月　
梅
雨
前
線
が
日
本
海
に
停
滞
。
九
州
北
部
で
１
時
間
50
ｍｍ
を
超
え
る
非
常
に
激
し
い
雨
。

死
者
23
人

８
月　
台
風
10
号
が
日
本
列
島
を
縦
断
。
室
戸
岬
で
最
大
瞬
間
風
速
69
・
２
ｍ
／
ｓ
を
記
録
。
死

者
17
人
、
行
方
不
明
者
２
人

　
　
・
長
い
梅
雨
や
冷
夏
に
よ
る
低
温
・
日
照
不
足
な
ど
で
大
凶
作
。
１
９
９
３
年
以
来
と
な
る

10
年
ぶ
り
の
不
作
で
米
価
格
が
高
騰

２００４
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３
月　
国
連
は
２
０
０
５

－

２
０
１
５
年
を
「『
命
の
た
め
の
水
』
国
際
行
動
の
10
年
」
と
す
る

こ
と
を
決
定

５
月　
特
定
外
来
生
物
被
害
防
止
法
が
成
立

　
　
・
太
平
洋
の
黒
潮
（
日
本
海
流
）
の
大
蛇
行
が
13
年
ぶ
り
に
現
れ
、
漁
業
に
異
変
生
じ
る

７
月　
平
成
16
年
７
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
。
死
者
16
人
。
５
日
後
に
は
平
成
16
年
７
月
福
井
豪
雨

が
発
生
し
、
死
者
４
人

10
月　
新
潟
県
中
越
地
震
（
Ｍ
６
・
８
）
発
生
、
死
者
46
人

12
月　
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
（
Ｍ
９
・
０
）
発
生
、
死
者
約
30
万
人

　
　
・
温
泉
偽
装
問
題

２００５
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２
月　
京
都
議
定
書
発
効

６
月　
「
省
エ
ネ
ル
ッ
ク
」
に
代
わ
り
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
が
ス
タ
ー
ト
。
中
央
省
庁
や
地
方
自
治

体
が
軽
装
を
採
用
。
２
０
０
６
年
以
降
は
民
間
企
業
も
導
入

夏　
　
平
成
17
年
の
渇
水
。
春
先
か
ら
四
国
で
は
雨
が
少
な
く
、
早
明
浦
ダ
ム
の
貯
水
量
は
減
少
。

８
月
19
日
午
後
８
時
に
は
早
明
浦
ダ
ム
の
利
水
貯
水
量
ゼ
ロ
を
記
録
。
９
月
６
日
、
台
風

14
号
に
よ
る
大
雨
で
貯
水
率
が
１
０
０
％
に
回
復

３
月　
福
岡
県
北
西
沖
の
玄
界
灘
で
Ｍ
７
・
０
の
地
震
が
発
生
（
福
岡
県
西
方
沖
地
震
）。
死
者

１
人

９
月　
台
風
14
号
と
前
線
の
影
響
に
よ
り
、
九
州
・
四
国
・
中
国
地
方
で
長
時
間
に
わ
た
る
暴
風

雨
、
高
波
。
死
者
28
人
、
行
方
不
明
者
１
人

　
　
・
野
菜
価
格
が
高
騰

２００６
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３
月　
第
４
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
メ
キ
シ
コ
（
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
）
で
開
催

　
　
・
平
成
18
年
豪
雪
。
２
０
０
５
年
（
平
成
17
）
12
月
か
ら
２
０
０
６
年
（
平
成
18
）
３
月
に

か
け
て
発
生
。
除
雪
中
の
事
故
等
に
よ
り
死
者
１
５
２
人

７
月　
平
成
18
年
７
月
豪
雨
。
九
州
の
多
数
の
観
測
地
点
で
、
雨
量
が
観
測
史
上
最
多
を
更
新
。

死
者
は
26
人
、
行
方
不
明
者
は
２
人

11
月　
北
海
道
佐
呂
間
町
竜
巻
災
害
。
９
人
が
死
亡
。
大
型
ト
ラ
ッ
ク
や
電
柱
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
た

２００７
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４
月　
「
運
河
の
魅
力
再
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
８
件
認
定
（
貞
山
運
河
、
朝
潮
運
河
、
横
浜

内
港
地
区
、
富
岩
運
河
・
住
友
運
河
、
半
田
運
河
、
咲
洲
キ
ャ
ナ
ル
、
尼
崎
運
河
、
堀
川

運
河
）

12
月　
第
１
回
ア
ジ
ア
・
大
平
洋
水
サ
ミ
ッ
ト
が
日
本
（
大
分
県
別
府
市
）
で
開
催

３
月　
石
川
県
輪
島
市
の
沖
で
Ｍ
６
・
９
の
地
震
が
発
生
（
２
０
０
７
年
能
登
半
島
地
震
）。
最

大
震
度
は
６
強

７
月　
新
潟
県
中
越
沖
地
震
発
生
（
Ｍ
６
・
８
）。
死
者
15
人
。
東
京
電
力
刈
羽
原
発
で
火
災

８
月　
岐
阜
県
多
治
見
市
と
埼
玉
県
熊
谷
市
で
最
高
気
温
40
・
９
℃
。
74
年
ぶ
り
に
記
録
更
新

10
月　
気
象
庁
の
緊
急
地
震
速
報
の
本
格
運
用
始
ま
る

２００８
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６
月　
環
境
省
が
「
平
成
の
名
水
百
選
」
を
発
表

９
月　
ト
キ
の
野
生
復
帰
に
向
け
て
10
羽
を
佐
渡
で
試
験
放
鳥

　
　
・
神
戸
と
東
京
で
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
死
者
発
生

５
月　
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
サ
イ
ク
ロ
ン
。
死
者
・
行
方
不
明
者
15
万
人
近
く
に
／
中
国
・
四
川
省
で

大
地
震
。
死
者
６
万
人
超

６
月　
岩
手
県
内
陸
南
部
で
、
最
大
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
（
平
成
20
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地

震
）。
死
者
・
行
方
不
明
者
23
人

２００９
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８
月　
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
洞
爺
湖
・
有
珠
山
、
糸
魚
川
、
島
原
半
島
が
選
定

９
月　
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
発
足
。
前
原
誠
司
国
土
交
通
相
、
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
中
止
を
表
明

11
月　
「
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
地
下
水
サ
ミ
ッ
ト
」
が
東
京
で
初
開
催

　
　
・
国
交
省
が
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
支
援
制
度
を
創
設

７
月　
大
雪
山
系
で
遭
難
事
故
発
生
。
高
齢
者
10
人
死
亡

　
　
　
梅
雨
前
線
の
活
動
が
活
発
に
な
り
、「
平
成
21
年
７
月
中
国
・
九
州
北
部
豪
雨
」
が
発
生
。

死
者
36
人

２０１０
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２
月　
荒
瀬
ダ
ム
を
２
０
１
２
年
か
ら
撤
去
す
る
こ
と
を
蒲
島
知
事
が
表
明

10
月　
生
物
多
様
性
条
約
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
、
名
古
屋
議
定
書
採
択
（
遺
伝
資
源
の
公
平
な
分
配
）

　
　
・
１
１
３
年
間
で
も
っ
と
も
暑
い
夏
。
６
月
～
８
月
の
日
本
の
平
均
気
温
が
１
８
９
８
年
以

降
で
も
っ
と
も
高
く
な
る

１
月　
ハ
イ
チ
で
Ｍ
７
・
０
の
大
地
震
、
死
者
22
万
人
以
上

７
月　
梅
雨
前
線
に
よ
る
大
雨
で
死
者
17
人
、
行
方
不
明
者
５
人

２０１１
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12
月　
政
府
・
民
主
党
三
役
会
議
で
八
ッ
場
ダ
ム
の
建
設
再
開
を
決
定

　
　
・
国
交
省
が
営
業
活
動
を
行
な
う
事
業
者
も
河
川
敷
地
の
利
用
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
河
川

敷
地
占
用
許
可
準
則
を
改
正

２
月　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
Ｍ
６
・
３
の
地
震
。
死
者
１
８
５
人
の
う
ち
日
本
人
28
人

３
月　
東
日
本
大
震
災
。
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
Ｍ
９
・
０
の
地
震
と
津
波
で
岩
手
、
宮
城
、
福

島
を
中
心
に
未
曽
有
の
被
害

　
　
　
長
野
県
北
部
地
震
が
発
生
。
Ｍ
６
・
７
、
最
大
震
度
６
強
を
観
測
（
栄
村
）

４
月　
東
京
都
三
宅
村
、
２
０
０
０
年
８
月
以
来
、
11
年
ぶ
り
に
全
集
落
居
住
再
開

７
月　
平
成
23
年
７
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
。
１
時
間
に
１
０
０
ｍｍ
前
後
の
猛
烈
な
雨
が
ほ
ぼ
同
じ

場
所
で
降
り
続
い
た

９
月　
台
風
12
号
で
奈
良
県
や
和
歌
山
県
な
ど
で
土
砂
崩
れ
。
全
国
で
死
者
82
人

２０１２
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４
月　
立
山
連
峰
で
日
本
初
の
氷
河
を
認
定

５
月　
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
が
水
循
環
変
動
観
測
衛
星
「
し
ず
く
（
Ｇ
Ｃ
Ｏ

Ｍ

－

Ｗ
１
）」
を
打
ち
上
げ
る

10
月　
地
球
温
暖
化
対
策
税
（
環
境
税
）
導
入

５
月　
関
東
竜
巻
災
害
。
関
東
地
方
で
相
次
い
で
竜
巻
が
発
生
。
特
に
つ
く
ば
市
で
は
国
内
最
大

級
と
見
ら
れ
る
竜
巻
。
３
カ
所
で
死
者
１
人
、
ケ
ガ
人
は
40
人
以
上

７
月　
九
州
北
部
豪
雨
。
死
者
30
人
、
行
方
不
明
者
３
人

12
月　
中
央
自
動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル
内
で
天
井
板
が
崩
落
、
９
人
死
亡

２０１３
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５
月　
第
２
回
ア
ジ
ア
・
大
平
洋
水
サ
ミ
ッ
ト
が
タ
イ
（
チ
ェ
ン
マ
イ
）
で
開
催

８
月　
経
産
省
、
福
島
第
一
原
発
か
ら
汚
染
水
が
１
日
当
た
り
３
０
０
ト
ン
流
出
と
推
計

11
月　
日
本
政
府
が
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
２
０
２
０
年
度
ま
で
に
２
０
０
５
年
度
比
３
・

８
％
減
と
す
る
新
目
標
を
発
表

　
　
　
日
本
政
府
が
２
０
１
８
年
度
を
め
ど
に
米
の
生
産
調
整
（
減
反
）
を
廃
止
す
る
こ
と
を
決

定
。
１
９
７
０
年
か
ら
始
ま
っ
た
減
反
政
策
が
終
了
へ

４
月　
中
国
・
四
川
省
で
Ｍ
７
・
０
の
地
震
が
発
生
（
四
川
地
震
）。
２
０
０
人
以
上
が
死
亡

６
月　
ネ
パ
ー
ル
を
含
む
イ
ン
ド
北
部
で
早
期
に
到
来
し
た
モ
ン
ス
ー
ン
に
よ
る
豪
雨
で
、
洪
水

と
土
砂
災
害
が
発
生
。
死
者
は
６
３
２
０
人

８
月　
高
知
県
四
万
十
市
で
41
℃
と
い
う
国
内
の
観
測
史
上
最
高
気
温
を
記
録
。
埼
玉
県
熊
谷
市

な
ど
の
40
・
９
℃
を
６
年
ぶ
り
に
更
新

９
月　
台
風
18
号
の
豪
雨
に
よ
り
特
に
激
し
い
大
雨
と
な
っ
た
京
都
府
、
滋
賀
県
、
福
井
県
で
は
、

運
用
開
始
以
来
初
と
な
る
「
特
別
警
報
」
が
発
令

10
月　
台
風
26
号
に
よ
り
伊
豆
大
島
で
土
砂
災
害
が
発
生
。
死
者
40
人

２０１４
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６
月　
国
際
自
然
保
護
連
合
に
よ
る
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
の
絶
滅
危
惧
種
に
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
が
指
定
さ

れ
た
。
ま
た
11
月
に
は
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
も
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
た

　
　
・
新
し
い
水
辺
活
用
の
可
能
性
を
切
り
開
く
官
民
一
体
の
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ミ
ズ
ベ
リ

ン
グ
」
が
ス
タ
ー
ト
／
国
際
か
ん
が
い
排
水
委
員
会
が
歴
史
的
な
灌
漑
施
設
を
「
世
界
か

ん
が
い
施
設
遺
産
」
と
し
て
認
定
・
登
録

４
月　
韓
国
の
客
船
セ
ウ
ォ
ル
号
が
沈
没
し
、
乗
員
・
乗
客
２
９
５
人
死
亡

８
月　
広
島
土
砂
災
害
で
死
者
75
人
。
バ
ッ
ク
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
現
象
に
よ
り
積
乱
雲
が
次
々
と
発

生
、「
線
状
降
水
帯
」
を
形
成
し
、
午
前
１
時
か
ら
３
時
間
で
２
１
７
ｍｍ
の
降
雨
量
を
記
録

９
月　
岐
阜
・
長
野
県
境
の
御
嶽
山
、
７
年
ぶ
り
に
噴
火
。
登
山
客
58
人
が
死
亡

２０１５
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４
月　
第
７
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
韓
国
（
大
邱
）
で
開
催

９
月　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本
部
で
開
催
さ
れ
た
首
脳
会
合
に
お
い
て
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た

め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
が
採
択
さ
れ
、「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」

が
定
め
ら
れ
た

12
月　
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
21
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

新
た
な
国
際
的
枠
組
み
「
パ
リ
協
定
」
を
採
択

４
月　
ネ
パ
ー
ル
中
部
で
Ｍ
７
・
８
の
地
震
が
発
生
。
死
者
は
約
９
０
０
０
人

５
月　
小
笠
原
諸
島
西
方
沖
の
深
さ
６
８
２
ｋｍ
で
Ｍ
８
・
１
の
地
震
が
発
生
。
日
本
の
深
発
地
震

と
し
て
観
測
史
上
最
大

６
月　
箱
根
山
で
小
規
模
な
噴
火
が
発
生
。
警
戒
レ
ベ
ル
を
３
（
入
山
規
制
）
に
引
き
上
げ

９
月　
関
東
・
東
北
豪
雨
。
台
風
18
号
お
よ
び
台
風
か
ら
変
わ
っ
た
低
気
圧
に
向
か
っ
て
南
か
ら

湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込
み
、
記
録
的
な
大
雨
に
。
鬼
怒
川
が
決
壊
し
、
住
民
が
孤
立
。
約

４
３
０
０
人
が
救
助
さ
れ
る

２０１６

28

６
月　
佐
渡
で
野
生
の
親
同
士
か
ら
生
ま
れ
た
ト
キ
の
ひ
な
が
２
羽
巣
立
っ
た
と
環
境
省
が
発
表
。

42
年
ぶ
り
の
こ
と

11
月　
地
球
温
暖
化
対
策
の
国
際
的
枠
組
み
で
あ
る
パ
リ
協
定
発
効

　
　
・
国
交
省
が
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
の
計
画
作
成
に
民
間
事
業
者
が
参
画
で
き
る
よ
う
に

「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
支
援
制
度
を
改
定

４
月　
熊
本
で
Ｍ
６
・
５
の
地
震
が
発
生
。
そ
の
28
時
間
後
に
本
震
と
見
ら
れ
る
Ｍ
７
・
３
の
地

震
が
発
生
。
関
連
死
を
含
め
死
者
２
７
６
人
に
上
る
。
震
度
７
の
揺
れ
が
28
時
間
以
内
に

２
回
発
生
し
た
大
規
模
災
害

８
月　
台
風
10
号
が
岩
手
県
大
船
渡
市
付
近
に
上
陸
。
死
者
・
行
方
不
明
者
29
人
。
岩
泉
町
の
認
知

症
高
齢
者
向
け
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
入
所
者
９
人
が
死
亡
し
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た

２０１７

29

12
月　
第
３
回 

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
水
サ
ミ
ッ
ト
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ヤ
ン
ゴ
ン
）
で
開
催

　
　
　
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
が
気
候
変
動
観
測
衛
星
「
し
き
さ
い
（
Ｇ
Ｃ
Ｏ

Ｍ

－

Ｃ
１
）」
を
打
ち
上
げ
る

３
月　
栃
木
県
那
須
町
の
ス
キ
ー
場
で
雪
崩
が
発
生
し
、
県
内
の
高
校
生
７
人
と
教
師
１
人
が
死
亡

７
月　
九
州
北
部
で
記
録
的
豪
雨
。
福
岡
県
朝
倉
市
、
大
分
県
日
田
市
で
河
川
が
氾
濫
し
、
土
砂

崩
れ
も
発
生
。
死
者
・
行
方
不
明
者
41
人

２０１８

30

３
月　
第
８
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
ブ
ラ
ジ
ル
（
ブ
ラ
ジ
リ
ア
）
で
開
催

３
月　
荒
瀬
ダ
ム
の
撤
去
工
事
が
完
了

12
月　
改
正
水
道
法
成
立
。
民
営
化
が
可
能
に

　
　
　
日
本
政
府
、
国
際
捕
鯨
委
員
会
（
Ｉ
Ｗ
Ｃ
）
か
ら
の
脱
退
を
発
表

７
月　
西
日
本
豪
雨
で
死
者
２
２
４
人
、
行
方
不
明
者
８
人
。
気
象
庁
は
「
平
成
30
年
７
月
豪

雨
」
と
命
名
。
平
成
最
悪
の
豪
雨
被
害
と
な
っ
た

　
　
　
埼
玉
県
熊
谷
市
で
国
内
観
測
史
上
最
高
と
な
る
41
・
１
℃
を
記
録
。
７
月
は
各
地
で
観
測

史
上
も
っ
と
も
暑
い
夏
と
な
っ
た

９
月　
台
風
21
号
が
徳
島
県
に
上
陸
。
関
西
国
際
空
港
で
は
高
潮
で
Ａ
滑
走
路
な
ど
が
冠
水
。
連

絡
橋
に
タ
ン
カ
ー
が
衝
突
し
、
空
港
が
孤
立

９
月　
北
海
道
で
最
大
震
度
７
の
地
震
（
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
）。
死
者
44
人

２０１９

令
和元

７
月　
第
11
回
「
水
道
技
術
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
開
催
。
テ
ー
マ
は

「
水
道
サ
ー
ビ
ス
と
そ
の
将
来
―
信
頼
、
持
続
、
そ
し
て
、
ス
マ
ー
ト
―
」。
34
の
国
と
地

域
か
ら
６
４
８
人
（
展
示
会
来
場
者
は
延
べ
約
３
５
０
０
人
）
が
参
加

８
月　
令
和
元
年
８
月
の
前
線
に
伴
う
大
雨
。
九
州
北
部
で
発
生
し
た
集
中
豪
雨

９
月　
台
風
15
号
に
よ
る
強
風
の
影
響
で
千
葉
県
を
中
心
に
最
大
約
93
万
軒
が
停
電

10
月　
台
風
19
号
上
陸
。
東
北
地
方
や
関
東
地
方
を
中
心
に
71
河
川
１
４
０
カ
所
で
堤
防
が
決
壊
。

浸
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
で
死
者
99
人
、
行
方
不
明
者
３
名

４
月　
新
元
号
を
「
令
和
」
と
発
表

10
月　
消
費
税
率
が
８
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

　
　
・
40
歳
か
ら
64
歳
の
中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
が
61
万
人
い
る
と
い
う
推
計
発
表
。
性
別
は
男

性
77
％
、
年
齢
層
は
40
代
が
38
％

２０２０

２

１
月　
千
葉
県
市
原
市
に
あ
る
約
77
万
４
０
０
０
年
前
～
12
万
９
０
０
０
年
前
の
地
質
時
代
が

「
チ
バ
ニ
ア
ン
（
千
葉
時
代
）」
と
正
式
に
命
名

７
月　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
。
熊
本
県
を
中
心
に
九
州
や
中
部
地
方
な
ど
日
本
各
地
で
集
中
豪
雨

が
発
生
。
死
者
84
人
、
行
方
不
明
者
２
人
。
豪
雨
の
期
間
は
７
月
３
日
か
ら
７
月
31
日

　
　
　
イ
ン
ド
洋
の
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
沖
で
長
鋪
汽
船
（
岡
山
県
笠
岡
市
）
所
有
の
ば
ら
積
み
船

「W
AKASHIO

（
わ
か
し
お
）」
の
座
礁
事
故
が
発
生
。
８
月
６
日
に
燃
料
油
が
流
出
し
は

じ
め
、
約
１
０
０
０
ト
ン
が
海
に
流
出

２０２１

３

３
月　
国
連
大
学
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
高
等
研
究
所
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
水
（
Ｗ
Ｓ

Ｄ
）」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
の
水
の
価
値
」
を
開
催

４
月　
福
島
第
一
原
発
の
処
理
水
、
海
洋
放
出
を
政
府
が
決
定
。
地
元
の
漁
業
団
体
に
加
え
、
中

国
や
韓
国
な
ど
が
こ
の
計
画
に
反
対

１
月　
７
日
以
降
11
日
に
か
け
て
北
日
本
か
ら
西
日
本
の
日
本
海
側
を
中
心
に
断
続
的
に
強
い
雪

が
降
る
。
新
潟
県
高
田
で
は
９
日
に
24
時
間
降
雪
量
１
０
３
ｃｍ
を
観
測（
観
測
史
上
１
位
）。

福
井
県
や
新
潟
県
で
多
数
の
車
両
の
立
ち
往
生
が
発
生

２
月　
福
島
県
沖
地
震
（
Ｍ
７
・
３
）。
宮
城
県
と
福
島
県
で
最
大
震
度
６
強
を
観
測

７
月　
大
雨
に
よ
っ
て
伊
豆
山
土
砂
災
害
が
発
生
。
死
者
26
人
、
行
方
不
明
者
１
名

特集

Ｚ世代の水意識
１
９
９
５
年
（
平
成
７
）
は
「
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
元
年
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ

こ
か
ら
私
た
ち
の
生
活
は
大
き
く

変
わ
っ
て
い
く
の
だ
が
、
こ
の
時
期

以
降
に
生
ま
れ
た
人
口
層
が
「
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｚ
（
Ｚ
世
代
）」
だ
。

Ｚ
世
代
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
身
近
で
、
デ
ジ

タ
ル
デ
バ
イ
ス
を
扱
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
吸
収
す
る
「
デ
ジ
タ
ル

ネ
イ
テ
ィ
ブ
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

環
境
問
題
に
関
心
を
も
ち
、
道
徳

意
識
も
高
く
、
堅
実
な
経
済
観
念

を
も
つ
と
い
わ
れ
る
Ｚ
世
代
は

「
水
」
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
―
―
。
旧
世
代
と
は
異
な
る

視
野
や
価
値
観
を
も
つ
と
さ
れ
る

Ｚ
世
代
に
「
水
」
の
切
り
口
か
ら

着
目
し
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
つ
い

て
模
索
し
た
い
。

Ｚ
世
代 

略
年
表

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

普
及
率（
世
帯
）
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3.3％6.4％11.0％19.1％34.0％60.5％ 81.4％88.1％86.8％ 87.0％79.3％ 91.3％91.1％92.7％93.8％86.0％86.2％84.9％83.0％86.6％84.1％83.9％86.0％92.0％86.7％
9.7％29.3％49.5％62.6％64.2％72.0％71.8％75.1％79.2％83.4％86.8％

西
暦

和
暦

①
水
・
自
然
・
環
境

②
自
然
災
害
／
水
関
連
の
事
件
・
事
故

１９９５

平
成７

３
月　
水
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
優
れ
た
成
果
を
上
げ
て
い
る
１
０
７
地
域
を
、「
水
の
郷
百

選
」
と
し
て
国
土
交
通
省
が
認
定

５
月　
長
良
川
河
口
堰
の
本
格
運
用
開
始
。
治
水
や
環
境
影
響
を
巡
り
大
き
な
論
争
に

８
月　
東
京
で
真
夏
日
連
続
37
日
。
１
０
１
年
ぶ
り

１
月　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
。
観
測
史
上
初
の
Ｍ
７
・
３
の
直
下
型
地
震
が
発
生
。
戦
後
最
大
の

惨
事
。
関
連
死
を
含
め
６
４
３
４
人
の
命
を
奪
っ
た
。
そ
の
一
方
で
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
活
躍

１９９６

８

５
月
～
６
月　
埼
玉
県
越
生
町
で
水
道
起
因
に
よ
る
原
虫
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
に
よ
る
集
団

感
染
症
が
発
生
。
全
町
の
71
・
４
％
、
８
８
１
２
人
が
罹
患
。
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム

が
耐
塩
素
性
で
あ
る
こ
と
か
ら
水
道
界
に
衝
撃
を
与
え
た

７
月　
大
阪
府
堺
市
で
Ｏ
１
５
７
に
よ
る
食
中
毒
発
生
。
３
人
死
亡
。
推
定
患
者
数
は
９
５
２
３
人

１９９７

９

３
月　
第
１
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
モ
ロ
ッ
コ
（
マ
ラ
ケ
シ
ュ
）
で
開
催

４
月　
諫
早
湾
干
拓
事
業
で
潮
受
堤
防
閉
鎖
。
有
明
海
全
体
に
及
ぶ
環
境
保
全
上
の
争
点
に

５
月　
改
正
河
川
法
成
立
。
河
川
管
理
の
自
的
と
し
て
、「
治
水
」「
利
水
」
に
加
え
、「
河
川
環
境

の
整
備
と
保
全
」
を
加
え
、
地
域
の
意
見
を
聴
い
て
河
川
整
備
計
画
を
導
入
す
る
こ
と
に

１
月　
島
根
県
沖
の
日
本
海
で
ロ
シ
ア
船
籍
「
ナ
ホ
ト
カ
号
」
に
よ
る
重
油
流
出
事
故
が
発
生
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
う
ち
５
人
が
過
労
で
亡
く
な
り
、
ま
た
日
本
海
産
の
海
産
物
に
対
す
る

風
評
被
害
な
ど
大
き
な
影
響
を
与
え
た

７
月　
梅
雨
前
線
が
日
本
付
近
に
停
滞
し
、
九
州
か
ら
東
北
に
か
け
て
大
雨
。
鹿
児
島
県
出
水
市

で
大
規
模
な
土
石
流
が
発
生
し
21
人
が
死
亡

１９９８

10

８
月　
矢
作
川
河
口
堰
事
業
が
「
矢
作
川
河
口
堰
建
設
事
業
審
議
委
員
会
」
に
お
い
て
休
止
の
答

申
（
２
０
０
０
年
11
月
に
事
業
中
止
）

８
月　
台
風
４
号
に
よ
っ
て
栃
木
県
北
部
か
ら
福
島
県
に
か
け
て
記
録
的
な
大
雨
。
死
者
・
行
方

不
明
者
22
人

９
月　
台
風
第
８
号
、
第
７
号
が
２
日
連
続
で
近
畿
地
方
に
上
陸
。
死
者
・
行
方
不
明
者
19
人

１９９９

11

１
月　
藤
前
干
潟
の
埋
め
立
て
を
名
古
屋
市
が
断
念
（
藤
前
干
潟
は
２
０
０
２
年
に
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
に
登
録
）

６
月　
飛
鳥
京
跡
苑
池
遺
構
を
発
掘
。
池
の
な
か
に
は
噴
水
施
設
や
中
島
が
築
か
れ
、
水
位
を
調

節
す
る
た
め
の
木
樋
や
水
路
が
つ
い
た
流
水
施
設

６
月　
梅
雨
前
線
の
活
動
が
活
発
と
な
り
、
西
日
本
か
ら
北
日
本
に
か
け
て
断
続
的
に
大
雨
。
福

岡
市
で
地
下
街
に
浸
水
害
、
広
島
県
で
土
砂
災
害
。
死
者
31
人
、
行
方
不
明
者
１
人
。

８
月　
神
奈
川
県
山
北
町
の
玄
倉
川
で
、
大
雨
に
伴
う
上
流
の
ダ
ム
放
流
に
よ
り
増
水
、
キ
ャ
ン

プ
客
が
中
州
で
孤
立
。
13
人
が
死
亡

９
月　
台
風
18
号
が
熊
本
県
に
上
陸
し
、
顕
著
な
高
潮
被
害
。
南
西
諸
島
・
九
州
・
中
国
地
方
で

猛
烈
な
風
、
中
部
地
方
で
大
雨
、
愛
知
県
で
竜
巻
発
生
。
死
者
31
人

２０００

12

３
月　
第
２
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
オ
ラ
ン
ダ
（
ハ
ー
グ
）
で
開
催

８
月　
中
海
干
拓
事
業
中
止
を
決
定
（
２
０
０
２
年
に
は
淡
水
化
の
中
止
も
決
定
）

９
月　
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
宣
言
を
も
と
に
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
が
ま
と
め

ら
れ
た
。「
２
０
１
５
年
ま
で
に
、
安
全
な
飲
料
水
を
利
用
で
き
な
い
人
々
、
適
切
な
衛
生

施
設
を
継
続
的
に
利
用
で
き
な
い
人
々
の
割
合
を
半
減
す
る
」
な
ど
目
標
設
定
＂

３
月　
北
海
道
の
有
珠
山
が
23
年
ぶ
り
に
噴
火
。
噴
火
の
２
日
前
に
周
辺
住
民
１
万
２
０
０
０
人

は
緊
急
火
山
情
報
と
避
難
指
示
に
よ
っ
て
全
員
避
難
し
て
い
た
た
め
無
事

７
月　
三
宅
島
の
雄
山
が
噴
火
。
９
月
に
東
京
都
が
全
島
避
難
を
決
定
。
４
０
０
０
人
余
の
島
民

は
島
外
で
の
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
２
０
０
５
年
（
平
成
17
）
２
月
１
日
に
避

難
指
示
が
解
除

９
月　
愛
知
県
名
古
屋
市
お
よ
び
そ
の
周
辺
（
中
京
地
区
）
で
豪
雨
災
害
（
東
海
豪
雨
）。
死
者

10
人
、
負
傷
者
１
１
５
人

２００１
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２
月　
田
中
康
夫
長
野
県
知
事
が
ダ
ム
建
設
中
止
を
表
明
（
脱
ダ
ム
宣
言
）

９
月　
堂
本
知
事
が
「
三
番
瀬
１
０
１
ha
の
埋
め
立
て
は
行
な
わ
な
い
」
と
明
言
。
計
画
は
白
紙

撤
回
（
第
二
東
京
湾
岸
道
路
の
計
画
は
残
っ
て
い
る
）

11
月　
第
９
回
世
界
湖
沼
会
議
が
日
本
（
琵
琶
湖
畔
）
で
開
催

12
月　
環
境
省
が
「
日
本
の
重
要
湿
地
５
０
０
」
を
選
定
＂

３
月　
平
成
芸
予
地
震
。
中
国
・
四
国
地
方
で
最
大
震
度
６
弱
の
地
震
が
起
き
、
土
砂
崩
れ
な
ど

が
発
生
。
死
者
２
人

　
　
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
が
「
ナ
イ
ト
プ
ー
ル
」
の
営
業
を
開
始

２００２
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４
月　
貴
船
神
社
で
降
雨
の
祈
願
神
事
が
約
１
０
０
０
年
ぶ
り
に
執
り
行
な
わ
れ
る

12
月　
宍
道
湖
・
中
海
の
淡
水
化
事
業
が
中
止
に

　
　
　
球
磨
川
の
荒
瀬
ダ
ム
の
撤
去
を
塩
谷
知
事
が
表
明
（
そ
の
後
、
紆
余
曲
折
あ
り
）

７
月　
台
風
６
号
が
房
総
半
島
に
上
陸
。
ま
た
梅
雨
前
線
が
本
州
上
に
停
滞
し
た
た
め
、
中
部
地

方
か
ら
東
北
地
方
に
か
け
て
大
雨
。
死
者
６
人
、
行
方
不
明
者
１
人

　
　
　
宮
崎
県
日
向
市
で 

循
環
式
温
泉
入
浴
施
設
を
発
生
源
と
し
た
レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
集
団
感
染

が
発
生

２００３
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１
月　
過
去
に
損
な
わ
れ
た
生
態
系
そ
の
他
の
自
然
環
境
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
自
然

再
生
推
進
法
が
施
行

３
月　
第
３
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
日
本
（
京
都
、
滋
賀
、
大
阪
）
で
開
催

６
月　
Ｇ
８
首
脳
会
合
（
エ
ビ
ア
ン
）
で
「
水
に
関
す
る
Ｇ
８
行
動
計
画
」
な
ど
が
ま
と
め
ら
れ
た

10
月　
日
本
産
の
ト
キ
絶
滅
（
新
潟
県
佐
渡
島
）

７
月　
梅
雨
前
線
が
日
本
海
に
停
滞
。
九
州
北
部
で
１
時
間
50
ｍｍ
を
超
え
る
非
常
に
激
し
い
雨
。

死
者
23
人

８
月　
台
風
10
号
が
日
本
列
島
を
縦
断
。
室
戸
岬
で
最
大
瞬
間
風
速
69
・
２
ｍ
／
ｓ
を
記
録
。
死

者
17
人
、
行
方
不
明
者
２
人

　
　
・
長
い
梅
雨
や
冷
夏
に
よ
る
低
温
・
日
照
不
足
な
ど
で
大
凶
作
。
１
９
９
３
年
以
来
と
な
る

10
年
ぶ
り
の
不
作
で
米
価
格
が
高
騰

２００４
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３
月　
国
連
は
２
０
０
５

－

２
０
１
５
年
を
「『
命
の
た
め
の
水
』
国
際
行
動
の
10
年
」
と
す
る

こ
と
を
決
定

５
月　
特
定
外
来
生
物
被
害
防
止
法
が
成
立

　
　
・
太
平
洋
の
黒
潮
（
日
本
海
流
）
の
大
蛇
行
が
13
年
ぶ
り
に
現
れ
、
漁
業
に
異
変
生
じ
る

７
月　
平
成
16
年
７
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
。
死
者
16
人
。
５
日
後
に
は
平
成
16
年
７
月
福
井
豪
雨

が
発
生
し
、
死
者
４
人

10
月　
新
潟
県
中
越
地
震
（
Ｍ
６
・
８
）
発
生
、
死
者
46
人

12
月　
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
（
Ｍ
９
・
０
）
発
生
、
死
者
約
30
万
人

　
　
・
温
泉
偽
装
問
題

２００５
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２
月　
京
都
議
定
書
発
効

６
月　
「
省
エ
ネ
ル
ッ
ク
」
に
代
わ
り
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
が
ス
タ
ー
ト
。
中
央
省
庁
や
地
方
自
治

体
が
軽
装
を
採
用
。
２
０
０
６
年
以
降
は
民
間
企
業
も
導
入

夏　
　
平
成
17
年
の
渇
水
。
春
先
か
ら
四
国
で
は
雨
が
少
な
く
、
早
明
浦
ダ
ム
の
貯
水
量
は
減
少
。

８
月
19
日
午
後
８
時
に
は
早
明
浦
ダ
ム
の
利
水
貯
水
量
ゼ
ロ
を
記
録
。
９
月
６
日
、
台
風

14
号
に
よ
る
大
雨
で
貯
水
率
が
１
０
０
％
に
回
復

３
月　
福
岡
県
北
西
沖
の
玄
界
灘
で
Ｍ
７
・
０
の
地
震
が
発
生
（
福
岡
県
西
方
沖
地
震
）。
死
者

１
人

９
月　
台
風
14
号
と
前
線
の
影
響
に
よ
り
、
九
州
・
四
国
・
中
国
地
方
で
長
時
間
に
わ
た
る
暴
風

雨
、
高
波
。
死
者
28
人
、
行
方
不
明
者
１
人

　
　
・
野
菜
価
格
が
高
騰

２００６
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３
月　
第
４
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
メ
キ
シ
コ
（
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
）
で
開
催

　
　
・
平
成
18
年
豪
雪
。
２
０
０
５
年
（
平
成
17
）
12
月
か
ら
２
０
０
６
年
（
平
成
18
）
３
月
に

か
け
て
発
生
。
除
雪
中
の
事
故
等
に
よ
り
死
者
１
５
２
人

７
月　
平
成
18
年
７
月
豪
雨
。
九
州
の
多
数
の
観
測
地
点
で
、
雨
量
が
観
測
史
上
最
多
を
更
新
。

死
者
は
26
人
、
行
方
不
明
者
は
２
人

11
月　
北
海
道
佐
呂
間
町
竜
巻
災
害
。
９
人
が
死
亡
。
大
型
ト
ラ
ッ
ク
や
電
柱
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
た

２００７
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４
月　
「
運
河
の
魅
力
再
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
８
件
認
定
（
貞
山
運
河
、
朝
潮
運
河
、
横
浜

内
港
地
区
、
富
岩
運
河
・
住
友
運
河
、
半
田
運
河
、
咲
洲
キ
ャ
ナ
ル
、
尼
崎
運
河
、
堀
川

運
河
）

12
月　
第
１
回
ア
ジ
ア
・
大
平
洋
水
サ
ミ
ッ
ト
が
日
本
（
大
分
県
別
府
市
）
で
開
催

３
月　
石
川
県
輪
島
市
の
沖
で
Ｍ
６
・
９
の
地
震
が
発
生
（
２
０
０
７
年
能
登
半
島
地
震
）。
最

大
震
度
は
６
強

７
月　
新
潟
県
中
越
沖
地
震
発
生
（
Ｍ
６
・
８
）。
死
者
15
人
。
東
京
電
力
刈
羽
原
発
で
火
災

８
月　
岐
阜
県
多
治
見
市
と
埼
玉
県
熊
谷
市
で
最
高
気
温
40
・
９
℃
。
74
年
ぶ
り
に
記
録
更
新

10
月　
気
象
庁
の
緊
急
地
震
速
報
の
本
格
運
用
始
ま
る

２００８
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６
月　
環
境
省
が
「
平
成
の
名
水
百
選
」
を
発
表

９
月　
ト
キ
の
野
生
復
帰
に
向
け
て
10
羽
を
佐
渡
で
試
験
放
鳥

　
　
・
神
戸
と
東
京
で
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
死
者
発
生

５
月　
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
サ
イ
ク
ロ
ン
。
死
者
・
行
方
不
明
者
15
万
人
近
く
に
／
中
国
・
四
川
省
で

大
地
震
。
死
者
６
万
人
超

６
月　
岩
手
県
内
陸
南
部
で
、
最
大
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
（
平
成
20
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地

震
）。
死
者
・
行
方
不
明
者
23
人

２００９
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８
月　
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
洞
爺
湖
・
有
珠
山
、
糸
魚
川
、
島
原
半
島
が
選
定

９
月　
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
発
足
。
前
原
誠
司
国
土
交
通
相
、
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
中
止
を
表
明

11
月　
「
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
地
下
水
サ
ミ
ッ
ト
」
が
東
京
で
初
開
催

　
　
・
国
交
省
が
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
支
援
制
度
を
創
設

７
月　
大
雪
山
系
で
遭
難
事
故
発
生
。
高
齢
者
10
人
死
亡

　
　
　
梅
雨
前
線
の
活
動
が
活
発
に
な
り
、「
平
成
21
年
７
月
中
国
・
九
州
北
部
豪
雨
」
が
発
生
。

死
者
36
人

２０１０
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２
月　
荒
瀬
ダ
ム
を
２
０
１
２
年
か
ら
撤
去
す
る
こ
と
を
蒲
島
知
事
が
表
明

10
月　
生
物
多
様
性
条
約
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
、
名
古
屋
議
定
書
採
択
（
遺
伝
資
源
の
公
平
な
分
配
）

　
　
・
１
１
３
年
間
で
も
っ
と
も
暑
い
夏
。
６
月
～
８
月
の
日
本
の
平
均
気
温
が
１
８
９
８
年
以

降
で
も
っ
と
も
高
く
な
る

１
月　
ハ
イ
チ
で
Ｍ
７
・
０
の
大
地
震
、
死
者
22
万
人
以
上

７
月　
梅
雨
前
線
に
よ
る
大
雨
で
死
者
17
人
、
行
方
不
明
者
５
人

２０１１
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12
月　
政
府
・
民
主
党
三
役
会
議
で
八
ッ
場
ダ
ム
の
建
設
再
開
を
決
定

　
　
・
国
交
省
が
営
業
活
動
を
行
な
う
事
業
者
も
河
川
敷
地
の
利
用
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
河
川

敷
地
占
用
許
可
準
則
を
改
正

２
月　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
Ｍ
６
・
３
の
地
震
。
死
者
１
８
５
人
の
う
ち
日
本
人
28
人

３
月　
東
日
本
大
震
災
。
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
Ｍ
９
・
０
の
地
震
と
津
波
で
岩
手
、
宮
城
、
福

島
を
中
心
に
未
曽
有
の
被
害

　
　
　
長
野
県
北
部
地
震
が
発
生
。
Ｍ
６
・
７
、
最
大
震
度
６
強
を
観
測
（
栄
村
）

４
月　
東
京
都
三
宅
村
、
２
０
０
０
年
８
月
以
来
、
11
年
ぶ
り
に
全
集
落
居
住
再
開

７
月　
平
成
23
年
７
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
。
１
時
間
に
１
０
０
ｍｍ
前
後
の
猛
烈
な
雨
が
ほ
ぼ
同
じ

場
所
で
降
り
続
い
た

９
月　
台
風
12
号
で
奈
良
県
や
和
歌
山
県
な
ど
で
土
砂
崩
れ
。
全
国
で
死
者
82
人

２０１２
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４
月　
立
山
連
峰
で
日
本
初
の
氷
河
を
認
定

５
月　
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
が
水
循
環
変
動
観
測
衛
星
「
し
ず
く
（
Ｇ
Ｃ
Ｏ

Ｍ

－

Ｗ
１
）」
を
打
ち
上
げ
る

10
月　
地
球
温
暖
化
対
策
税
（
環
境
税
）
導
入

５
月　
関
東
竜
巻
災
害
。
関
東
地
方
で
相
次
い
で
竜
巻
が
発
生
。
特
に
つ
く
ば
市
で
は
国
内
最
大

級
と
見
ら
れ
る
竜
巻
。
３
カ
所
で
死
者
１
人
、
ケ
ガ
人
は
40
人
以
上

７
月　
九
州
北
部
豪
雨
。
死
者
30
人
、
行
方
不
明
者
３
人

12
月　
中
央
自
動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル
内
で
天
井
板
が
崩
落
、
９
人
死
亡

２０１３
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５
月　
第
２
回
ア
ジ
ア
・
大
平
洋
水
サ
ミ
ッ
ト
が
タ
イ
（
チ
ェ
ン
マ
イ
）
で
開
催

８
月　
経
産
省
、
福
島
第
一
原
発
か
ら
汚
染
水
が
１
日
当
た
り
３
０
０
ト
ン
流
出
と
推
計

11
月　
日
本
政
府
が
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
２
０
２
０
年
度
ま
で
に
２
０
０
５
年
度
比
３
・

８
％
減
と
す
る
新
目
標
を
発
表

　
　
　
日
本
政
府
が
２
０
１
８
年
度
を
め
ど
に
米
の
生
産
調
整
（
減
反
）
を
廃
止
す
る
こ
と
を
決

定
。
１
９
７
０
年
か
ら
始
ま
っ
た
減
反
政
策
が
終
了
へ

４
月　
中
国
・
四
川
省
で
Ｍ
７
・
０
の
地
震
が
発
生
（
四
川
地
震
）。
２
０
０
人
以
上
が
死
亡

６
月　
ネ
パ
ー
ル
を
含
む
イ
ン
ド
北
部
で
早
期
に
到
来
し
た
モ
ン
ス
ー
ン
に
よ
る
豪
雨
で
、
洪
水

と
土
砂
災
害
が
発
生
。
死
者
は
６
３
２
０
人

８
月　
高
知
県
四
万
十
市
で
41
℃
と
い
う
国
内
の
観
測
史
上
最
高
気
温
を
記
録
。
埼
玉
県
熊
谷
市

な
ど
の
40
・
９
℃
を
６
年
ぶ
り
に
更
新

９
月　
台
風
18
号
の
豪
雨
に
よ
り
特
に
激
し
い
大
雨
と
な
っ
た
京
都
府
、
滋
賀
県
、
福
井
県
で
は
、

運
用
開
始
以
来
初
と
な
る
「
特
別
警
報
」
が
発
令

10
月　
台
風
26
号
に
よ
り
伊
豆
大
島
で
土
砂
災
害
が
発
生
。
死
者
40
人

２０１４
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６
月　
国
際
自
然
保
護
連
合
に
よ
る
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
の
絶
滅
危
惧
種
に
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
が
指
定
さ

れ
た
。
ま
た
11
月
に
は
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
も
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
た

　
　
・
新
し
い
水
辺
活
用
の
可
能
性
を
切
り
開
く
官
民
一
体
の
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ミ
ズ
ベ
リ

ン
グ
」
が
ス
タ
ー
ト
／
国
際
か
ん
が
い
排
水
委
員
会
が
歴
史
的
な
灌
漑
施
設
を
「
世
界
か

ん
が
い
施
設
遺
産
」
と
し
て
認
定
・
登
録

４
月　
韓
国
の
客
船
セ
ウ
ォ
ル
号
が
沈
没
し
、
乗
員
・
乗
客
２
９
５
人
死
亡

８
月　
広
島
土
砂
災
害
で
死
者
75
人
。
バ
ッ
ク
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
現
象
に
よ
り
積
乱
雲
が
次
々
と
発

生
、「
線
状
降
水
帯
」
を
形
成
し
、
午
前
１
時
か
ら
３
時
間
で
２
１
７
ｍｍ
の
降
雨
量
を
記
録

９
月　
岐
阜
・
長
野
県
境
の
御
嶽
山
、
７
年
ぶ
り
に
噴
火
。
登
山
客
58
人
が
死
亡

２０１５

27

４
月　
第
７
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
韓
国
（
大
邱
）
で
開
催

９
月　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本
部
で
開
催
さ
れ
た
首
脳
会
合
に
お
い
て
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た

め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
が
採
択
さ
れ
、「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」

が
定
め
ら
れ
た

12
月　
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
21
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

新
た
な
国
際
的
枠
組
み
「
パ
リ
協
定
」
を
採
択

４
月　
ネ
パ
ー
ル
中
部
で
Ｍ
７
・
８
の
地
震
が
発
生
。
死
者
は
約
９
０
０
０
人

５
月　
小
笠
原
諸
島
西
方
沖
の
深
さ
６
８
２
ｋｍ
で
Ｍ
８
・
１
の
地
震
が
発
生
。
日
本
の
深
発
地
震

と
し
て
観
測
史
上
最
大

６
月　
箱
根
山
で
小
規
模
な
噴
火
が
発
生
。
警
戒
レ
ベ
ル
を
３
（
入
山
規
制
）
に
引
き
上
げ

９
月　
関
東
・
東
北
豪
雨
。
台
風
18
号
お
よ
び
台
風
か
ら
変
わ
っ
た
低
気
圧
に
向
か
っ
て
南
か
ら

湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込
み
、
記
録
的
な
大
雨
に
。
鬼
怒
川
が
決
壊
し
、
住
民
が
孤
立
。
約

４
３
０
０
人
が
救
助
さ
れ
る

２０１６

28

６
月　
佐
渡
で
野
生
の
親
同
士
か
ら
生
ま
れ
た
ト
キ
の
ひ
な
が
２
羽
巣
立
っ
た
と
環
境
省
が
発
表
。

42
年
ぶ
り
の
こ
と

11
月　
地
球
温
暖
化
対
策
の
国
際
的
枠
組
み
で
あ
る
パ
リ
協
定
発
効

　
　
・
国
交
省
が
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
の
計
画
作
成
に
民
間
事
業
者
が
参
画
で
き
る
よ
う
に

「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
支
援
制
度
を
改
定

４
月　
熊
本
で
Ｍ
６
・
５
の
地
震
が
発
生
。
そ
の
28
時
間
後
に
本
震
と
見
ら
れ
る
Ｍ
７
・
３
の
地

震
が
発
生
。
関
連
死
を
含
め
死
者
２
７
６
人
に
上
る
。
震
度
７
の
揺
れ
が
28
時
間
以
内
に

２
回
発
生
し
た
大
規
模
災
害

８
月　
台
風
10
号
が
岩
手
県
大
船
渡
市
付
近
に
上
陸
。
死
者
・
行
方
不
明
者
29
人
。
岩
泉
町
の
認
知

症
高
齢
者
向
け
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
入
所
者
９
人
が
死
亡
し
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た

２０１７
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12
月　
第
３
回 

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
水
サ
ミ
ッ
ト
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ヤ
ン
ゴ
ン
）
で
開
催

　
　
　
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
が
気
候
変
動
観
測
衛
星
「
し
き
さ
い
（
Ｇ
Ｃ
Ｏ

Ｍ

－

Ｃ
１
）」
を
打
ち
上
げ
る

３
月　
栃
木
県
那
須
町
の
ス
キ
ー
場
で
雪
崩
が
発
生
し
、
県
内
の
高
校
生
７
人
と
教
師
１
人
が
死
亡

７
月　
九
州
北
部
で
記
録
的
豪
雨
。
福
岡
県
朝
倉
市
、
大
分
県
日
田
市
で
河
川
が
氾
濫
し
、
土
砂

崩
れ
も
発
生
。
死
者
・
行
方
不
明
者
41
人

２０１８

30

３
月　
第
８
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
ブ
ラ
ジ
ル
（
ブ
ラ
ジ
リ
ア
）
で
開
催

３
月　
荒
瀬
ダ
ム
の
撤
去
工
事
が
完
了

12
月　
改
正
水
道
法
成
立
。
民
営
化
が
可
能
に

　
　
　
日
本
政
府
、
国
際
捕
鯨
委
員
会
（
Ｉ
Ｗ
Ｃ
）
か
ら
の
脱
退
を
発
表

７
月　
西
日
本
豪
雨
で
死
者
２
２
４
人
、
行
方
不
明
者
８
人
。
気
象
庁
は
「
平
成
30
年
７
月
豪

雨
」
と
命
名
。
平
成
最
悪
の
豪
雨
被
害
と
な
っ
た

　
　
　
埼
玉
県
熊
谷
市
で
国
内
観
測
史
上
最
高
と
な
る
41
・
１
℃
を
記
録
。
７
月
は
各
地
で
観
測

史
上
も
っ
と
も
暑
い
夏
と
な
っ
た

９
月　
台
風
21
号
が
徳
島
県
に
上
陸
。
関
西
国
際
空
港
で
は
高
潮
で
Ａ
滑
走
路
な
ど
が
冠
水
。
連

絡
橋
に
タ
ン
カ
ー
が
衝
突
し
、
空
港
が
孤
立

９
月　
北
海
道
で
最
大
震
度
７
の
地
震
（
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
）。
死
者
44
人

２０１９

令
和元

７
月　
第
11
回
「
水
道
技
術
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
開
催
。
テ
ー
マ
は

「
水
道
サ
ー
ビ
ス
と
そ
の
将
来
―
信
頼
、
持
続
、
そ
し
て
、
ス
マ
ー
ト
―
」。
34
の
国
と
地

域
か
ら
６
４
８
人
（
展
示
会
来
場
者
は
延
べ
約
３
５
０
０
人
）
が
参
加

８
月　
令
和
元
年
８
月
の
前
線
に
伴
う
大
雨
。
九
州
北
部
で
発
生
し
た
集
中
豪
雨

９
月　
台
風
15
号
に
よ
る
強
風
の
影
響
で
千
葉
県
を
中
心
に
最
大
約
93
万
軒
が
停
電

10
月　
台
風
19
号
上
陸
。
東
北
地
方
や
関
東
地
方
を
中
心
に
71
河
川
１
４
０
カ
所
で
堤
防
が
決
壊
。

浸
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
で
死
者
99
人
、
行
方
不
明
者
３
名

４
月　
新
元
号
を
「
令
和
」
と
発
表

10
月　
消
費
税
率
が
８
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

　
　
・
40
歳
か
ら
64
歳
の
中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
が
61
万
人
い
る
と
い
う
推
計
発
表
。
性
別
は
男

性
77
％
、
年
齢
層
は
40
代
が
38
％

２０２０

２

１
月　
千
葉
県
市
原
市
に
あ
る
約
77
万
４
０
０
０
年
前
～
12
万
９
０
０
０
年
前
の
地
質
時
代
が

「
チ
バ
ニ
ア
ン
（
千
葉
時
代
）」
と
正
式
に
命
名

７
月　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
。
熊
本
県
を
中
心
に
九
州
や
中
部
地
方
な
ど
日
本
各
地
で
集
中
豪
雨

が
発
生
。
死
者
84
人
、
行
方
不
明
者
２
人
。
豪
雨
の
期
間
は
７
月
３
日
か
ら
７
月
31
日

　
　
　
イ
ン
ド
洋
の
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
沖
で
長
鋪
汽
船
（
岡
山
県
笠
岡
市
）
所
有
の
ば
ら
積
み
船

「W
AKASHIO

（
わ
か
し
お
）」
の
座
礁
事
故
が
発
生
。
８
月
６
日
に
燃
料
油
が
流
出
し
は

じ
め
、
約
１
０
０
０
ト
ン
が
海
に
流
出

２０２１

３

３
月　
国
連
大
学
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
高
等
研
究
所
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
水
（
Ｗ
Ｓ

Ｄ
）」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
の
水
の
価
値
」
を
開
催

４
月　
福
島
第
一
原
発
の
処
理
水
、
海
洋
放
出
を
政
府
が
決
定
。
地
元
の
漁
業
団
体
に
加
え
、
中

国
や
韓
国
な
ど
が
こ
の
計
画
に
反
対

１
月　
７
日
以
降
11
日
に
か
け
て
北
日
本
か
ら
西
日
本
の
日
本
海
側
を
中
心
に
断
続
的
に
強
い
雪

が
降
る
。
新
潟
県
高
田
で
は
９
日
に
24
時
間
降
雪
量
１
０
３
ｃｍ
を
観
測（
観
測
史
上
１
位
）。

福
井
県
や
新
潟
県
で
多
数
の
車
両
の
立
ち
往
生
が
発
生

２
月　
福
島
県
沖
地
震
（
Ｍ
７
・
３
）。
宮
城
県
と
福
島
県
で
最
大
震
度
６
強
を
観
測

７
月　
大
雨
に
よ
っ
て
伊
豆
山
土
砂
災
害
が
発
生
。
死
者
26
人
、
行
方
不
明
者
１
名

　
グ
ラ
フ 

世
帯
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
普
及
率
の
推
移
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X世代と比較すると、Y世代、Z世代
では平均点が上がっている。Z世
代の半数が7点以上

座談会で用いたデータについて
○今回の目的
上記の生活意識調査のデータを用いて、Ｚ世代の水や環境への意識
を推測・想像することが目的。今の20代とかつての20代を比較すること
でＺ世代の特徴を浮き彫りにする

○本特集の「世代」の定義
Ｘ世代＝1965年（昭和40）～1980年（昭和55）生まれ
Ｙ世代＝1981年（昭和56）～1995年（平成7）生まれ
Ｚ世代＝1996年（平成8）～2012年（平成24）生まれ
※生年には諸説あるが、今回はこの区分を採用した

○データ整理方法
過去26年間のデータから「20代」をピックアップ。１９９５～２０００年を
「20年前の20代＝Ｘ世代」、２０１０～２０１５年を「10年前の20代＝Ｙ
世代」、２０２０年を「Ｚ世代」としてデータを比較し、Ｚ世代の特徴を見て
いく。一部の設問では２０２１年の調査データも活用した

「水にかかわる生活意識調査」の概要
調査対象は、1996年以降は東京圏、大阪圏、中京圏に居住する20～
69歳の男女。2009年まではファクシミリ調査で約600サンプル、2010
年以降はインターネット調査で1500サンプル

参加者　計12名
調査チーム7名＝	後藤、田端、小林
	 日本能率協会総合研究所：稲富、加藤、永田
	 SYNCA：久保
編集チーム5名＝	浦本、松本、前川、手塚、中野

図1 水道水の得点

水
へ
の
関
心
が

薄
れ
て
い
る
？

編
集
Ｔ　

過
去
26
年
間
の
デ
ー
タ
か
ら

「
20
代
」
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
一
部

再
集
計
し
た
も
の
の
う
ち
、
ま
ず
は
も

っ
と
も
身
近
な
「
水
道
水
」
か
ら
見
て

い
き
ま
す
。
水
道
水
の
得
点
は
、
Ｘ
世

代
で
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
が
５
点
台

だ
っ
た
の
が
、
Ｙ
世
代
で
８
点
ま
で
評

価
が
上
が
っ
て
、
Ｚ
世
代
で
は
ま
た
少

し
下
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
（
図
１
）。

調
査
Ｔ　

２
０
０
０
年
（
平
成
12
）
前
後

か
ら
各
地
で
高
度
浄
水
処
理
の
導
入
が

進
み
、
以
前
と
比
べ
て
お
い
し
く
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
後
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入

り
の
飲
料
水
や
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー

な
ど
が
台
頭
し
た
結
果
、
水
道
水
を
飲

む
機
会
自
体
が
減
っ
て
き
て
い
る
の
で

は
、
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

調
査　

お
い
し
さ
は
相
対
比
較
だ
か
ら
、

選
択
肢
が
増
え
れ
ば
水
道
水
へ
の
評
価

も
厳
し
く
な
り
ま
す
よ
ね
。
昔
は
水
道

水
し
か
な
く
て
、
校
庭
や
校
舎
で
蛇
口

か
ら
ゴ
ク
ゴ
ク
飲
ん
だ
も
の
で
す
が
、

今
は
子
ど
も
に
水
筒
を
持
た
せ
る
学
校

も
増
え
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

調
査　

コ
ン
ビ
ニ
で
水
を
買
う
の
が
あ

た
り
ま
え
の
Ｚ
世
代
に
と
っ
て
、
水
道

水
は
飲
む
水
と
い
う
よ
り
「
使
う
水
」

に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
気
に

な
っ
た
の
は
、
水
道
水
の
味
や
品
質
に

不
満
が
あ
る
人
も
減
っ
て
い
る
こ
と
。

そ
も
そ
も
彼
ら
は
水
に
あ
ま
り
こ
だ
わ

り
や
関
心
が
な
い
の
で
は
？

調
査　

そ
う
で
す
ね
。
い
い
か
悪
い
か

は
別
と
し
て
、
今
の
時
代
、
水
の
存
在

が
特
別
な
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
そ
れ
が
若
い
人
た
ち
の
水
へ
の

無
関
心
に
つ
な
が
り
、
い
ろ
い
ろ
な
傾

向
と
な
っ
て
表
れ
て
い
る
と
私
は
解
釈

し
て
い
ま
す
。
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4.83
5.19
4.27
5.36
5.14
6.96
7.19
6.53
6.64
6.99
7.18

6.50
%

生
活
意
識
調
査
か
ら
探
る

「
Ｚ
世
代
の
水
意
識
」
と
は
？

ミ
ツ
カ
ン
水
の
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
１
９
９
５
年
（
平
成
７
）
か
ら
毎
年
６
月
に
「
水

に
か
か
わ
る
生
活
意
識
調
査
（
以
下
、
生
活
意
識
調
査
）」
を
実
施
し
、
集
計
結
果
を
発
表

し
て
い
る
。
こ
れ
は
生
活
者
の
水
と
の
か
か
わ
り
や
意
識
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
定
点
調
査
で
、
継
続
性
を
重
視
し
な
が
ら
も
時
代
の
ト
レ
ン
ド
を

踏
ま
え
た
設
問
な
ど
も
随
時
取
り
入
れ
て
い
る
。
Ｚ
世
代
が
生
ま
れ
た
の
は
、
く

し
く
も
生
活
意
識
調
査
が
ス
タ
ー
ト
し
た
年
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
。
そ
こ
で
Ｚ
世
代
が

生
ま
れ
育
っ
た
社
会
環
境
を
生
活
意
識
調
査
で
振
り
返
る
こ
と
で
、
Ｚ
世
代
の
水

や
環
境
へ
の
意
識
を
多
少
な
り
と
も
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
…
…

と
考
え
、
過
去
26
年
間
の
20
代
の
デ
ー
タ
を
整
理
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
生
活

意
識
調
査
に
携
わ
る
調
査
チ
ー
ム
と
編
集
チ
ー
ム
の
12
名
で
座
談
会
を
行
な
っ
た
。

【調査チーム座談会】
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生年 年齢 調査年（当時の年齢）
1995 1996 1997 1998 1999 20002001 2002 2003200420052006200720082009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

1965 56 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56
1966 55 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55
1967 54 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54
1968 53 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53
1969 52 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52
1970 51 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51
1971 50 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50
1972 49 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49
1973 48 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48
1974 47 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47
1975 46 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46
1976 45 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45
1977 44 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44
1978 43 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43
1979 42 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42
1980 41 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41
1981 40 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40
1982 39 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39
1983 38 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38
1984 37 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37
1985 36 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36
1986 35 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35
1987 34 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34
1988 33 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33
1989 32 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32
1990 31 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
1991 30 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
1992 29 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29
1993 28 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
1994 27 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27
1995 26 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26
1996 25 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25
1997 24 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
1998 23 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
1999 22 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
2000 21 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21
2001 20 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
2002 19 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
2003 18 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
2004 17 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
2005 16 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
2006 15 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
2007 14 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
2008 13 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
2009 12 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
2010 11 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
2011 10 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
2012 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

2013年から「節水していない人（節水・再利用を気に
せず水を使っている＋節水再利用は気にしながらも特
に何もせずに水を使っている）」の割合が増えている

「給水制限が行われているとき」が、X世代は約5.5割、Y世代
は3～4割だが、Z世代では2割程度。給水制限が減っている
こと、水道以外の方法で水を得ることが理由なのか

■1995年～2000年の20代データはすべてX世代になるので、そこからX世代の対象年を選択
■2010年～2015年の20代データはすべてY世代になるので、そこからY世代の対象年を選択
■20代データがすべてZ世代になる年はないため、Z世代が最も多く含まれる2020年をZ世代の対象年とする

Ｘ
世
代

Ｙ
世
代

Ｚ
世
代

X世代、Y世代、Z世代の調査対象年

図3 20代の「節水していない人」と
　　「節水している人」の割合（1995年～2018年）

図2 水のありがたさを感じるとき

調
査　

昔
に
比
べ
て
今
は
渇
水
に
よ
る

断
水
や
取
水
制
限
と
い
っ
た
体
験
や
記

憶
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、
水
の
大
切
さ

を
感
じ
づ
ら
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

調
査　

た
し
か
に
、
水
の
あ
り
が
た
さ

を
感
じ
る
時
と
し
て
「
渇
水
な
ど
で
給

水
制
限
が
行
な
わ
れ
て
い
る
時
」
を
挙

げ
て
い
る
人
は
、
Ｘ
世
代
が
５
割
以
上

だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
Ｚ
世
代
は
２
割

程
度
に
減
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

衛
生
意
識
の
高
ま
り
が

節
水
に
も
影
響
を
？

調
査　

節
水
に
つ
い
て
は
、
Ｘ
世
代
は

半
数
以
上
が
「
多
少
は
節
水
し
て
い

る
」
と
答
え
て
い
た
の
が
、
２
０
１
３

年
（
平
成
25
）
以
降
は
「
節
水
・
再
利
用

は
気
に
し
な
が
ら
も
、
特
に
何
も
せ
ず

に
水
を
使
っ
て
い
る
」
が
ト
ッ
プ
に
な

っ
て
い
ま
す
（
図
３
）。
節
水
意
識
は
あ

っ
て
も
、
日
常
の
場
面
で
面
倒
な
こ
と

は
し
た
く
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

編
集　

最
近
は
ト
イ
レ
や
洗
濯
機
な
ど

の
節
水
技
術
が
進
化
し
て
い
る
の
で
、

自
分
が
や
ら
な
く
て
も
機
器
が
や
っ
て

く
れ
る
と
い
う
安
心
感
も
あ
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

調
査　

風
呂
の
残
り
湯
の
使
い
ま
わ
し

が
減
っ
て
い
る
の
は
、
衛
生
意
識
の
高

ま
り
と
も
関
係
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

節
水
よ
り
も
残
り
湯
に
お
け
る
細
菌
の
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入浴やシャワーを浴びているとき
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7 生活意識調査から探る「Z世代の水意識」とは？



図4 水辺でしたいこと

図5 日ごろ不安や心配に感じている項目

図6 災害時への水の備え（2005年～2020年）

 20代の「市販のペットボトル入りの水を買い置きして
いる人」と「何もしていない人」の推移

X世代では水辺でしたいことが多く挙がって
いたが、Y世代では少なくなっている

X世代では「飲料水や生活用水の悪化」
「酸性雨」などが多く挙がっていたが、Z世代
では少なくなっている

「買い置きしている人」は東日本大震災の2011
年と2012年は上昇。そして2019年と2020年
は45％以上の人が買い置きしている

繁
殖
が
怖
い
の
で
は
？ 

そ
し
て
、
今

の
若
い
人
は
そ
も
そ
も
バ
ス
タ
ブ
に
浸

か
ら
ず
シ
ャ
ワ
ー
で
済
ま
せ
る
人
が
多

い
の
で
、
生
活
様
式
の
変
化
も
考
え
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

水
辺
に
求
め
る
の
は

刺
激
よ
り「
癒
し
」

編
集　

Ｘ
世
代
で
は
「
水
辺
で
し
た
い

こ
と
」
と
し
て
海
や
渓
谷
で
の
ス
ポ
ー

ツ
や
レ
ジ
ャ
ー
を
挙
げ
る
人
が
７
～
８

割
い
ま
し
た
が
、
Y
世
代
は
３
割
前
後

と
激
減
し
て
い
ま
す
（
図
４
）。
今
の
若

い
人
は
水
辺
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
刺
激
を

求
め
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
唯
一
の
Ｚ

世
代
と
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

調
査　

た
し
か
に
私
も
水
辺
で
は
静
か

に
癒
さ
れ
た
い
気
持
ち
の
方
が
強
い
で

す
ね
。
今
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
普
及
し
て
い
る

の
で
、
海
や
川
の
き
れ
い
な
景
色
を
撮

影
し
て
仲
間
と
共
有
す
る
こ
と
が
楽
し

か
っ
た
り
、
そ
れ
を
見
て
自
分
も
行
っ

て
み
よ
う
と
思
っ
た
り
す
る
人
が
同
世

代
に
は
多
い
気
が
し
ま
す
。

編
集　

１
９
９
０
年
代
後
半
に
河
川
法

の
改
正
が
あ
っ
て
、
治
水
、
利
水
に
加

え
て
河
川
環
境
の
整
備
や
保
全
が
盛
り

込
ま
れ
、
親
水
公
園
も
次
々
と
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。
人
工
的
だ
け
ど
景
観
が
よ

く
安
全
に
近
づ
け
る
川
の
風
景
が
、
今

の
若
い
人
た
ち
に
と
っ
て
の
水
の
イ
メ

ー
ジ
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

調
査　

海
や
渓
谷
で
遊
ぶ
人
が
減
っ
た

の
は
、
今
の
若
い
世
代
に
車
を
持
っ
て

い
る
人
が
少
な
い
こ
と
も
関
係
あ
り
ま

せ
ん
か
？ 

遠
く
の
海
に
電
車
で
出
か

け
る
の
は
億
劫
な
の
で
、
近
く
の
川
辺

の
散
歩
で
済
ま
せ
て
し
ま
う
と
か
。

調
査　

美
容
や
健
康
に
対
す
る
意
識
が

変
わ
っ
て
き
た
こ
と
も
大
き
い
と
思
い

ま
す
。
紫
外
線
の
肌
へ
の
影
響
に
関
す

る
知
識
も
広
ま
り
、
最
近
は
日
に
焼
け

た
く
な
い
と
い
う
人
が
男
女
と
も
に
非

常
に
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

編
集　

２
０
１
０
年
ご
ろ
か
ら
若
い
人

の
間
で
ナ
イ
ト
プ
ー
ル
が
流
行
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
理
由
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映

え
す
る
、
日
焼
け
し
た
く
な
い
、
海
は

ベ
タ
ベ
タ
し
て
気
持
ち
悪
い
と
い
っ
た

声
が
多
い
よ
う
で
す
。

水
の
災
害
へ
の

不
安
と
対
策

編
集　

水
と
災
害
に
つ
い
て
、
何
か
気

づ
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

調
査　
「
日
ご
ろ
不
安
や
心
配
に
感
じ

て
い
る
項
目
」
と
し
て
、
給
水
制
限
や

水
質
の
悪
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
全
体
的
に
数
値
が
減
少
し
て
い

ま
す
（
図
５
）。
２
０
２
１
年
（
令
和
３
）

の
調
査
で
は
、
20
代
だ
け
「
特
に
感
じ

な
い
」
が
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
お
り
、
水

へ
の
無
関
心
が
こ
こ
に
も
表
れ
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
災
害
時
の

備
え
と
し
て
市
販
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入

り
の
水
を
買
い
お
き
し
て
い
る
人
は
、

他
の
年
代
に
比
べ
て
Ｚ
世
代
は
多
い
で

す
（
図
６
）。
Ｚ
世
代
の
４
人
に
１
人
は

水
を
１
週
間
分
買
い
置
き
し
て
い
ま
す

の
で
、
災
害
対
策
と
い
う
よ
り
も
日
常

的
に
水
を
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
く
の
が
習

慣
化
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

調
査　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
認
知
度
が

上
が
っ
て
い
て
、
２
０
１
９
年
（
令
和

元
）
に
は
５
割
を
超
え
ま
し
た
（
図
７
）。

近
年
、
大
き
な
水
害
が
多
く
、
行
政
や

教
育
の
現
場
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
啓

発
や
普
及
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

編
集　

本
誌
62
号
の
防
災
特
集
で
取
材

し
た
鬼
怒
川
流
域
で
は
２
０
１
５
年
の

「
平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
」

水辺でスポーツをする

水辺でレジャーをする

沢の水や泉の湧き水を飲む

水辺で水遊びをする

水辺を散歩する

水辺の祭りや伝統行事に参加する

水辺のレストランで飲食する

何もしないでのんびりする

公園の噴水の前でのんびりする

水辺で昼寝をする

水辺の風景や景観を楽しむ

水辺で夕陽が沈む様子を見る

海辺で潮の匂いを楽しむ

海辺で潮の匂いに癒される

波や川のせせらぎなど、水音に癒される

暑い日に涼む

その他
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ダムや堤防の建設による自然環境の破壊

小河川のトンネル化などによる水辺景観の減少

環境ホルモンの生物に与える影響

化学物質による水質汚染
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※図8と図9は2021年の「生活意識調査」のデータ

図7 「ハザードマップ」の認知図8 20代の地球温暖化に伴う気候変動への危機意識

図9 温室効果ガス排出ゼロを実現するために
 毎月払える金額

　

過
去
26
年
間
の
デ
ー
タ
か
ら
「
20
代
」
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
一
部
再
集

計
し
、
20
代
の
回
答
が
「
そ
の
年
の
全
体
よ
り
も
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
10
ポ
イ

ン
ト
」
と
な
っ
て
い
る
項
目
な
ど
に
着
目
し
な
が
ら
意
見
を
出
し
合
っ
た
今

回
の
座
談
会
。
Ｚ
世
代
の
サ
ン
プ
ル
数
も
限
ら
れ
る
た
め
、
は
っ
き
り
と
言

え
な
い
こ
と
は
多
い
が
、
時
代
背
景
と
と
も
に
生
活
様
式
や
衛
生
意
識
の
変

化
も
か
な
り
影
響
し
て
い
そ
う
だ
。

　

例
え
ば
水
道
水
へ
の
意
識
。
高
度
浄
水
処
理
が
進
み
お
い
し
く
な
っ
た
と

い
う
話
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
自
動
販
売
機

な
ど
の
販
売
箇
所
の
増
加
と
と
も
に
、
軽
く
て
便
利
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料

の
普
及
な
ど
、
か
つ
て
に
比
べ
て
選
択
肢
が
広
が
っ
た
こ
と
で
、
水
の
飲
料

と
し
て
の
価
値
が
下
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
話
も
出
た
。

　

ほ
か
に
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ
っ
て
水
辺
の
価
値
観
そ
の
も
の
が
変
わ

り
つ
つ
あ
る
可
能
性
や
、
若
い
世
代
が
自
動
車
を
所
有
し
な
く
な
っ
た
こ
と

で
行
動
圏
に
変
化
が
生
じ
て
遠
出
の
機
会
が
減
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
推
測
も
あ
る
。
公
共
交
通
が
発
達
し
て
い
る
都
市
部
と
、
車
の
所
有
台

数
が
高
い
地
域
で
も
違
い
が
あ
る
と
思
う
。

　

一
方
、
デ
ー
タ
を
詳
細
に
見
て
い
く
と
、
Ｙ
世
代
に
は
Ｘ
世
代
と
Ｚ
世
代

と
は
少
し
違
う
傾
向
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
Ｘ
世
代
が
親
と
し
て
育
て

た
子
ど
も
が
Ｚ
世
代
に
あ
た
る
が
、
Ｙ
世
代
が
親
と
し
て
育
て
た
子
ど
も
は

ま
だ
調
査
対
象
で
は
な
い
。
今
後
は
時
代
背
景
だ
け
で
な
く
、
家
庭
環
境
や

教
育
な
ど
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

座
談
会
を
終
え
て　
編
集
部

Z世代の方がY世代よりも
認知度が高い

「意識している人（非常に意識している＋少し意識している）」は、
2011年の52.7％に対して2021年は37.0％と減少

年代別に見ると20代がもっとも高く1,470円となった
（注）「10,001円以上」を回答した場合は不明として集計（12件）

を
教
訓
に
、
子
ど
も
た
ち
に
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
な
ど
を
使
っ
た
防
災
啓
発
活
動

を
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
て
、
他
の
自

治
体
に
も
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
ま
す
。

編
集　

自
分
が
今
い
る
場
所
の
天
候
や

災
害
情
報
が
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
ス
マ
ホ

に
送
ら
れ
て
き
て
、
そ
れ
を
ネ
ッ
ト
上

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確
認
す
る
と
い

う
行
為
が
習
慣
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
災
害
情
報
を
得
ら
れ

る
こ
と
で
、
意
識
に
ど
ん
な
変
化
が
起

き
て
い
る
の
か
興
味
が
あ
り
ま
す
。

環
境
の
た
め
に
、

と
い
う
意
識
は
強
い
？

調
査　

地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動

へ
の
危
機
意
識
の
有
無
を
10
年
前
と
比

較
す
る
と
、「（
非
常
に
あ
る
い
は
少
し
）
意
識

し
て
い
る
人
」
の
割
合
は
、
全
体
で

65
・
５
％
か
ら
49
・
２
％
へ
と
大
幅
に

減
少
。
特
に
20
代
は
も
っ
と
も
少
な
く

４
割
を
切
っ
て
い
ま
す
（
図
８
）。
Ｚ
世

代
は
環
境
問
題
へ
の
関
心
が
高
い
イ
メ

ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で
意
外
で
し
た
。

調
査　

温
暖
化
に
漠
然
と
し
た
危
機
感

は
あ
る
け
れ
ど
、
今
の
日
本
で
は
具
体

的
に
何
か
に
困
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
当
事
者
意
識
が
薄
い
の
だ
と

思
い
ま
す
。

調
査　

地
球
温
暖
化
に
関
心
が
な
い
の

で
は
な
く
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
よ
う
に
よ
り

広
い
視
野
で
社
会
を
捉
え
る
傾
向
に
あ

る
と
は
い
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
く

さ
ん
の
情
報
に
囲
ま
れ
て
、
い
ろ
い
ろ

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
か
で
、
温

暖
化
や
水
問
題
は
優
先
的
に
意
識
を
向

け
る
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

調
査　

と
こ
ろ
が
、
お
も
し
ろ
い
こ
と

に
「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
ゼ
ロ
を
実
現

す
る
た
め
に
毎
月
払
え
る
金
額
」
は
全

体
平
均
が
１
２
６
５
円
の
と
こ
ろ
、
20

代
は
１
４
７
０
円
と
も
っ
と
も
高
い
ん

で
す
（
図
９
）。
つ
ま
り
環
境
の
た
め
に

何
か
し
て
も
い
い
と
い
う
気
持
ち
は
強

い
の
で
す
。
た
だ
し
、
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
で
ス
ト
ロ
ー
を
減
ら
そ
う
と
い
っ
た

わ
か
り
や
す
い
ア
ク
シ
ョ
ン
が
目
の
前

に
あ
れ
ば
協
力
す
る
け
れ
ど
、
地
球
温

暖
化
を
抑
制
す
る
た
め
に
自
分
の
行
動

に
ど
う
落
と
し
込
む
か
を
能
動
的
に
考

え
る
ほ
ど
熱
心
で
は
な
い
、
と
も
い
え

ま
す
。

調
査　

以
前
は
社
会
問
題
を
語
る
こ
と

は
ど
こ
か
ま
じ
め
で
カ
ッ
コ
悪
い
イ
メ

ー
ジ
で
し
た
が
、
最
近
の
メ
デ
ィ
ア
の

取
り
上
げ
方
な
ど
を
見
て
い
る
と
、
若

者
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

自
体
が
ト
レ
ン
ド
と
い
う
か
、
あ
る
種

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
化
し
て
い
る
よ
う
に
も

感
じ
ま
す
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
例

え
ば
水
の
重
要
性
を
啓
発
す
る
に
し
て

も
難
し
く
語
る
の
で
は
な
く
、
若
者
が

受
け
入
れ
や
す
い
ス
マ
ー
ト
な
伝
え
方

に
す
れ
ば
「
自
分
事
」
と
し
て
捉
え
る

よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

調
査　

今
回
、
８
年
ぶ
り
に
「
１
０
０

年
後
の
水
を
取
り
巻
く
環
境
」
に
つ
い

て
尋
ね
ま
し
た
が
、
全
体
と
し
て
「
海

や
川
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
」「
森
林
が
荒

れ
果
て
て
い
る
」
と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
項
目
の
数
値
が
高
い
の
は
以
前
と

変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｚ
世
代
の
若

者
は
、
未
来
の
水
を
ど
う
と
ら
え
て
い

る
の
か
、
そ
こ
に
希
望
は
あ
る
の
か
、

本
音
を
聞
い
て
み
た
い
で
す
ね
。

編
集　

生
活
意
識
調
査
を
長
年
続
け
て

き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
水
と
人
と
の
か

か
わ
り
の
な
か
で
時
代
と
と
も
に
変
化

す
る
こ
と
、
し
な
い
こ
と
が
見
え
て
き

た
気
が
し
ま
す
。
そ
も
そ
も
20
年
以
上

続
け
る
こ
と
を
想
定
し
て
設
計
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
ゆ
え

今
回
は
想
像
も
含
め
て
、
思
い
切
っ
た

推
測
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
調
査
自

体
を
、
よ
り
「
水
」
へ
の
意
識
や
感
謝

に
つ
な
ぐ
た
め
に
見
直
し
な
が
ら
継
続

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
２
０
２
１
年
６
月
８
日
／
リ
モ
ー
ト
開
催
）

2019

2014
2015

Ｙ

Ｚ
知っている

聞いたことはない

名前は聞いた
ことがあるが詳しくは知らない

35.7％
36.7％

55.3％

35.7％

38.7％

25.7％
21.3％

42.0％

36.7％

55.3％
31.0％

13.7％

0% 100%

2021

2011

非常に意識している
少し意識している

どちらともいえない

あまり意識していない
まったく意識していない

知らないのでわからない

6.3

11.3

6.3

11.3

30.7

41.4

29.0

24.3

17.0

15.3

6.0

5.7

11.0

2.0

全体 20代 30 代 40 代 50 代 60 代
N=1,488 N=295 N=298 N=297 N=298 N=300

1,265 円 1,470 円 1,331 円 1,195 円 1,228 円 1,107 円

【調査チーム座談会】

9 生活意識調査から探る「Z世代の水意識」とは？
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ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
（
Ｇ
Ｓ
）
と
い
う

枠
組
み
で
課
題
研
究
は
継
続
中
だ
。

１
年
生
２
４
０
人
が
必
修
科
目
の
Ｇ

Ｓ
課
題
研
究
Ⅰ
で
北
上
川
を
中
心
と
し

た
水
問
題
を
学
び
、
探
究
の
基
礎
を
身

に
つ
け
る
。
そ
し
て
２
年
生
40
〜
80
人
、

３
年
生
約
20
人
が
選
択
科
目
の
Ｇ
Ｓ
課

題
研
究
Ⅱ
、
Ⅲ
を
選
び
、
選
抜
を
経
て

メ
コ
ン
川
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
出
か

け
る
。
現
地
で
困
難
を
抱
え
て
い
る

人
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
調
査
結
果

か
ら
課
題
を
発
見
。
そ
の
構
造
を
明
ら

か
に
し
て
、
解
決
策
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

考
え
、
学
校
で
実
験
し
現
地
で
試
す
。

「
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
の
方
が
多
い

の
で
、
再
調
査
の
う
え
解
決
策
を
改
善

し
、
実
験
と
試
行
を
繰
り
返
し
ま
す
。

そ
の
試
行
錯
誤
こ
そ
大
切
。
最
終
的
に

は
、
現
地
の
人
た
ち
が
自
分
た
ち
の
力

だ
け
で
で
き
る
解
決
法
を
提
案
す
る
の

が
目
標
で
す
」
と
秋
塲
先
生
は
語
る
。

「
失
敗
は
成
功
の
も
と
」を

生
ま
れ
て
初
め
て
実
感

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
ど
の
家
庭
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
か
は
生
徒
が
判
断

し
て
決
め
る
。
引
率
教
員
は
生
徒
の
後

ろ
で
見
守
る
だ
け
で
、
生
徒
が
動
か
な

け
れ
ば
何
も
始
ま
ら
な
い
。
最
大
限
、

生
徒
の
自
主
性
を
尊
重
し
て
い
る
。

研
究
結
果
は
水
に
か
か
わ
る
学
会
の

高
校
生
枠
で
発
表
し
、
ほ
ん
と
う
に
そ

れ
で
正
し
い
の
か
と
専
門
家
か
ら
の
助

言
を
受
け
る
。
課
題
研
究
は
先
輩
か
ら

後
輩
へ
と
引
き
継
が
れ
、
そ
の
過
程
で

試
行
錯
誤
も
受
け
継
が
れ
る
。

例
え
ば
「
雨
水
グ
ル
ー
プ
」
の
調
査

研
究
対
象
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ト
ン
レ
サ

ッ
プ
湖
の
水
上
集
落
。
貧
困
の
た
め
陸

地
に
家
を
持
て
ず
水
上
生
活
を
し
て
い

る
人
た
ち
は
、
湖
水
の
水
質
が
よ
く
な

い
た
め
飲
料
水
を
購
入
し
て
い
る
。
そ

の
負
担
が
大
き
く
、
子
ど
も
の
教
育
費

が
足
り
な
い
。
教
育
を
受
け
ら
れ
な
け

れ
ば
湖
周
辺
で
の
漁
業
以
外
に
職
業
の

選
択
肢
が
な
く
、
貧
困
か
ら
脱
出
で
き

な
い
。
こ
う
し
た
悪
循
環
に
陥
っ
て
い

る
と
い
う
課
題
が
、
こ
れ
ま
で
の
現
地

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
見
え
て
き
た
。

そ
こ
で
考
え
た
解
決
策
が
、
雨
水
を

利
用
し
て
飲
料
水
代
を
節
約
す
る
こ
と
。

現
地
の
人
た
ち
自
身
で
材
料
を
買
っ
て

作
成
で
き
、
修
理
も
可
能
な
雨
ど
い
と

タ
ン
ク
を
設
置
。
雨
水
を
貯
留
し
て
生

活
用
水
に
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
だ
。

生
徒
た
ち
は
学
校
で
模
型
を
つ
く
っ

て
実
験
し
、
現
地
で
資
材
屋
を
巡
り
、

材
料
を
加
工
し
て
、
協
力
し
て
く
れ
る

家
庭
を
探
し
て
設
置
す
る
。
半
年
後
に

ま
た
訪
れ
て
み
る
と
、
風
雨
に
さ
ら
さ

東
南
ア
ジ
ア
を
訪
ね
て

水
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

高
校
生
た
ち
が
実
際
に
カ
ン

ボ
ジ
ア
や
ベ
ト
ナ
ム
の
農
村
、

漁
村
へ
出
向
い
て
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
し
、
現
地
の
水
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
研
究
す
る
。

こ
の
独
特
の
取
り
組
み
を
続

け
て
い
る
の
は
、
宮
城
県
仙
台
二
華
高

等
学
校
だ
。
同
校
は
宮
城
県
第
二
女
子

高
等
学
校
が
２
０
１
０
年
（
平
成
22
）
4

月
に
県
立
の
男
女
共
学
・
併
設
型
中
高

一
貫
校
と
し
て
開
校
。
当
初
か
ら
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
活
用
し
、
地

球
環
境
を
テ
ー
マ
に
人
文
科
学
・
自
然

科
学
を
融
合
し
た
教
科
横
断
的
な
手
法

で
課
題
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

「
水
問
題
に
焦
点
を
絞
り
、
２
０
１
４

年
（
平
成
26
）、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

を
目
的
と
し
た
文
部
科
学

省
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
グ
ロ

ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
に
指
定

さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に

メ
コ
ン
川
流
域
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
始
め
ま
し

た
」
と
指
導
教
官
の
秋あ
き

塲ば

聡
先
生
は
振
り
返
る
。

Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指
定
期
間
は

５
年
。
以
後
も
民
間
財
団

な
ど
の
助
成
を
受
け
、
グ
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東北地方の北上川と東南アジアのメコン川を
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「水」について多方面からアプローチを試みる生
徒たち、そして指導にあたる教員に話を聞いた。

日本  のあたりまえが通じない
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たちが雨どいと雨水タンクを設置
したトンレサップ湖の水上家屋

雨を受け流す雨どいを現地で修理

右から指導教官の秋塲聡先生、「トイレグループ」の櫛引優宏さん、「教育／エコ容器グループ」の
宮本希さん、「雨水グループ」の宮崎ひなたさん
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ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
（
Ｇ
Ｓ
）
と
い
う

枠
組
み
で
課
題
研
究
は
継
続
中
だ
。

１
年
生
２
４
０
人
が
必
修
科
目
の
Ｇ

Ｓ
課
題
研
究
Ⅰ
で
北
上
川
を
中
心
と
し

た
水
問
題
を
学
び
、
探
究
の
基
礎
を
身

に
つ
け
る
。
そ
し
て
２
年
生
40
〜
80
人
、

３
年
生
約
20
人
が
選
択
科
目
の
Ｇ
Ｓ
課

題
研
究
Ⅱ
、
Ⅲ
を
選
び
、
選
抜
を
経
て

メ
コ
ン
川
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
出
か

け
る
。
現
地
で
困
難
を
抱
え
て
い
る

人
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
調
査
結
果

か
ら
課
題
を
発
見
。
そ
の
構
造
を
明
ら

か
に
し
て
、
解
決
策
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

考
え
、
学
校
で
実
験
し
現
地
で
試
す
。

「
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
の
方
が
多
い

の
で
、
再
調
査
の
う
え
解
決
策
を
改
善

し
、
実
験
と
試
行
を
繰
り
返
し
ま
す
。

そ
の
試
行
錯
誤
こ
そ
大
切
。
最
終
的
に

は
、
現
地
の
人
た
ち
が
自
分
た
ち
の
力

だ
け
で
で
き
る
解
決
法
を
提
案
す
る
の

が
目
標
で
す
」
と
秋
塲
先
生
は
語
る
。

「
失
敗
は
成
功
の
も
と
」を

生
ま
れ
て
初
め
て
実
感

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
ど
の
家
庭
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
か
は
生
徒
が
判
断

し
て
決
め
る
。
引
率
教
員
は
生
徒
の
後

ろ
で
見
守
る
だ
け
で
、
生
徒
が
動
か
な

け
れ
ば
何
も
始
ま
ら
な
い
。
最
大
限
、

生
徒
の
自
主
性
を
尊
重
し
て
い
る
。

研
究
結
果
は
水
に
か
か
わ
る
学
会
の

高
校
生
枠
で
発
表
し
、
ほ
ん
と
う
に
そ

れ
で
正
し
い
の
か
と
専
門
家
か
ら
の
助

言
を
受
け
る
。
課
題
研
究
は
先
輩
か
ら

後
輩
へ
と
引
き
継
が
れ
、
そ
の
過
程
で

試
行
錯
誤
も
受
け
継
が
れ
る
。

例
え
ば
「
雨
水
グ
ル
ー
プ
」
の
調
査

研
究
対
象
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ト
ン
レ
サ

ッ
プ
湖
の
水
上
集
落
。
貧
困
の
た
め
陸

地
に
家
を
持
て
ず
水
上
生
活
を
し
て
い

る
人
た
ち
は
、
湖
水
の
水
質
が
よ
く
な

い
た
め
飲
料
水
を
購
入
し
て
い
る
。
そ

の
負
担
が
大
き
く
、
子
ど
も
の
教
育
費

が
足
り
な
い
。
教
育
を
受
け
ら
れ
な
け

れ
ば
湖
周
辺
で
の
漁
業
以
外
に
職
業
の

選
択
肢
が
な
く
、
貧
困
か
ら
脱
出
で
き

な
い
。
こ
う
し
た
悪
循
環
に
陥
っ
て
い

る
と
い
う
課
題
が
、
こ
れ
ま
で
の
現
地

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
見
え
て
き
た
。

そ
こ
で
考
え
た
解
決
策
が
、
雨
水
を

利
用
し
て
飲
料
水
代
を
節
約
す
る
こ
と
。

現
地
の
人
た
ち
自
身
で
材
料
を
買
っ
て

作
成
で
き
、
修
理
も
可
能
な
雨
ど
い
と

タ
ン
ク
を
設
置
。
雨
水
を
貯
留
し
て
生

活
用
水
に
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
だ
。

生
徒
た
ち
は
学
校
で
模
型
を
つ
く
っ

て
実
験
し
、
現
地
で
資
材
屋
を
巡
り
、

材
料
を
加
工
し
て
、
協
力
し
て
く
れ
る

家
庭
を
探
し
て
設
置
す
る
。
半
年
後
に

ま
た
訪
れ
て
み
る
と
、
風
雨
に
さ
ら
さ

東
南
ア
ジ
ア
を
訪
ね
て

水
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

高
校
生
た
ち
が
実
際
に
カ
ン

ボ
ジ
ア
や
ベ
ト
ナ
ム
の
農
村
、

漁
村
へ
出
向
い
て
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
し
、
現
地
の
水
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
研
究
す
る
。

こ
の
独
特
の
取
り
組
み
を
続

け
て
い
る
の
は
、
宮
城
県
仙
台
二
華
高

等
学
校
だ
。
同
校
は
宮
城
県
第
二
女
子

高
等
学
校
が
２
０
１
０
年
（
平
成
22
）
4

月
に
県
立
の
男
女
共
学
・
併
設
型
中
高

一
貫
校
と
し
て
開
校
。
当
初
か
ら
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
活
用
し
、
地

球
環
境
を
テ
ー
マ
に
人
文
科
学
・
自
然

科
学
を
融
合
し
た
教
科
横
断
的
な
手
法

で
課
題
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

「
水
問
題
に
焦
点
を
絞
り
、
２
０
１
４

年
（
平
成
26
）、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

を
目
的
と
し
た
文
部
科
学

省
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
グ
ロ

ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
に
指
定

さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に

メ
コ
ン
川
流
域
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
始
め
ま
し

た
」
と
指
導
教
官
の
秋あ
き

塲ば

聡
先
生
は
振
り
返
る
。

Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指
定
期
間
は

５
年
。
以
後
も
民
間
財
団

な
ど
の
助
成
を
受
け
、
グ
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れ
て
雨
ど
い
が
壊
れ
て
い
た
り
す
る
の

で
、
さ
ら
に
工
夫
し
改
良
を
重
ね
る
。

残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
メ
コ
ン
川

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
中
断
。
実
施
予

定
の
調
査
は
現
地
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
委
託
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
得
た

情
報
で
課
題
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

先
輩
の
論
文
を
読
ん
で
雨
ど
い
設
置

に
興
味
を
も
ち
「
雨
水
グ
ル
ー
プ
」
に

参
加
し
た
宮
崎
ひ
な
た
さ
ん
（
３
年
生
）

は
「
受
け
身
で
は
な
く
自
分
の
主
体
性

を
発
揮
で
き
る
の
が
課
題
研
究
の
や
り

が
い
」
と
話
す
。「
仮
説
を
立
て
実
験
す

る
過
程
で
失
敗
を
経
験
す
る
か
ら
改
良

を
重
ね
ら
れ
ま
す
。
言
葉
と
し
て
は
知

っ
て
い
た
『
失
敗
は
成
功
の
も
と
』
が

実
感
で
き
ま
し
た
」

降
雨
模
擬
装
置
を
作
成
し
そ
の
細
管

に
水
道
水
を
流
し
て
実
験
し
て
い
た
ら
、

水
道
水
に
含
ま
れ
る
ミ
ネ
ラ
ル
や
塩
素

な
ど
の
成
分
で
細
管
が
詰
ま
っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
失
敗
も
あ
っ
た
。

「
先
輩
た
ち
か
ら
引
き
継
い
だ
課
題
に

雨
ど
い
や
タ
ン
ク
を
つ
く
る
費
用
の
高

さ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
人
に

よ
れ
ば
、
屋
根
の
錆さ
び

が
雨
ど
い
を
伝
っ

て
混
入
す
る
こ
と
を
気
に
す
る
人
も
多

い
と
の
こ
と
で
水
質
改
善
の
課
題
も
出

て
き
ま
し
た
」
と
宮
崎
さ
ん
は
言
う
。

ト
ラ
ウ
マ
も
考
慮
し
て

現
地
の
人
た
ち
に
説
明

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ア
ン
コ
ー
ル
・
ク
ラ

ウ
村
に
は
水
道
が
な
く
、
屋
外
で
排
泄

し
て
い
る
家
庭
も
多
い
。
同
地
を
調
査

研
究
対
象
と
す
る
「
ト
イ
レ
グ
ル
ー

プ
」
で
は
、
地
面
の
上
に
立
て
る
高
床

式
で
糞
便
が
流
出
せ
ず
、
植
物
の
灰
で

殺
菌
し
堆
肥
と
し
て
利
用
す
る
「
エ
コ

ロ
ジ
カ
ル
サ
ニ
テ
ー
シ
ョ
ン
ト
イ
レ
」

（
エ
コ
サ
ン
ト
イ
レ
）
を
提
案
し
て
い
る
。

日
本
で
暮
ら
し
て
い
る
と
思
い
も
よ

ら
な
い
「
ト
イ
レ
の
な
い
生
活
」
に
苦

し
む
人
た
ち
の
課
題
を
解
決
し
た
い
。

そ
ん
な
思
い
で
ト
イ
レ
グ
ル
ー
プ
に

参
加
し
た
櫛く
し
び
き
ま
さ
ひ
ろ

引
優
宏
さ
ん
（
３
年
生
）
も

「
自
分
た
ち
で
仮
説
―
検
証
の
サ
イ
ク

ル
を
回
し
て
い
く
の
が
課
題
研
究
の
醍

醐
味
」
と
話
す
。

「
成
功
が
約
束
さ
れ
て
い
る
理
科
の
実

験
と
違
い
、
結
果
は
ど
う
な
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
出
た
結
果
の
良
し
悪
し
を

先
行
研
究
や
文
献
で
調
べ
検
証
し
な
が

ら
、
目
的
を
達
成
す
る
ま
で
粘
り
強
く

取
り
組
む
姿
勢
が
身
に
つ
き
ま
す
」

糞
便
を
溜
め
て
お
く
部
分

は
セ
メ
ン
ト
の
土
台
に
レ
ン

ガ
を
積
み
重
ね
て
つ
く
る
が
、

設
計
図
通
り
に
い
か
な
い
。
馬

糞
を
使
用
し
た
実
験
で
、
な
か

に
お
が
屑
が
混
じ
っ
て
い
た
せ

い
で
発
生
す
る
べ
き
菌
が
検
出

さ
れ
な
い
。
そ
ん
な
失
敗
を
重

ね
つ
つ
試
行
錯
誤
し
て
き
た
。

「
新
た
に
わ
か
っ
た
の
は
、
ポ

ル
・
ポ
ト
政
権
下
で
は
糞
便
の

肥
料
を
使
っ
て
い
た
と
い
う
ト
ラ

ウ
マ
を
抱
え
る
家
庭
が
あ
る
こ
と
。

臭
い
が
当
時
の
つ
ら
い
記
憶
を
呼

び
起
こ
し
て
し
ま
う
の
で
す
ね
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
発
酵
や
減
菌

の
し
く
み
の
工
夫
だ
け
で
は
な
く
、

エ
コ
サ
ン
ト
イ
レ
の
脱
臭
効
果
を

現
地
の
人
に
ど
う
説
明
し
受
け
入
れ

て
も
ら
う
か
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
も

課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
」

と
櫛
引
さ
ん
は
言
う
。

押
し
つ
け
に
な
ら
な
い

解
決
策
を
模
索

ま
た
、「
教
育
／
エ
コ
容
器
グ
ル
ー

プ
」
が
目
指
す
の
は
、
同
村
の
中
学
校

の
質
の
向
上
。
教
員
の
定
数
を
満
た
す

に
は
、
教
員
の
給
料
以
外
の
収
入
を
増

や
す
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
の
解
決
策
と

【教育】

し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
植
物
原
料
で
エ

コ
容
器
を
作
成
し
、
販
売
し
た
収
入
を

教
員
の
塾
や
補
講
の
費
用
に
あ
て
て
は

ど
う
か
。
そ
う
考
え
た
。

父
親
の
仕
事
で
米
国
に
滞
在
し
て
い

た
と
き
、
多
様
な
国
籍
の
友
人
を
通
じ

て
先
進
国
と
途
上
国
の
教
育
水
準
の
違

い
に
気
づ
か
さ
れ
、
教
育
に
関
心
を
抱

い
て
同
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
た
宮
本

希の
ぞ
みさ

ん
（
３
年
生
）
は
、「
自
分
た
ち
の
価

値
観
を
あ
た
り
ま
え
と
思
わ
ず
、
現
地

の
人
た
ち
の
事
情
を
よ
く
考
慮
し
、
押

し
つ
け
に
な
ら
な
い
よ
う
に
解
決
策
を

現
地
に
適
応
さ
せ
て
い
く
考
え
方
が
、

課
題
研
究
で
の
学
び
で
し
た
」
と
話
す
。

こ
れ
ま
で
エ
コ
容
器
は
現
地
で
廃
棄

さ
れ
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
搾
り
か
す
（
バ
ガ

ス
）
で
つ
く
っ
て
い
た
が
、
試
し
に
バ

ナ
ナ
の
木
で
実
験
し
て
み
た
ら
繊
維
が

バ
ガ
ス
よ
り
長
細
く
ミ
キ
サ
ー
に
絡
ま

る
と
い
っ
た
失
敗
も
経
験
し
た
。

「
現
地
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
の
ポ

イ
捨
て
が
問
題
に
な
っ
て
い
て
、
エ
コ

容
器
に
変
え
る
こ
と
で
環
境
に
影
響
が

出
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
目
的
だ
っ

た
の
で
す
が
、
そ
も
そ
も
エ
コ
容
器
自

体
が
使
わ
れ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
コ
ロ

ナ
禍
で
生
徒
が
学
校
に
行
け
ず
、
貧
し

い
家
計
を
支
え
る
た
め
農
業
を
手
伝
っ

て
い
る
だ
け
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
ま

だ
ま
だ
大
き
な
課
題
が
積
み
残
さ
れ
て

い
ま
す
」
と
宮
本
さ
ん
は
言
う
。

苦
労
せ
ず
水
を
使
え
る
の
は

あ
た
り
ま
え
で
は
な
い

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
こ
そ
で
き
な
か

っ
た
も
の
の
、
先
輩
か
ら
の
話
や
オ
ン

ラ
イ
ン
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
現
地
の
事
情

を
知
っ
た
今
、
３
人
と
も
抱
い
た
感
想

は
異
口
同
音
に
「
今
ま
で
は
身
近
す
ぎ

て
あ
た
り
ま
え
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、

苦
労
せ
ず
に
水
を
使
え
る
の
は
決
し
て

あ
た
り
ま
え
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
。

「
遺
跡
の
保
護
区
の
た
め
掘
削
の
許
可

を
取
る
の
に
多
額
の
費
用
と
時
間
が
か

か
り
上
下
水
道
が
な
い
。
イ
ン
フ
ラ
が

あ
れ
ば
解
決
す
る
の
に
、
そ
れ
が
不
可

能
な
地
域
が
世
界
に
は
あ
る
ん
だ
と
実

感
で
き
ま
し
た
」（
櫛
引
さ
ん
）

「
例
え
ば
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
と
き
に
容

器
を
洗
っ
た
方
が
い
い
の
か
、
そ
れ
と

も
節
水
の
た
め
に
洗
わ
な
い
方
が
い
い

の
か
…
…
。
再
利
用
と
水
資
源
の
保
護

の
バ
ラ
ン
ス
が
難
し
い
な
と
思
い
ま
し

た
」（
宮
本
さ
ん
）

「
高
い
お
金
を
出
し
て
飲
料
水
を
買
い
、

湖
の
水
を
濾ろ

か過
し
て
生
活
用
水
に
す
る

と
い
う
日
本
で
は
想
像
で
き
な
い
暮
ら

し
に
触
れ
て
、
改
め
て
水
の
大
切
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
」（
宮
崎
さ
ん
）

コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
Ｇ
Ｓ
課

題
研
究
Ⅱ
、
Ⅲ
の
選
択
者
数
は
増
え
て

い
る
と
い
う
。
直
接
訪
問
と
オ
ン
ラ
イ

ン
の
長
所
を
活
か
し
な
が
ら
、
徹
底
し

た
現
場
主
義
で
高
校
生
が
取
り
組
む

「
本
気
の
国
際
支
援
」
は
続
く
。

水
の
問
題
に
焦
点
を
絞
っ
た
理
由
を

秋
塲
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
身
近
に
北
上
川
が
あ
る
こ
と
も
大
き

い
で
す
が
、
大
切
な
の
は
生
徒
が
興
味

を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
。
そ
れ
な
し

で
は
誰
も
生
き
て
い
け
な
い『
水
』を
テ

ー
マ
に
す
れ
ば
、
人
間
生
活
に
密
接
に

か
か
わ
る
だ
け
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

を
設
定
で
き
、
興
味
・
関
心
が
芽
生
え

や
す
い
ん
で
す
。
ま
た
、
課
題
研
究
で

大
事
に
し
て
い
る
『
現
地
で
生
活
す
る

人
た
ち
の
目
線
に
立
つ
』
こ
と
も
、
水

な
ら
ば
や
り
や
す
い
と
考
え
ま
し
た
」

水
と
い
う
テ
ー
マ
を
通
じ
て
視
野
が

広
が
り
、
自
力
で
考
え
計
画
し
、
検
証

す
る
力
も
つ
い
た
。
そ
れ
は
高
校
生
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
将
来
へ
の
財

産
と
な
る
。

（
２
０
２
１
年
８
月
３
日
／
リ
モ
ー
ト
取
材
）
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れ
て
雨
ど
い
が
壊
れ
て
い
た
り
す
る
の

で
、
さ
ら
に
工
夫
し
改
良
を
重
ね
る
。

残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
メ
コ
ン
川

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
中
断
。
実
施
予

定
の
調
査
は
現
地
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
委
託
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
得
た

情
報
で
課
題
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

先
輩
の
論
文
を
読
ん
で
雨
ど
い
設
置

に
興
味
を
も
ち
「
雨
水
グ
ル
ー
プ
」
に

参
加
し
た
宮
崎
ひ
な
た
さ
ん
（
３
年
生
）

は
「
受
け
身
で
は
な
く
自
分
の
主
体
性

を
発
揮
で
き
る
の
が
課
題
研
究
の
や
り

が
い
」
と
話
す
。「
仮
説
を
立
て
実
験
す

る
過
程
で
失
敗
を
経
験
す
る
か
ら
改
良

を
重
ね
ら
れ
ま
す
。
言
葉
と
し
て
は
知

っ
て
い
た
『
失
敗
は
成
功
の
も
と
』
が

実
感
で
き
ま
し
た
」

降
雨
模
擬
装
置
を
作
成
し
そ
の
細
管

に
水
道
水
を
流
し
て
実
験
し
て
い
た
ら
、

水
道
水
に
含
ま
れ
る
ミ
ネ
ラ
ル
や
塩
素

な
ど
の
成
分
で
細
管
が
詰
ま
っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
失
敗
も
あ
っ
た
。

「
先
輩
た
ち
か
ら
引
き
継
い
だ
課
題
に

雨
ど
い
や
タ
ン
ク
を
つ
く
る
費
用
の
高

さ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
人
に

よ
れ
ば
、
屋
根
の
錆さ
び

が
雨
ど
い
を
伝
っ

て
混
入
す
る
こ
と
を
気
に
す
る
人
も
多

い
と
の
こ
と
で
水
質
改
善
の
課
題
も
出

て
き
ま
し
た
」
と
宮
崎
さ
ん
は
言
う
。

ト
ラ
ウ
マ
も
考
慮
し
て

現
地
の
人
た
ち
に
説
明

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ア
ン
コ
ー
ル
・
ク
ラ

ウ
村
に
は
水
道
が
な
く
、
屋
外
で
排
泄

し
て
い
る
家
庭
も
多
い
。
同
地
を
調
査

研
究
対
象
と
す
る
「
ト
イ
レ
グ
ル
ー

プ
」
で
は
、
地
面
の
上
に
立
て
る
高
床

式
で
糞
便
が
流
出
せ
ず
、
植
物
の
灰
で

殺
菌
し
堆
肥
と
し
て
利
用
す
る
「
エ
コ

ロ
ジ
カ
ル
サ
ニ
テ
ー
シ
ョ
ン
ト
イ
レ
」

（
エ
コ
サ
ン
ト
イ
レ
）
を
提
案
し
て
い
る
。

日
本
で
暮
ら
し
て
い
る
と
思
い
も
よ

ら
な
い
「
ト
イ
レ
の
な
い
生
活
」
に
苦

し
む
人
た
ち
の
課
題
を
解
決
し
た
い
。

そ
ん
な
思
い
で
ト
イ
レ
グ
ル
ー
プ
に

参
加
し
た
櫛く
し
び
き
ま
さ
ひ
ろ

引
優
宏
さ
ん
（
３
年
生
）
も

「
自
分
た
ち
で
仮
説
―
検
証
の
サ
イ
ク

ル
を
回
し
て
い
く
の
が
課
題
研
究
の
醍

醐
味
」
と
話
す
。

「
成
功
が
約
束
さ
れ
て
い
る
理
科
の
実

験
と
違
い
、
結
果
は
ど
う
な
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
出
た
結
果
の
良
し
悪
し
を

先
行
研
究
や
文
献
で
調
べ
検
証
し
な
が

ら
、
目
的
を
達
成
す
る
ま
で
粘
り
強
く

取
り
組
む
姿
勢
が
身
に
つ
き
ま
す
」

糞
便
を
溜
め
て
お
く
部
分

は
セ
メ
ン
ト
の
土
台
に
レ
ン

ガ
を
積
み
重
ね
て
つ
く
る
が
、

設
計
図
通
り
に
い
か
な
い
。
馬

糞
を
使
用
し
た
実
験
で
、
な
か

に
お
が
屑
が
混
じ
っ
て
い
た
せ

い
で
発
生
す
る
べ
き
菌
が
検
出

さ
れ
な
い
。
そ
ん
な
失
敗
を
重

ね
つ
つ
試
行
錯
誤
し
て
き
た
。

「
新
た
に
わ
か
っ
た
の
は
、
ポ

ル
・
ポ
ト
政
権
下
で
は
糞
便
の

肥
料
を
使
っ
て
い
た
と
い
う
ト
ラ

ウ
マ
を
抱
え
る
家
庭
が
あ
る
こ
と
。

臭
い
が
当
時
の
つ
ら
い
記
憶
を
呼

び
起
こ
し
て
し
ま
う
の
で
す
ね
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
発
酵
や
減
菌

の
し
く
み
の
工
夫
だ
け
で
は
な
く
、

エ
コ
サ
ン
ト
イ
レ
の
脱
臭
効
果
を

現
地
の
人
に
ど
う
説
明
し
受
け
入
れ

て
も
ら
う
か
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
も

課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
」

と
櫛
引
さ
ん
は
言
う
。

押
し
つ
け
に
な
ら
な
い

解
決
策
を
模
索

ま
た
、「
教
育
／
エ
コ
容
器
グ
ル
ー

プ
」
が
目
指
す
の
は
、
同
村
の
中
学
校

の
質
の
向
上
。
教
員
の
定
数
を
満
た
す

に
は
、
教
員
の
給
料
以
外
の
収
入
を
増

や
す
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
の
解
決
策
と

【教育】

し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
植
物
原
料
で
エ

コ
容
器
を
作
成
し
、
販
売
し
た
収
入
を

教
員
の
塾
や
補
講
の
費
用
に
あ
て
て
は

ど
う
か
。
そ
う
考
え
た
。

父
親
の
仕
事
で
米
国
に
滞
在
し
て
い

た
と
き
、
多
様
な
国
籍
の
友
人
を
通
じ

て
先
進
国
と
途
上
国
の
教
育
水
準
の
違

い
に
気
づ
か
さ
れ
、
教
育
に
関
心
を
抱

い
て
同
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
た
宮
本

希の
ぞ
みさ

ん
（
３
年
生
）
は
、「
自
分
た
ち
の
価

値
観
を
あ
た
り
ま
え
と
思
わ
ず
、
現
地

の
人
た
ち
の
事
情
を
よ
く
考
慮
し
、
押

し
つ
け
に
な
ら
な
い
よ
う
に
解
決
策
を

現
地
に
適
応
さ
せ
て
い
く
考
え
方
が
、

課
題
研
究
で
の
学
び
で
し
た
」
と
話
す
。

こ
れ
ま
で
エ
コ
容
器
は
現
地
で
廃
棄

さ
れ
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
搾
り
か
す
（
バ
ガ

ス
）
で
つ
く
っ
て
い
た
が
、
試
し
に
バ

ナ
ナ
の
木
で
実
験
し
て
み
た
ら
繊
維
が

バ
ガ
ス
よ
り
長
細
く
ミ
キ
サ
ー
に
絡
ま

る
と
い
っ
た
失
敗
も
経
験
し
た
。

「
現
地
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
の
ポ

イ
捨
て
が
問
題
に
な
っ
て
い
て
、
エ
コ

容
器
に
変
え
る
こ
と
で
環
境
に
影
響
が

出
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
目
的
だ
っ

た
の
で
す
が
、
そ
も
そ
も
エ
コ
容
器
自

体
が
使
わ
れ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
コ
ロ

ナ
禍
で
生
徒
が
学
校
に
行
け
ず
、
貧
し

い
家
計
を
支
え
る
た
め
農
業
を
手
伝
っ

て
い
る
だ
け
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
ま

だ
ま
だ
大
き
な
課
題
が
積
み
残
さ
れ
て

い
ま
す
」
と
宮
本
さ
ん
は
言
う
。

苦
労
せ
ず
水
を
使
え
る
の
は

あ
た
り
ま
え
で
は
な
い

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
こ
そ
で
き
な
か

っ
た
も
の
の
、
先
輩
か
ら
の
話
や
オ
ン

ラ
イ
ン
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
現
地
の
事
情

を
知
っ
た
今
、
３
人
と
も
抱
い
た
感
想

は
異
口
同
音
に
「
今
ま
で
は
身
近
す
ぎ

て
あ
た
り
ま
え
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、

苦
労
せ
ず
に
水
を
使
え
る
の
は
決
し
て

あ
た
り
ま
え
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
。

「
遺
跡
の
保
護
区
の
た
め
掘
削
の
許
可

を
取
る
の
に
多
額
の
費
用
と
時
間
が
か

か
り
上
下
水
道
が
な
い
。
イ
ン
フ
ラ
が

あ
れ
ば
解
決
す
る
の
に
、
そ
れ
が
不
可

能
な
地
域
が
世
界
に
は
あ
る
ん
だ
と
実

感
で
き
ま
し
た
」（
櫛
引
さ
ん
）

「
例
え
ば
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
と
き
に
容

器
を
洗
っ
た
方
が
い
い
の
か
、
そ
れ
と

も
節
水
の
た
め
に
洗
わ
な
い
方
が
い
い

の
か
…
…
。
再
利
用
と
水
資
源
の
保
護

の
バ
ラ
ン
ス
が
難
し
い
な
と
思
い
ま
し

た
」（
宮
本
さ
ん
）

「
高
い
お
金
を
出
し
て
飲
料
水
を
買
い
、

湖
の
水
を
濾ろ

か過
し
て
生
活
用
水
に
す
る

と
い
う
日
本
で
は
想
像
で
き
な
い
暮
ら

し
に
触
れ
て
、
改
め
て
水
の
大
切
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
」（
宮
崎
さ
ん
）

コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
Ｇ
Ｓ
課

題
研
究
Ⅱ
、
Ⅲ
の
選
択
者
数
は
増
え
て

い
る
と
い
う
。
直
接
訪
問
と
オ
ン
ラ
イ

ン
の
長
所
を
活
か
し
な
が
ら
、
徹
底
し

た
現
場
主
義
で
高
校
生
が
取
り
組
む

「
本
気
の
国
際
支
援
」
は
続
く
。

水
の
問
題
に
焦
点
を
絞
っ
た
理
由
を

秋
塲
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
身
近
に
北
上
川
が
あ
る
こ
と
も
大
き

い
で
す
が
、
大
切
な
の
は
生
徒
が
興
味

を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
。
そ
れ
な
し

で
は
誰
も
生
き
て
い
け
な
い『
水
』を
テ

ー
マ
に
す
れ
ば
、
人
間
生
活
に
密
接
に

か
か
わ
る
だ
け
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

を
設
定
で
き
、
興
味
・
関
心
が
芽
生
え

や
す
い
ん
で
す
。
ま
た
、
課
題
研
究
で

大
事
に
し
て
い
る
『
現
地
で
生
活
す
る

人
た
ち
の
目
線
に
立
つ
』
こ
と
も
、
水

な
ら
ば
や
り
や
す
い
と
考
え
ま
し
た
」

水
と
い
う
テ
ー
マ
を
通
じ
て
視
野
が

広
が
り
、
自
力
で
考
え
計
画
し
、
検
証

す
る
力
も
つ
い
た
。
そ
れ
は
高
校
生
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
将
来
へ
の
財

産
と
な
る
。

（
２
０
２
１
年
８
月
３
日
／
リ
モ
ー
ト
取
材
）
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西
ア
フ
リ
カ
の
集
水
工
法

「
ザ
イ
」に
着
目

降
水
量
の
少
な
い
乾
燥
地
で
は
、
異

常
気
象
に
よ
る
旱か
ん
ば
つ魃

で
砂
漠
化
が
進
む

一
方
、
作
物
を
育
て
る
た
め
の
水
が
足

り
ず
、
常
に
食
糧
難
の
危
機
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
地
域
に
は
、
作

物
が
育
つ
の
に
必
要
な
水
を
雨
か
ら
集

め
る
た
め
の
集
水
工
法
が
あ
る
。
西
ア

フ
リ
カ
で
い
う
と
、
土
に
穴
を
掘
っ
て

小
さ
な
土
手
を
築
き
、
そ
こ
に
雨
水
を

誘
導
す
る
「
Z
aザイ
i
」
が
そ
う
だ
。

ザ
イ
と
は
、
斜
面
の
畑
に
直
径
30
㎝
、

深
さ
25
㎝
ほ
ど
の
穴
を
掘
り
、
そ
の
周

囲
に
小
さ
な
土
手
を
つ
く
っ
て
雨
水
を

受
け
と
め
る
も
の
だ
が
、
万
能
と
は
言

い
難
い
。
昨
今
の
極
端
な
降
雨
に
よ
っ

て
土
壌
と
と
も
に
ザ
イ
も
壊
れ
て
流
さ

れ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
そ
れ
ら
の
土
が

川
や
池
に
流
れ
て
堆
積
し
て
水
深
が
浅

く
な
っ
た
結
果
、
少
し
の
雨
で
も
洪
水

に
見
舞
わ
れ
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ

て
も
い
る
。

２
０
２
１
年
（
令
和
３
）
３
月
ま
で
青

森
県
立
名
久
井
農
業
高
等
学
校
環
境
シ

ス
テ
ム
科
に
在
籍
し
て
い
た
宮み
や

木き

琢た
く

愛ま

さ
ん
と
松ま

つ
は
し橋

大ひ
ろ

希き

さ
ん
は
、
１
年
生
時

の
授
業
で
地
理
や
世
界
の
農
業
を
学
ぶ

な
か
、
乾
燥
地
に
こ
う
し
た
問
題
が
起

き
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

同
校
の
２
年
生
と
３
年
生
に
は
、
週

４
時
間
、
自
分
の
好
き
な
研
究
が
行
な

え
る
「
課
題
研
究
」
が
あ
る
。
目
標
を

定
め
て
計
画
し
、
実
施
し
た
あ
と
に
反

省
・
評
価
す
る
手
順
で
、
課
題
を
解
決

す
る
能
力
を
養
う
も
の
だ
が
、
２
年
生

に
な
っ
た
宮
木
さ
ん
と
松
橋
さ
ん
は
木

村
亨
先
生
率
い
る
「
環
境
研
究
班
」
を

選
び
、「
乾
燥
地
の
農
業
の
改
善
に
、

自
分
た
ち
も
貢
献
で
き
る
こ
と
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
」
と
研
究
を
始
め
た
。

土
を
固
め
る
ヒ
ン
ト
は

祖
母
の
家
の「
土
間
」に

ザ
イ
は
盛
り
土
の
構
造
物
な
の
で
雨

が
強
く
降
れ
ば
次
第
に
崩
れ
る
が
、
２

人
が
調
べ
て
い
く
と
農
地
荒
廃
の
原
因

は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
と
わ
か
っ
た
。

「
自
分
た
ち
で
実
際
に
ザ
イ
を
つ
く
っ

て
水
を
流
す
と
、
問
題
は
表
土
で
は
な

か
っ
た
。
ザ
イ
の
水
を
受
け
と
め
る
た

め
の
壁
が
壊
れ
る
と
、
そ
こ
か
ら
表
土

の
下
の
粘
土
層
が
え
ぐ
ら
れ
る
。
豪
雨

な
ら
ば
ど
ん
ど
ん
削
ら
れ
て
土
石
流
な

ど
も
引
き
起
こ
し
ま
す
。
だ
っ
た
ら
崩

れ
な
い
よ
う
に
固
め
た
ら
い
い
の
で
は

と
考
え
ま
し
た
」
と
宮
木
さ
ん
は
言
う
。

ザ
イ
を
固
め
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
か

―
こ
れ
が
難
問
だ
っ
た
。

「
最
初
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
考
え
た
の

で
す
が
、
木
村
先
生
か
ら
金
銭
面
や
資

【研究】

「
水
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
ジ
ュ
ニ
ア
版
」
と

も
呼
ば
れ
る
「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
青
少

年
水
大
賞
」
。
２
０
２
０
年
、
青
森
県

立
名
久
井
農
業
高
等
学
校
在
学
中
に

応
募
し
、
見
事
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い

た
若
者
た
ち
が
い
る
。
彼
ら
は
、
日
本

古
来
の
土
壌
固
化
技
術
「
三た

た

き
和
土
」

を
用
い
て
土
壌
の
流
出
を
制
御
す
る

技
術
を
編
み
出
し
た
。
食
糧
生
産
の

増
加
と
世
界
各
地
で
使
え
る
汎
用
性

を
併
せ
も
つ
こ
の
技
術
を
、
い
か
に
し

て
生
み
出
し
た
の
か
。

世界中で使える集水工法

伝統工法  「三
た た き

和土」を用いた

「多機能水収集
システム」を発
明した宮木琢愛
さん（左）と松橋
大希さん（右）

水の文化 69号　特集　Z世代の水意識
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材
の
調
達
で
難
し
い
だ
ろ
う
と
…
…
た

し
か
に
農
作
業
の
邪
魔
に
な
り
そ
う
だ

し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
し
づ
ら
い
は
ず
。

そ
こ
で
日
本
の
技
術
に
目
を
向
け
た
の

で
す
」
と
宮
木
さ
ん
は
振
り
返
る
。

漆し
っ
く
い喰

も
候
補
に
挙
が
っ
た
が
、
海
外

で
は
材
料
が
そ
ろ
わ
な
い
の
で
却
下
。

松
橋
さ
ん
と
宮
木
さ
ん
は
苦
悩
す
る
。

し
か
し
、
土
を
固
め
る
技
術
は
意
外

な
、
そ
し
て
身
近
な
場
所
に
あ
っ
た
。

宮
木
さ
ん
の
祖
母
の
家
は
、
昔
な
が

ら
の
伝
統
家
屋
。
あ
る
日
、
祖
母
に
会

い
に
行
っ
た
宮
木
さ
ん
は
土
間
の
存
在

に
気
づ
く
。

「
こ
れ
っ
て
土
を
固
め
た
も
の
だ
よ

ね
？ 

と
思
っ
た
ん
で
す
。
調
べ
て
み

た
ら
日
本
古
来
の
『
三た

た

き
和
土
』
と
い
う

技
術
で
し
た
」

三
和
土
と
は
、
古
く
は
「
赤
土
や
砂

利
」
に
「
石
灰
」
と
「
に
が
り
」
を
加
え

た
も
の
を
叩
き
固
め
て
つ
く
る
も
の
。

３
つ
の
材
料
を
混
ぜ
る
の
で
「
三
和
土
」

の
字
を
あ
て
た
と
も
い
わ
れ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
た
ど
り
着
け

な
か
っ
た
土
を
固
め
る
技
術
は
、
慣
れ

親
し
ん
だ
祖
母
の
家
に
あ
っ
た
。
２
人

は
さ
っ
そ
く
木
村
先
生
に
相
談
し
、「
三

和
土
で
や
っ
て
み
よ
う
」
と
な
っ
た
。

水
に
浸
す
と
割
れ
る

弱
点
克
服
は
試
行
錯
誤

ザ
イ
に
三
和
土
を
応
用
し
、
よ
り
強

固
な
集
水
工
法
を
編
み
出
す
過
程
で
の

次
な
る
難
題
は
、
異
な
る
土
質
に
適
応

す
る
た
め
の
「
配
合
」
だ
っ
た
。

地
球
の
土
壌
は
地
域
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
だ
。
ど
ん
な
土
壌
で
も
適
切
に
固

め
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
花
崗
岩
が
風
化
し
て
で
き

た
砂
質
土
壌
「
真ま

さ

ど
砂
土
」
と
、
モ
ン
モ

リ
ロ
ナ
イ
ト
を
主
成
分
と
す
る
粘
質
土

壌
「
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
」
の
２
種
類
を
用

い
て
、
消し
ょ
う
せ
っ
か
い

石
灰
と
水
と
の
適
切
な
配
合

を
探
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
真
砂
土
と
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
は
砂
と
粘

土
で
、
両
極
端
な
ん
で
す
ね
。
こ
れ
ら

を
固
め
ら
れ
れ
ば
応
用
で
き
る
だ
ろ
う

と
助
言
し
ま
し
た
」
と
木
村
先
生
。

こ
れ
が
こ
と
の
ほ
か
難
し
か
っ
た
。

松
橋
さ
ん
は
「
試
験
体
を
つ
く
っ
て

水
槽
に
沈
め
、
強
度
が
保
て
る
か
実
験

し
ま
し
た
が
、
す
べ
て
割
れ
て
し
ま
う

時
期
も
あ
り
ま
し
た
」
と
語
る
。

逆
に
固
ま
り
す
ぎ
て
水
が
浸
透
し
な

い
こ
と
で
悩
ん
だ
の
は
宮
木
さ
ん
だ
。

「
作
物
を
育
て
て
収
穫
量
を
よ
り
増
や

高校生たちが西アフリカの集水工法を改良して
編み出した「多機能水収集システム」の圃場実験

伝統工法  「三
た た き

和土」を用いた

三和土を用いたウイングが
土壌流出を抑え、収量も増やす

1 三和土の配合実験
2 三和土を土枠に入れる
3 集水ウイングの完成

西アフリカの集水工法「Zai（ザイ）」の模式図

1

2

3

伝統工法「三和土」を用いた世界中で使える集水工法
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す
た
め
、
三
和
土
に
は
栄
養
分
も
混
ぜ

て
い
た
ん
で
す
ね
。
水
が
し
み
と
お
る

と
き
に
栄
養
分
も
一
緒
に
流
れ
る
よ
う

に
し
た
い
の
に
、
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
は
ガ

チ
ガ
チ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
消

石
灰
と
水
の
配
合
を
少
し
ず
つ
変
え
て
、

適
切
な
バ
ラ
ン
ス
を
見
出
し
ま
し
た
」

大
学
教
授
に
指
導
し
て
も
ら
う
な
ど

の
試
行
錯
誤
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
配

合
が
定
ま
っ
た
の
は
数
カ
月
後
だ
っ
た
。

三
和
土
を
応
用
し
た

簡
易
堤
防
づ
く
り
も

三
和
土
の
硬
度
、
水
を
集
め
や
す
い

形
状
、
設
置
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
数
え
き

れ
な
い
ほ
ど
の
実
験
と
評
価
を
繰
り
返

し
、「
多
機
能
水
収
集
シ
ス
テ
ム
」
は
完

成
し
た
。
サ
ン
プ
ル

は
１
０
０
個
以
上
つ

く
っ
た
。
普
通
の
ザ

イ
は
風
雨
で
盛
り
土

が
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
が
、
三
和
土
に

よ
る
ザ
イ
は
屋
外
に

13
週
間
設
置
し
て
も

崩
れ
な
い
と
い
う
。

２
０
２
０
年
（
令
和

２
）
８
月
、
15
歳
か

ら
20
歳
の
学
生
が
水

に
関
す
る
問
題
解
決

策
を
提
案
す
る
国
際

コ
ン
ク
ー
ル
「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
青
少

年
水
大
賞
」
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
宮
木
さ

ん
と
松
橋
さ
ん
が
受
賞
し
た
。
高
額
な

機
械
も
化
学
的
な
素
材
も
不
要
で
、
現

地
の
土
や
草そ
う
も
く
ば
い

木
灰
（
消
石
灰
の
代
用
）
で
つ

く
る
こ
と
が
で
き
、
牛
糞
堆
肥
を
用
い

て
土
壌
に
栄
養
分
も
供
給
す
る
う
え
、

不
要
に
な
っ
た
ら
土
に
戻
せ
る
。
土
壌

流
出
を
抑
え
つ
つ
、
収
量
ア
ッ
プ
も
期

待
で
き
る
ロ
ー
カ
ル
完
結
の
循
環
型
工

法
が
高
く
評
価
さ
れ
た
か
ら
だ
。

ま
た
、
こ
の
研
究
か
ら
派
生
し
た
こ

と
も
あ
る
。
三
和
土
を
応
用
し
た
簡
易

堤
防
だ
。
宮
木
さ
ん
は
言
う
。

「
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
が
ガ
チ
ガ
チ
に
固
ま

っ
て
し
ま
う
失
敗
か
ら
、
別
の
用
途
が

あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
た
の
で
す
。

日
本
は
勾
配
が
き
つ
い
の
で
、
雨
が
降

る
と
畑
の
土
が
流
さ
れ
ま
す
し
土
砂
崩

れ
の
危
険
も
あ
る
。
消
石
灰
を
多
め
に

使
う
と
水
を
通
さ
な
い
ほ
ど
固
ま
る
の

で
、
簡
易
堤
防
に
取
り
組
み
ま
し
た
」

簡
易
堤
防
の
開
発
は
、
宮
木
さ
ん
や

松
橋
さ
ん
な
ど
３
年
生
が
後
輩
に
教
え

る
か
た
ち
で
進
ん
だ
。
後
輩
た
ち
は
今
、

三
和
土
で
つ
く
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
を
水
に

浸
け
て
強
ア
ル
カ
リ
性
に
な
っ
た
液
体

を
洗
剤
や
除
菌
用
と
し
て
使
え

る
か
研
究
し
て
い
る
。

卒
業
し
た
宮
木
さ
ん
は
電
気

工
事
関
連
企
業
に
就
職
。「
１

年
目
な
の
で
覚
え
る
こ
と
が
多

く
て
大
変
」
と
笑
う
。
松
橋
さ

ん
は
工
業
関
係
の
専
門
学
校
へ

進
ん
だ
。「
い
ず
れ
は
ア
フ
リ

カ
な
ど
で
農
業
機
械
の
整
備
を

し
た
い
」
と
夢
を
明
か
す
。
２

人
と
も
時
間
を
つ
く
っ
て
は
後

輩
た
ち
の
研
究
を
見
に
行
く
。

宮
木
さ
ん
は
こ
う
語
る
。

「
僕
ら
は
飲
み
水
に
は
困
ら
な
い
し
、

お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
ら
れ
ま
す
が
、
今

こ
の
瞬
間
も
あ
ち
ら
は
食
べ
る
も
の
が

あ
ま
り
な
い
ん
だ
ろ
う
な
と
よ
く
考
え

ま
す
。『
日
本
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
』

で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
他
の
国
の
人

た
ち
も
苦
し
ま
ず
に
生
活
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
よ
ね
。
こ
の

研
究
で
そ
う
し
た
こ
と
も
学
び
ま
し
た
」

（
２
０
２
１
年
８
月
４
日
、
６
日
／
電
話
取
材
）

【研究】

青森県立名久井農業
高校の木村亨先生

（上）
「ストックホルム青少
年水大賞」のグランプ
リを受賞した宮木さん

（左）と松橋さん（右）

三和土を応用して土壌流出を抑えるための簡易堤防づくり

写真提供：青森県立名久井農業高等学校

■三和土のデザインと集水力比較
穴ザイ 盛り土ザイ

90度 120度 180度

三和土が
短いタイプ

三和土が
長いタイプ

（ml）

0

50

100

33.738.4
24.226.2

13 11.8

83.7

64.7

水の文化 69号　特集　Z世代の水意識
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飲
み
も
の
と
し
て
の

「
水
道
水
」の
可
能
性

街
な
か
に
給
水
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ

ん
あ
っ
た
ら
ど
ん
な
こ
と
が
起
き
る
だ

ろ
う
？ 

そ
う
な
っ
た
ら
い
つ
で
も
喉

を
潤
せ
る
し
、
マ
イ
ボ
ト
ル
が
空
に
な

っ
て
も
す
ぐ
に
水
で
満
た
せ
る
。
使
い

捨
て
の
飲
料
容
器
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
地
球
の
資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

無
駄
遣
い
を
抑
え
る
こ
と
に
な
る
。
お

し
ゃ
れ
な
給
水
機
の
周
り
で
は
待
ち
合

わ
せ
の
人
た
ち
が
ひ
し
め
き
、
水
を
も

ら
い
に
寄
っ
た
お
店
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
も
増
え
る
は
ず
…
…
。

そ
ん
な
未
来
像
を
現
実
化
す
る
た
め
、

２
０
１
９
年
（
令
和
元
）
５
月
に
発
足
し

た
の
が
「Refill Japan

（
リ
フ
ィ
ル
・
ジ
ャ

パ
ン
）」
だ
。
リ
フ
ィ
ル
（refill

）
と
は
詰

め
替
え
や
補
充
と
い
う
意
味
で
、
街
な

か
に
給
水
ス
ポ
ッ
ト
を
増
や
す
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

母
体
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

水D
o!

（
ス
イ
ド
ゥ
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。「
水

道
水
を
飲
も
う
」
を
合
い
言
葉
に
、
カ

水道水を見直す活動に
自ら飛び込んだＺ世代

【水道水】

か
つ
て
駅
な
ど
に
水
飲
み
場
が
あ
っ
た
よ
う
な
記
憶
は
あ
る
が
、
今
は
喉
が
渇
け
ば
自
販
機
や
コ
ン
ビ
ニ
で
飲

み
も
の
を
買
う
の
が
習
慣
化
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
誰
も
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
水
飲
み
場
や
給
水
機
、マ
イ

ボ
ト
ル
に
無
料
で
水
を
入
れ
て
く
れ
る
店
舗
な
ど
の
「
給
水
ス
ポ
ッ
ト
」
を
増
や
し
て
環
境
負
荷
を
軽
減
し
、

地
域
貢
献
も
果
た
そ
う
と
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「R

efill Japan

」
は
つ
く
ら
れ
た
。
そ
の
活
動
に
イ
ン
タ
ー
ン

と
し
て
か
か
わ
る
２
人
の
若
者
は
、
な
ぜ
参
加
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
水
へ
の
意
識
が
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
。

水飲み場や給水機、マイ
ボトルに無料で水を入
れてくれる店舗など給水
スポットを増やす「Refill 
Japan」
1「ロハスフェスタ」で設
置した仮設給水ステー
ション 2カフェでの給水
シーン 3Refill東京の
アクションに参加した
若者たち
提供：水Do! ネットワーク

1

23

水道水を見直す活動に自ら飛び込んだＺ世代
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フ
ェ
な
ど
で
の
給
水
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

や
既
存
の
水
飲
み
場
の
確
認
と
マ
ッ
プ

化
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
仮
設
給
水
機

の
設
置
と
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。

多
く
の
人
が
飲
み
も
の
と
し
て
水
道
水

を
積
極
的
に
選
ぶ
こ
と
で
使
い
捨
て
容

器
の
消
費
を
減
ら
し
、
環
境
負
荷
の
低

減
と
地
域
の
水
資
源
保
全
、
さ
ら
に
潤

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
ま
で
推
進
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば

そ
れ
で
Ｏ
Ｋ
な
の
か
？

２
０
１
０
年
（
平
成
22
）
６
月
、
国
際

環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ FoE Japan

の
活
動
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
水D

o!

キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
を
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
よ
り

大
き
く
展
開
す
る
た
め
に
立
ち
上
げ
た

の
が
水D

o!

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
。
事

務
局
長
を
務
め
る
瀬
口
亮
子
さ
ん
は
、

FoE Japan

の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
廃

棄
物
の
発
生
抑
制
と
地
球
温
暖
化
防
止

の
両
方
を
担
当
し
て
い
た
。

「
当
時
、
日
本
は
す
で
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
９
割
と
か
な
り
進

ん
で
い
て
、
多
く
の
人
が
『
分
別
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
エ
コ
』
と
い
う
風

潮
で
し
た
が
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
入
り
飲
料
水
と
水
道
水
の
環
境
負

荷
に
は
相
当
な
差
が
あ
り
ま
し
た
」

そ
れ
を
表
し
た
の
が
右
上
の
グ
ラ
フ
。

東
京
大
学
の
平
尾
研
究
室
に
よ
る
試
算

を
瀬
口
さ
ん
た
ち
が
グ
ラ
フ
化
し
た
も

の
だ
。
冷
水
機
の
電
力
や
水
筒
の
生
産

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
め
て
も
こ
れ
だ
け
の

差
が
あ
る
。

「
逆
説
的
に
捉
え
る
と
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
入
り
飲
料
水
を
１
本
飲
む
の
を
や
め

る
だ
け
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
資
源
を
相
当

減
ら
せ
て
、
温
暖
化
も
抑
制
で
き
る
の

で
す
。
そ
こ
で
『
水
道
水
を
飲
も
う
』

と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始
め
ま
し
た
」

津
々
浦
々
に
整
備
さ
れ
た
水
道
の
水

を
積
極
的
に
飲
む
こ
と
で
、
地
域
の
水

資
源
に
も
関
心
が
高
ま
る
は
ず
だ
。
今
、

海
ご
み
と
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
へ

の
注
目
度
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
追

い
風
と
な
っ
て
い
る
。

自
分
の
大
学
に
も

給
水
ス
ポ
ッ
ト
を

Refill Japan

は
団
体
で
は
な
く
、

市
民
団
体
や
自
治
体
、
企
業
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
主
体
が
参
加
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
だ
。
給
水
ス
ポ
ッ
ト
の
条
件

は
「
誰
で
も
無
料
で
使
え
る
こ
と
」
と

「
水
道
水
で
あ
る
こ
と
」。
そ
の
た
め
、

会
員
制
の
場
所
や
輸
送
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

か
か
る
宅
配
水
な
ど
は
対
象
外
と
す
る
。

ま
た
、
公
共
の
水
飲
み
場
や
水
を
無
償

で
提
供
す
る
協
力
店
舗
は
、「
地
域

Refill

団
体
」
と
呼
ば
れ
る
人
・
団
体

が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
開
拓
を
続
け
て

い
る
。

「
今
は
12
都
府
県
に
地
域Refill

団
体

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
増
え
て
い
く
予

定
で
、
ゆ
く
ゆ
く
は
47
都
道
府
県
に
広

め
た
い
」
と
瀬
口
さ
ん
は
語
る
。

給
水
ス
ポ
ッ
ト
は
マ
ッ
プ
化
し
、
ス

マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
各
地
に
広
が
る
給
水
ス

ポ
ッ
ト
を
マ
ッ
プ
に
登
録
す
る
作
業
を

手
伝
っ
て
い
る
の
が
、
筑
波
大
学
大
学

院
博
士
前
期
課
程
２
年
の
神こ
う
し
ま
し
ゅ
ん
た
ろ
う

島
駿
太
郎

さ
ん
だ
。

神
島
さ
ん
は
１
９
９
７
年
（
平
成
９
）

生
ま
れ
。
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
２
年
ほ

ど
活
動
。
き
っ
か
け
は
大
学
４
年
で
イ

ギ
リ
ス
に
留
学
し
た
こ
と
だ
。

浅草寺・雷門で通行人に給水スポットについてアンケート
調査する「Refill Japan」の若者  提供：水Do! ネットワーク

NGO水Do! ネットワークの事務局長を務める
瀬口亮子さん

■飲料水（500ml）利用のCO₂排出量比較
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出典：東京大学平尾研究室の試算より、水Do！ネットワーク作成

（g-CO₂）

ペットボトルリサイクルによる
排出回避分を含むCO₂排出合計値

228

339

8 7

ペットボトルのリサイクル

ペットボトル飲料水の生産・輸送

自動販売機での冷蔵販売

冷水機の使用

水筒の使用

（水道水の供給）

浄水した水道水をステン
レス水筒に入れて飲む

冷水機を使用して水道水を飲む

ペットボトル入り輸入ミネラルウォーターを自動
販売機で購入して飲む。ボトルはリサイクルへ

・・

・・ペットボトル入り国産ミネラルウォーターを自動販売機で
購入して飲む。ボトルはリサイクルへ

水の文化 69号　特集　Z世代の水意識
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【水道水】

無料で給水できる店舗に貼る
「Refill Japan」のステッカー

「
学
内
の
至
る
所
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
リ
フ

ィ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
給
水

ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
驚
き
ま
し
た
。
し
か

も
学
内
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に

は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
の
水
が
一
切
売

っ
て
い
な
い
。

そ
う
し
た
取

り
組
み
が
学

生
主
体
で
進

め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。

し
か
し
筑
波

大
学
に
給
水

ス
ポ
ッ
ト
は

ほ
ぼ
な
く
て
、
自
販
機
頼
り
。『
ぜ
ひ

や
っ
て
み
た
い
』
と
思
っ
て
調
べ
て

Refill Japan

を
知
り
、
イ
ベ
ン
ト
で

仮
設
給
水
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
を
手

伝
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
」

神
島
さ
ん
は
留
学
とRefill Japan

の
イ
ン
タ
ー
ン
に
な
っ
て
か
ら
「
水
道

水
を
飲
も
う
」
と
い
う
気
持
ち
が
強
く

な
っ
た
と
い
う
。

「
家
の
水
道
水
を
水
筒
に
入
れ
て
飲
ん

で
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
飲
料
水

は
ま
ず
買
い
ま
せ
ん
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
飲
料
を
買
う
こ
と
も
減
り
ま
し
た
」

実
は
、
神
島
さ
ん
は
化
学
系
の
研
究

室
に
在
籍
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
植
物
由
来
に
置
き

換
え
て
い
く
こ
と
で
枯
渇
資
源
で
あ
る

石
油
へ
の
依
存
量
を
減
ら
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
ご
み
問
題
に
関
し
て
は
生

分
解
性
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
研
究
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
農
業
用
フ
ィ
ル
ム

な
ど
に
使
え
ば
そ
の
ま
ま
堆
肥
化
で
き

ま
す
か
ら
」

「
水
の
サ
イ
ク
ル
」が

都
市
で
も
わ
か
る
よ
う
に

Refill Japan

は
給
水
ス
ポ
ッ
ト
を

さ
ら
に
広
げ
る
た
め
、
各
地
で
の
現
場

活
動
な
ど
に
加
え
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報

発
信
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
へ
の
投
稿
を
手
伝
っ
て
い
る
の
が
、

早
稲
田
大
学
創
造
理
工
学
部
建
築
学
科

４
年
の
本
多
み
ず
ほ
さ
ん
。
１
９
９
９

年
（
平
成
11
）
生
ま
れ
だ
。
父
親
の
仕
事

の
都
合
で
小
学
生
の
時
は
中
国
に
い
て

「
水
道
の
水
を
飲
ん
で
は
ダ
メ
」
と
言

わ
れ
て
育
っ
た
。

「
で
す
か
ら
『
そ
の
ま
ま
飲
め
る
日
本

の
水
道
水
は
す
ご
い
』
と
い
う
認
識
は

あ
り
ま
し
た
」
と
本
多
さ
ん
は
言
う
。

「
50
年
後
の
未
来
を
考
え
る
」
と
い
う

大
学
の
課
題
で
水
道
の
こ
と
を
調
べ
る

な
か
、Refill Japan

に
連
絡
し
て
イ

ベ
ン
ト
を
手
伝
っ
た
の
が
イ
ン
タ
ー
ン

に
な
る
き
っ
か
け
。
か
か
わ
っ
て
何
か

意
識
は
変
わ
っ
た
の
か
。

「
問
題
意
識
を
も
っ
て
参
加
し
た
の
で

そ
れ
ほ
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
街
な
か

に
あ
る
水
飲
み
場
に
気
づ
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」

そ
の
経
験
か
ら
、
も
っ
と
多
く
の
人

が
水
の
問
題
に
興
味
を
も
つ
に
は
、
給

水
ス
ポ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
都
市
の
な

か
で
「
水
の
サ
イ
ク
ル
」
が
わ
か
る
よ

う
な
場
所
を
増
や
す
こ
と
も
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

「
雨
水
を
下
水
道
に
流
す
の
で
は
な
く
、

ゆ
っ
く
り
地
中
に
浸
透
さ
せ
る
構
造
を

持
っ
た
『
雨あ
め
に
わ庭

』
な
ど
実
際
に
水
の
サ

イ
ク
ル
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
目
で

見
て
わ
か
る
も
の
を
増
や
せ
れ
ば
。
景

観
と
し
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
」

日
本
の
水
道
水
の
よ
さ
を
身
を
も
っ

て
知
り
、
今
は
都
市
計
画
系
の
研
究
室

に
所
属
す
る
本
多
さ
ん
な
ら
で
は
の
着

眼
点
と
い
え
る
。

神
島
さ
ん
は
、
水
問
題
あ
る
い
は
水

を
通
し
た
環
境
問
題
に
目
を
向
け
て
も

ら
う
に
は
「
人
が
大
切
」
と
言
う
。

「
一
番
い
い
の
は
水
不
足
な
ど
水
の
大

切
さ
を
実
感
で
き
る
環
境
に
身
を
置
く

こ
と
で
す
が
、
今
の
日
本
で
そ
れ
は
難

し
い
。
で
す
の
で
、
私
は
瀬
口
さ
ん
の

よ
う
に
問
題
へ
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

る
人
の
姿
を
実
際
に
見
る
こ
と
が
一
つ

の
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

自
身
の
気
づ
き
や
疑
問
を
き
っ
か
け

に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
飛
び
込
ん
で
い

く
行
動
力
あ
る
若
者
た
ち
。
志
を
も
っ

た
先
駆
者
と
と
も
に
行
動
す
る
こ
と
で
、

彼
ら
彼
女
ら
の
意
識
や
ア
イ
デ
ィ
ア
は

さ
ら
に
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
い
く
。

（
２
０
２
１
年
８
月
16
日
取
材
）

Refill Japanにインターンとして参加する筑波大学
大学院博士前期課程２年の神島駿太郎さん

Refill Japanインターンの早稲田大学創造理工学部建築学科４年の本多みずほさん（左）。
東京都水道局が東京国際フォーラムに設置した給水機（右）  提供：水Do! ネットワーク

Refill Japan給水スポット
マップのスマホ画面

水道水を見直す活動に自ら飛び込んだＺ世代
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橋本椎奈さん
Hashimoto Shiena

東北大学農学部３年

石井崇晃さん
Ishii Takaaki

中央大学大学院理工学研究科
博士後期課程 都市人間環境学専攻

川俣美桜さん
Kawamata Miou

法政大学現代福祉学部２年

小泉みのりさん
Koizumi Minori

国際基督教大学２年

井草七海さん
Igusa Nanami

国際教養大学２年
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高
校
時
代
か
ら
続
く

「
水
」へ
の
関
心

―
―
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
「
水
」
と

か
か
わ
り
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
か
。
井
草
さ
ん
、
小
泉
さ
ん
、

橋
本
さ
ん
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー

バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
に
認
定
さ
れ
た
出
身

高
校
の
課
題
研
究
で
、
水
に
か
か
わ
る

テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
そ
う
で
す
ね
。

井
草　

秋
田
県
に
あ
る
国
際
教
養
大
学

２
年
生
で
す
。
静
岡
県
立
三
島
北
高
校

で
は
生
活
排
水
の
課
題
を
中
心
に
取
り

組
み
、
水
問
題
の
意
識
向
上
を
目
的
と

し
た
授
業
案
を
作
成
し
ま
し
た
。
今
は

「
ウ
ォ
ー
タ
ー
リ
テ
ラ
シ
ー
・
オ
ー
プ

ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
実
行
委
員
を
務
め
、

１
カ
月
に
１
回
は
イ
ベ
ン
ト
企
画
を
考

え
る
た
め
水
に
真
剣
に
向
き
合
う
機
会

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
お
か
げ
で
、
シ
ャ
ワ
ー
の
お
湯

を
無
駄
に
流
さ
な
い
と
か
、
お
皿
を
洗

う
と
き
も
油
分
を
き
れ
い
に
拭
き
と
っ

て
か
ら
洗
う
な
ど
自
分
の
生
活
の
ち
ょ

っ
と
し
た
変
化
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

小
泉
　
国
際
基
督
教
大
学
２
年
生
で
す
。

宮
城
県
仙
台
二
華
高
校
で
は
、
ベ
ト
ナ

ム
の
メ
コ
ン
デ
ル
タ
で
の
海
水
遡
上
に

よ
る
塩
害
の
課
題
に
取
り
組
み
、
現
地

で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
津
波
の
被
害
を
受
け

た
農
地
を
、
塩
分
濃
度
が
高
い
環
境
に

生
息
す
る
「
好こ
う
え
ん
き
ん

塩
菌
」
を
使
っ
た
堆
肥

に
よ
っ
て
回
復
し
た
、
と
い
う
長
崎
大

学
の
先
生
の
論
文
を
読
み
、
そ
れ
を
利

用
し
て
塩
害
を
取
り
除
き
土
壌
回
復
で

き
な
い
か
と
考
え
た
ん
で
す
。

こ
の
方
法
を
食
糧
問
題
な
ど
に
も
応

用
で
き
な
い
か
と
今
も
研
究
を
続
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
は
所
属
し
て
い

る
Ｉ
Ｈ
Ｒ
Ｐ
（
注
）
と
い
う
団
体
で
海
洋

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
を
高
校
生
が
研
究

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運
営
し
ま
し
た
。

橋
本　

東
北
大
学
農
学
部
３
年
生
で
す
。

小
泉
さ
ん
と
同
じ
仙
台
二
華
高
校
で
は
、

【Ｚ世代座談会】

国
連
が
定
め
た
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）
」
に
各
国
が
取
り
組

ん
で
い
る
。
何
を
大
事
に
す
べ
き
か
人
び
と
の
価
値
観
が
揺
れ
動
く
な
か
、

１
９
９
５
年
（
平
成
７
）
年
以
降
に
生
ま
れ
た
Ｚ
世
代
の
意
識
を
知
り
た
い

と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
過
去
の
学
び
や
体
験
か
ら
水
に
対
す
る
関
心
が
高

く
、
今
も
水
に
ま
つ
わ
る
研
究
や
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
Ｚ
世
代
５

名
を
招
き
、水
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
、今
後
の
社
会
や
水

環
境
に
必
要
だ
と
思
う
こ
と
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
。（
文
中
は
敬
称
略
）

「
学
び
の
場
」を
き
っ
か
け
に
抱
い
た

水
へ
の
興
味
―
今
、
Z
世
代
が
感
じ
て
い
る
こ
と

水の文化 69号　特集　Z世代の水意識
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カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
の
水

上
集
落
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
ま

し
た
。
湖
上
で
生
活
し
て
い
る
の
は
貧

し
く
て
陸
に
土
地
を
買
え
な
い
か
ら
な

ん
で
す
。
水
上
集
落
で
は
、
洗
濯
な
ど

の
生
活
用
水
は
ミ
ョ
ウ
バ
ン
で
湖
水
の

汚
れ
を
沈
澱
さ
せ
て
そ
の
上
澄
み
を
使

っ
て
い
ま
す
が
、
大
腸
菌
な
ど
は
殺
菌

で
き
な
い
の
で
飲
用
に
は
使
え
ず
、
ボ

ト
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
買
っ
て
い
ま
す
。

で
す
の
で
飲
料
水
の
購
入
費
が
浮
け
ば

家
計
の
負
担
が
減
り
貧
困
か
ら
脱
出
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
雨
水
を

活
用
す
る
た
め
の
雨
ど
い
と
雨
水
タ
ン

ク
を
現
地
で
入
手
可
能
な
材
料
で
つ
く

る
研
究
に
携
わ
り
ま
し
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
気
づ
い
た
の

は
、
実
は
そ
れ
ほ
ど
現
地
の
人
た
ち
は

困
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
。
飲
用
水

で
は
な
く
、
生
活
用
水
と
し
て
の
ニ
ー

ズ
な
ら
あ
っ
た
ん
で
す
。
ま
た
、
支
出

に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
食
費
や

学
費
以
外
の
娯
楽
関
係
の
出
費
に
関
し

て
は
、
妥
当
な
支
出
で
は
な
い
と
判
断

さ
れ
る
の
を
嫌
っ
て
か
、
な
か
な
か
明

か
し
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
２
つ
の
気
づ
き
か
ら
、
現
地
の

ほ
ん
と
う
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
大
切

さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え

大
学
で
は
、
環
境
経
済
学
コ
ー
ス
で
合

意
形
成
の
し
か
た
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
方

法
な
ど
の
メ
ソ
ッ
ド
も
学
ん
で
い
ま
す
。

川
俣　

法
政
大
学
現
代
福
祉
学
部
2
年

生
で
す
。
高
校
時
代
に
３
カ
月
間
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
留
学
し
た
の
で
す
が
、

渡
航
前
に
髪
の
毛
を
短
く
し
た
り
、
シ

ャ
ワ
ー
を
短
時
間
で
浴
び
る
練
習
を
し

た
ほ
う
が
い
い
よ
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
一
度
も
水
に
不
自
由
し
た
こ

と
が
な
い
の
で
驚
き
で
し
た
。
私
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
水
道
水
を
飲
み
ま

し
た
し
、
シ
ャ
ワ
ー
の
時
間
も
制
限
さ

れ
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
友
人
は
５
分

で
シ
ャ
ワ
ー
を
終
え
る
よ
う
に
厳
命
さ

れ
た
そ
う
で
す
。
日
本
よ
り
も
値
段
が

ず
っ
と
高
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
を
大

量
に
買
っ
て
い
る
家
庭
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
が
心
に
残
っ
て
い
て
、
大

学
入
学
後
は
水
の
研
究
を
さ
れ
て
い
る

野
田
岳
仁
先
生
の
環
境
社
会
学
の
ゼ
ミ

に
所
属
し
ま
し
た
。
今
は
東
京
都
中
央

区
佃つ
く
だに

多
く
残
る
井
戸
を
研
究
し
て
い

ま
す
。
花
に
水
を
や
る
た
め
井
戸
水
を

汲
み
に
行
く
と
近
所
の
方
と
お
話
し
す

る
機
会
が
あ
る
な
ど
、
井
戸
は
人
と
人

と
を
つ
な
ぐ
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

水
質
を
簡
易
測
定
す
る

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
開
発

―
―
石
井
さ
ん
は
大
学
院
で
研
究
さ
れ

な
が
ら
会
社
も
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
ね
。

石
井　

中
央
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究

（注）IHRP
Interdisciplinary High School Research Programの略。
高校生のアイディアと専門家の知見を組み合わせることで
社会問題の解決を目指すオンラインプログラム。

「学びの場」をきっかけに抱いた水への興味
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科
博
士
後
期
課
程
1
年
で
す
。
大
き
く

分
け
る
と
、
水
の
専
門
家
と
一
般
の

人
々
の
二
軸
を
対
象
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
前
者
は
簡
単
に
い
う
と
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）
を
使
っ
た
水
道
水
の
処
理
で
す
。

人
口
減
で
浄
水
場
の
職
員
の
技
術
継
承

が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
河
川
水
を

水
道
水
に
す
る
た
め
の
処
理
は
、
そ
の

土
地
ご
と
に
経
験
則
の
よ
う
な
も
の
が

存
在
し
て
い
て
、
完
全
に
は
数
式
化
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
な
ん
と
か
Ａ

Ｉ
で
カ
バ
ー
で
き
な
い
か
と
い
う
研
究

を
し
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
Ａ
Ｉ
も
万
能
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
将
来
、
専
門
家
だ
け
で
は

立
ち
行
か
な
い
時
代
が
来
た
と
き
、
一

般
の
方
々
の
協
力
が
必
須
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
水
に
つ
い
て
知

っ
て
も
ら
う
の
が
い
ち
ば
ん
で
す
。
そ

こ
で
、
水
道
水
や
河
川
水
の
水
質
を
簡

易
計
測
で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア

プ
リ
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
に
し

ろ
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
に
し
ろ
、
開
発
し
た

も
の
を
実
際
に
使
っ
て
も
ら
う
に
は
研

究
室
に
所
属
し
て
い
る
だ
け
で
は
限
界

が
あ
り
、
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
事

業
と
し
て
も
成
立
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
年
の
４
月
か
ら
会

社
を
つ
く
り
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

橋
本　

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
だ
け
で
、
ど
う

や
っ
て
水
質
を
測
る
ん
で
す
か
。

石
井　

正
確
に
い
う
と
リ
ト
マ
ス
紙
の

よ
う
な
試
験
紙
が
必
要
で
す
。
例
え
ば

自
治
体
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
ア
プ
リ

と
試
験
紙
を
住
民
に
配
布
し
、
ど
う
い

う
デ
ー
タ
が
集
ま
る
か
を
検
証
実
験
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

川
俣　

こ
れ
か
ら
会
社
を
ど
ん
な
方
向

に
発
展
さ
せ
て
い
く
の
で
す
か
。

石
井　

今
の
研
究
を
仕
事
と
し
て
引
き

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。
少
し
微
妙
な
問
題
で
す
が
、
水

処
理
に
か
か
わ
る
企
業
に
と
っ
て
Ａ
Ｉ

に
よ
る
最
適
化
が
必
ず
し
も
よ
い
方
向

に
働
く
と
は
限
ら
な
い
ん
で
す
。
技
術

者
で
あ
る
「
人
」
が
や
る
こ
と
に
信
頼

や
安
全
を
感
じ
る
人
も
い
る
た
め
、
Ａ

Ｉ
を
ど
う
使
え
ば
最
大
限
の
メ
リ
ッ
ト

を
享
受
で
き
る
の
か
…
…
。
そ
の
可
能

性
を
追
究
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

橋
本　

Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
そ
う
い
う
捉
え

井草七海さん

井草さんが高校生のとき、「SGH甲子園」に出場した際に使用したポスター。SGH甲子園とは全国のスーパーグローバルハイスクール（SGH）の高校生たちが研究成果を発表し合う課題研究発表会 提供：井草七海さん

石井崇晃さん

石井さんが水道水や河川水の水

質を簡易測定するために開発し

たスマートフォンアプリ。起動→ス

タート画面→水質（ここではpH）

測定画面→自分で測定した結果

の履歴→他人も含めた測定結果

（個人情報が含まれるため現在

調整中） 提供：石井崇晃さん

川俣美桜さん

川俣さんは大学のゼミで
東京都中央区佃の井戸

を巡って聞き

取り調査を行ない、コミュ
ニティにおける水場の意

味を考えて

いる 提供：法政大学現代
福祉学部 准教授 野田岳

仁さん

小泉みのりさん

小泉さんが高校時代に取り
組んだ課題研究の様子（上
からベトナムのインタビュー
終了後／カンボジアの協力
者宅での水質検査／シンガ
ポールにおける学会発表）
提供：小泉みのりさん

水の文化 69号　特集　Z世代の水意識
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方
も
あ
る
ん
で
す
ね
。
た
し
か
に
そ
う

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
今
、
私
は
就
活

中
な
の
で
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

「
実
体
」と「
イ
メ
ー
ジ
」に

差
が
あ
る
日
本
の
水
道
水

―
―
日
本
の
水
環
境
に
つ
い
て
は
ど
う

で
す
か
？ 

水
道
水
へ
の
意
識
や
海
外

と
日
本
の
飲
み
水
の
違
い
な
ど
感
じ
た

こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

石
井　

今
日
の
出
席
者
の
な
か
で
一
番

多
く
浄
水
場
に
行
っ
て
い
る
の
が
私
で

し
ょ
う
。
浄
水
場
で
ど
う
い
う
処
理
を

し
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
い
る
の
で
、

水
道
水
に
は
不
安
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で

す
の
で
い
つ
も
水
筒
に
水
道
水
を
入
れ

て
持
ち
歩
き
頻
繁
に
飲
み
ま
す
。
水
環

境
を
研
究
す
る
身
と
し
て
は
、
マ
イ
ク

ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
を
考
え
る
と
よ

く
な
い
と
思
い
つ
つ
、
足
り
ず
に
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
買
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

井
草　

友
人

が
誕
生
日
プ

レ
ゼ
ン
ト
に

く
れ
た
名
入

り
の
マ
イ
ボ

ト
ル
に
水
道

水
を
入
れ
て

愛
用
し
て
い

ま
す
。
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
こ
と
を
調
査
し
た
友
人
の
プ

レ
ゼ
ン
も
よ
く
聞
い
て
い
た
の
で
、
１

年
間
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
買
う
本
数
を

10
本
以
下
に
し
よ
う
と
目
標
を
立
て
た

ん
で
す
が
、
な
か
な
か
達
成
は
難
し
い

で
す
。

橋
本　

１
日
２
Ｌ
の
水
を
飲
む
と
体
に

い
い
と
聞
い
た
の
で
５
０
０
ml
の
水
筒

に
水
道
水
を
４
回
入
れ
替
え
て
飲
ん
で

い
ま
す
。
お
茶
も
コ
ー
ヒ
ー
も
ジ
ュ
ー

ス
も
飲
ま
な
い
で
、
水
分
は
水
で
と
り

ま
す
。

小
泉　

私
も
１
日
２
Ｌ
の
話
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
っ
て
、
水
を
飲
も
う
と
心
が

け
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
ん
な
に
た

く
さ
ん
飲
め
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
も
お

茶
や
コ
ー
ヒ
ー
が
多
く
な
っ
ち
ゃ
い
ま

す
ね
。

川
俣　

静
岡
県
伊
東
市
か
ら
去
年
東
京

に
出
て
き
て
水
道
水
を
飲
ん
だ
ら
「
あ

れ
、
ち
ょ
っ
と
違
う
…
…
」
と
最
初
に

感
じ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
ふ
だ
ん
は
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
や
お
茶
を
常
備
し
て

飲
ん
で
い
ま
す
。

井
草　

私
も
富
士
山
の
ふ
も
と
の
水
の

き
れ
い
な
と
こ
ろ
で
育
っ
た
ん
で
す
が
、

秋
田
の
水
道
水
も
そ
ん
な
に
差
が
な
く

て
、
お
い
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
川
俣

さ
ん
と
同
じ
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
し
た
こ
と
が
あ
り
、
ま
た

生
水
は
飲
ま
な
い
ほ
う
が
い
い
と
言
わ

れ
た
ベ
ト
ナ
ム
に
も
行
っ
た
こ
と
が
あ

井草七海さん

井草さんが高校生のとき、「SGH甲子園」に出場した際に使用したポスター。SGH甲子園とは全国のスーパーグローバルハイスクール（SGH）の高校生たちが研究成果を発表し合う課題研究発表会 提供：井草七海さん

石井崇晃さん

石井さんが水道水や河川水の水

質を簡易測定するために開発し

たスマートフォンアプリ。起動→ス

タート画面→水質（ここではpH）

測定画面→自分で測定した結果

の履歴→他人も含めた測定結果

（個人情報が含まれるため現在

調整中） 提供：石井崇晃さん

川俣美桜さん

川俣さんは大学のゼミで
東京都中央区佃の井戸

を巡って聞き

取り調査を行ない、コミュ
ニティにおける水場の意

味を考えて

いる 提供：法政大学現代
福祉学部 准教授 野田岳

仁さん

小泉みのりさん

小泉さんが高校時代に取り
組んだ課題研究の様子（上
からベトナムのインタビュー
終了後／カンボジアの協力
者宅での水質検査／シンガ
ポールにおける学会発表）
提供：小泉みのりさん

「学びの場」をきっかけに抱いた水への興味
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る
の
で
、
日
本
は
す
ご
く
水
に
恵
ま
れ

て
い
る
な
と
思
い
ま
す
。

石
井　

私
の
知
る
限
り
東
京
都
ほ
ど
設

備
に
圧
倒
的
な
お
金
を
か
け
て
高
度
な

水
処
理
を
し
て
い
る
自
治
体
は
な
い
で

す
。
水
質
的
な
面
で
東
京
の
水
道
水
は

何
ら
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

川
俣　

そ
う
な
ん
で
す
か
。
飲
む
よ
う

に
し
よ
う
！ 

で
も
、
そ
の
話
を
聞
い

た
う
え
で
も
、
な
ぜ
だ
か
や
は
り
、
生

ま
れ
育
っ
た
地
元
の
水
に
対
す
る
信
頼

感
の
方
が
勝
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

祖
母
が
水
道
水
を
汲
ん
で
「
こ
れ
は
富

士
山
の
水
で
す
ご
く
冷
た
く
て
お
い
し

い
ん
だ
よ
」
と
言
っ
て
い
た
の
を
覚
え

て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

石
井　

た
し
か
に
静
岡
な
ど
水
の
き
れ

い
な
と
こ
ろ
に
い
た
ら
、
実
際
に
味
の

違
い
を
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、

そ
こ
は
な
ん
と
も
い
え
ま
せ
ん
ね
。

橋
本　

東
京
は
、
水
源
は
き
れ
い
だ
と

思
う
ん
で
す
が
、
街
な
か
を
流
れ
て
い

る
川
や
水
路
な
ど
身
近
な
水
環
境
が
あ

ま
り
き
れ
い
で
は
な
い
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
引
っ
張
ら
れ

て
水
道
水
に
対
す
る
気
持
ち
に
も
バ
イ

ア
ス
が
か
か
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
木
々
に
囲
ま
れ
た
地
元
の
水
源
な

ら
ば
、
自
然
か
ら
生
ま
れ
た
き
れ
い
な

水
だ
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
買
う
人

が
多
い
の
は
、

緑
豊
か
な
水
源

を
イ
メ
ー
ジ
し

た
ラ
ベ
ル
の
印

象
が
強
い
こ
と

も
あ
る
と
思
い

ま
す
。

石
井　

自
然
の

湧
水
の
方
が
お

い
し
そ
う
だ
し
、
管
理
さ
れ
た
水
道
水

よ
り
価
値
を
感
じ
る
人
が
私
た
ち
の
世

代
で
も
多
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
個
人

的
に
は
、
湧
水
が
ほ
ん
と
う
に
き
れ
い

な
の
？ 

有
害
な
細
菌
は
い
な
い
の
？ 

と
疑
っ
て
し
ま
う
自
分
が
い
て
。
検

査
・
処
理
し
て
あ
っ
た
方
が
正
直
、
安

心
し
ま
す
。

小
泉　

農
業
に
関
す
る
授
業
で
有
機
農

業
と
慣
行
農
業
の
違
い
に
つ
い
て
議
論

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

農
作
物
の
味
の
違
い
は
証
明
さ
れ
て
い

な
い
ん
で
す
が
、
な
ん
と
な
く
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
っ
て
い
い
よ
ね
、
と
い
う
感
覚

的
な
イ
メ
ー
ジ
で
前
者
を
選
ぶ
人
が
多

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
。
水
に
つ
い
て

も
同
じ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

石
井　

そ
う
で
す
ね
。
思
っ
た
以
上
に

水
は
イ
メ
ー
ジ
に
左
右
さ
れ
る
部
分
が

大
き
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
研
究
を

進
め
る
う
え
で
も
大
事
な
要
素
の
一
つ

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ
行
く
？

水
が「
自
分
事
」に
な
る
社
会

―
―
今
後
こ
ん
な
機
会
や
体
験
が
あ
る

と
、
も
っ
と
水
へ
の
関
心
が
高
ま
る
の

で
は
？ 

と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

そ
の
結
果
30
年
後
、
こ
ん
な
水
環
境
と

社
会
に
な
っ
て
い
て
ほ
し
い
、
あ
る
い

は
こ
う
し
た
い
、
と
考
え
て
い
る
こ
と

が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

橋本椎奈さん

高校時代に橋本さんがフィールドワークを行なっ
たカンボジアの

トンレサップ湖の水上集落 提供：宮城県仙台二
華高等学校

現地で雨どい製作

に取り組む橋本さん

提供：橋本椎奈さん

水の文化 69号　特集　Z世代の水意識
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【Ｚ世代座談会】

小
泉　

中
高
生
に
研
究
活
動
の
機
会
を

提
供
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
や

は
り
教
育
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
私

が
水
に
関
心
を
も
っ
た
き
っ
か
け
も
中

高
で
の
課
題
研
究
の
授
業
で
し
た
。
自

分
か
ら
一
歩
踏
み
出
す
の
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
し
限
界
も
あ
る
の
で
、
学
校
教

育
で
水
に
関
す
る
課
題
を
取
り
上
げ
る

機
会
が
増
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

井
草　

私
も
教
育
の
影
響
が
大
き
い
と

思
い
ま
す
。
水
の
奥
深
さ
、
水
を
通
し

て
い
ろ
ん
な
こ
と
を
知
っ
た
き
っ
か
け

が
や
は
り
教

育
で
し
た
。

30
年
後
は
、

発
展
途
上
国

も
今
の
日
本

の
よ
う
に
水

に
不
自
由
し

な
い
社
会
環

境
に
な
っ
て

い
た
ら
す
ば
ら
し
い
で
す
。

川
俣　

皆
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
、
い

ろ
ん
な
国
の
水
事
情
を
調
べ
た
く
な
り

ま
し
た
。
自
分
の
研
究
に
つ
な
げ
る
と
、

井
戸
を
つ
く
る
こ
と
、
あ
る
い
は
井
戸

を
残
す
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
井
戸
が
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
資
源

で
も
あ
る
と
し
た
ら
、
井
戸
を
大
切
に

す
る
こ
と
が
水
を
大
切
に
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
か
ら
で
す
。
災
害
時
用
の
井

戸
も
、
さ
ら
に
増
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

石
井　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
た
ち
が
意
外

に
困
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
話
は
と
て

も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
日
本
人
の
価

値
観
だ
け
で
現
地
を
判
断
し
て
は
い
け

な
い
。
海
外
の
研
究
で
は
気
を
つ
け
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

今
後
の
話
を
す
る
と
、
や
は
り
ア
ピ

ー
ル
が
大
切
か
な
、
と
。
水
道
水
が
飲

め
る
こ
と
は
知
っ
て
い
て
も
、
具
体
的

に
ど
う
管
理
さ
れ
て
い
る
か
は
多
く
の

人
が
知
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
っ
と
情

報
発
信
が
必
要
で
す
。
携
帯
電
話
と
水

道
を
比
べ
た
ら
、
生
活
す
る
な
か
で
止

ま
っ
て
困
る
の
は
絶
対
に
水
道
で
す
が
、

ど
ち
ら
の
方
に
多
く
お
金
を
払
い
ま
す

か
と
聞
け
ば
、
き
っ
と
携
帯
電
話
で
し

ょ
う
。
こ
う
し
た
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る

方
策
も
、
変
わ
ら
ず
飲
め
る
水
道
水
を

30
年
後
も
維
持
す
る
に
は
必
要
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

橋
本　

ふ
だ
ん
使
う
水
道
の
水
源
を
知

る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
水
を
自
分
の
問

題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
行
動
を
起
こ

す
き
っ
か
け
に
も
な
る
は
ず
。
水
が
ど

こ
か
ら
来
て
ど
う
処
理
さ
れ
、
使
っ
た

後
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
、
水
が
あ
っ
て

あ
た
り
ま
え
と
無
関
心
に
な
ら
ず
、
そ

の
こ
と
に
認
識
が
向
く
社
会
に
し
た
い

で
す
ね
。
そ
れ
が
人
々
の
消
費
や
行
動

の
選
択
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。（

２
０
２
１
年
９
月
５
日
／
リ
モ
ー
ト
開
催
）

水
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
バ
ッ

ク
ボ
ー
ン
を
も
っ
た
Ｚ
世
代
５
名
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
い
た
座
談
会
。
最
初
は

少
し
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
も
の
の
、
互
い

の
自
己
紹
介
が
終
わ
る
と
徐
々
に
雰
囲

気
が
柔
ら
か
く
な
っ
て
い
っ
た
。
主
要

な
話
題
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
こ
の
座
談

会
で
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
点
、
友
人

に
話
し
た
い
と
感
じ
た
こ
と
に
つ
い
て

聞
い
た
。

小
泉
さ
ん
は
川
俣
さ
ん
が
研
究
し
て

い
る
「
井
戸
」
に
つ
い
て
強
い
関
心
を
示

し
た
。
日
本
で
井
戸
を
使
っ
て
い
る
場

所
を
知
ら
な
か
っ
た
し
、
災
害
用
の
井

戸
が
あ
る
こ
と
も
初
め
て
聞
い
た
と
言

う
。「
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
の
で
調
べ
て

み
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

水
道
水
に
つ
い
て
は
、
石
井
さ
ん
の

東
京
の
水
の
話
題
を
き
っ
か
け
に
盛
り

上
が
っ
た
。
橋
本
さ
ん
は
「
東
京
都
の
水

が
そ
ん
な
に
管
理
さ
れ
て
い
る
と
は

…
…
誰
か
に
話
し
た
い
！
」
と
言
う
。
井

草
さ
ん
も
「
水
っ
て
一
番
身
近
な
は
ず
な

の
に
、
知
ら
な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

ん
で
す
ね
」
と
自
分
が
秋
田
で
飲
ん
で
い

る
水
道
水
の
水
源
を
調
べ
た
い
と
話
し
、

橋
本
さ
ん
も
「
地
元
や
幼
い
こ
ろ
の
経
験

は
す
ご
く
根
深
い
も
の
な
ん
で
す
ね
」
と

深
く
頷
い
て
い
た
。

５
名
と
も
水
に
つ
い
て
は
同
世
代
の

な
か
で
は
知
識
も
経
験
も
抜
き
ん
で
て

い
る
は
ず
だ
が
、
知
ら
な
い
こ
と
も
あ

り
、「
そ
れ
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
で
す

か
？
」
と
素
直
に
尋
ね
た
り
、「
そ
う
な

ん
で
す
か
！
」
と
共
感
す
る
瞬
間
も
多

く
見
ら
れ
、
互
い
に
刺
激
を
受
け
た
よ

う
だ
っ
た
。

話
を
聞
い
て
い
て
全
員
に
共
通
し
て

い
る
と
思
う
点
は
、
高
校
や
大
学
で
の

学
び
と
そ
の
経
験
が
い
か
に
大
切
か
と

い
う
こ
と
。
水
を
起
点
と
す
る
教
育
、

そ
し
て
留
学
な
ど
他
国
で
の
生
活
を
体

験
す
る
こ
と
で
日
本
と
異
な
る
「
水
環

境
」
に
触
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
目
が
開
か

れ
て
い
く
よ
う
だ
。

ま
た
、
他
者
か
ら
の
情
報
を
素
直
に

受
け
入
れ
る
だ
け
で
な
く
、「
調
べ
て
み

よ
う
」
と
考
え
る
好
奇
心
や
探
求
心
の

発
露
も
感
じ
た
。
そ
れ
ら
は
理
解
を
深

め
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
し
、
視

野
を
広
げ
る
柔
軟
な
姿
勢
が
こ
の
世
代

の
特
徴
の
一
つ
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

逆
に
い
え
ば
、
そ
う
し
た
学
び
や
経

験
が
な
く
、
日
本
で
普
通
に
生
活
し
て

い
る
だ
け
で
は
「
水
は
あ
っ
て
あ
た
り
ま

え
」
の
環
境
な
の
で
、
水
の
貴
重
さ
に
意

識
が
向
く
よ
う
に
な
る
の
は
難
し
い
の

か
も
し
れ
な
い
。

共
感
力
が
高
く
、
柔
軟
な
心
を
も
つ
世
代

Co l umn

小泉さんが現在かかわっているIHRP
の報告書表紙 提供：小泉みのりさん

「学びの場」をきっかけに抱いた水への興味
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求
め
ら
れ
て
い
る
の
は

「
探
究
型
学
習
」

「
１
０
０
年
後
の
水
」
を
私
た
ち
は
守

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
、
気
候
変
動
が
進
み
、
渇
水
や
洪

水
な
ど
水
を
取
り
巻
く
問
題
は
ま
す
ま

す
深
刻
化
し
て
、
既
存
の
知
識
や
対
策

を
な
ぞ
る
だ
け
で
は
解
決
が
難
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、

こ
の
社
会
に
生
き
る
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
環
境
問
題
を
自
分
の
頭
で
考
え
、

自
発
的
に
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
教
育
に
つ
い
て
も
、
従
来

の
延
長
線
上
で
は
な
く
、
根
本
か
ら
変

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

私
が
初
め
て
学
校
教
育
に
携
わ
っ
た

の
は
２
０
０
１
年
（
平
成
13
）
で
し
た
。

総
合
的
学
習
の
一
環
と
し
て
、
小
・
中

学
校
で
「
世
界
の
水
問
題
」
に
つ
い
て

話
を
し
ま
し
た
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で

ヒ
素
に
汚
染
さ
れ
た
水
を
使
う
人
々
の

話
、
そ
し
て
毎
日
２
時
間
か
け
て
水
を

汲
み
に
行
く
エ
チ
オ
ピ
ア
の
人
々
の
生

活
―
―
。
写
真
を
見
せ
て
一
生
懸
命
説

明
す
る
の
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
反

応
は
「
世
界
に
は
か
わ
い
そ
う
な
国
が

あ
る
ん
だ
」
と
他ひ

と人
事ご

と

の
よ
う
な
感
じ

で
し
た
。

こ
れ
で
は
だ
め
だ
、
水
の
問
題
を

「
自じ

分ぶ
ん
ご
と事

」
と
し
て
考
え
て
も
ら
う
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
そ
こ
で
私

が
着
目
し
た
の
が
探
究
型
学
習
で
し
た
。

探
究
型
と
は
、
自
ら
学
び
考
え
、
行

動
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
学
習
法
で
す
。

先
生
が
教
壇
に
立
っ
て
問
題
を
出
し
、

生
徒
は
あ
ら
か
じ
め
決
ま
っ
て
い
る
答

え
を
導
き
出
す
と
い
う
一
般
的
な
授
業

で
は
な
く
、
生
徒
・
学
生
が
興
味
の
あ

る
問
い
を
自
分
た
ち
で
見
つ
け
、
調
べ

て
解
決
策
を
考
え
る
も
の
で
す
。

小
・
中
学
校
で
一
方
通
行
の
話
だ
け

で
は
だ
め
だ
と
痛
感
し
た
私
は
、
大
学

【教育】

Ｚ世代に話を聞くと、水に興味・関心をもったきっかけは
中学校や高校での授業や体験が大きく影響しているケースが多かった。

国内外の水問題とその解決方法を取材してメディアから発信するだけでなく、
高校や大学で水に関する教育にも取り組んでいる

水ジャーナリストの橋本淳司さんに、
若年層に対する教育の重要性などについてお聞きした。

Junji Hashimoto
1967年群馬県館林市生まれ。アクアスフ
ィア・水教育研究所 代表。武蔵野大学客
員教授。学習院大学卒業後、出版社勤務
を経て現職。地域水道支援センターで理
事を務める。Yahoo!ニュース 個人オーサー

（2019オーサーアワード受賞）。著書に『水
がなくなる日』『67億人の水』『日本の地下
水が危ない』など。

インタビュー

橋本淳司さん

水ジャーナリスト

「１
０
０
年
後
の
水
を
守
る
」

た
め
に
、私
た
ち
が

今
す
べ
き
こ
と

「探究型学習」に取り組む静岡県立三島北高等学校の生徒たちと橋本淳司さん 提供：橋本淳司さん

水の文化 69号　特集　Z世代の水意識
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■静岡県立三島北高等学校「探究型学習」のしくみ

時間をつくる

コアチームの構成例

協働のしくみと年間スケジュール（ただし、プロジェクトは行きつ戻りつしながら進む）

橋本淳司さん提供資料をもとに編集部作成

当初、先生たちは
不安でした… 新しい

ことを始める
余裕がない… 水は専門

ではない。自分は
指導できない
のでは？

生徒たちの
学力が落ちて
しまうのでは
ないか

プロジェクト
マネジャー

英語を使おう係
プロジェクトリーダー
（英語科主任）

ブックコンシェルジュ
＆情報発信
（図書館司書）

担任、副担任
による

チームファシリ
テーション

定期的な
専門家との
語らい

カリキュラムアドバイザー
＆専門家コーディ
ネーター

ITを使おう係
サブリーダー
（技術科教員）

４月～６月 ７月～８月 ９月～11月 １２月～２月

興味をもつ
ステージ

チームで課題を
考えるステージ

解決方法を
考えるステージ

発表ステージ
（日本語→英語）

楽しさ伝える係
水について
楽しく学ぼう係

（教頭）

英語やITの授業を水問題に振り替えたが、発表の
場面ではITツールを活用し、英語でプレゼンする

英語の時間
（－１時間）

学年の活動 
（－１時間）

１年生

地域の水
（＋１時間）地域の水

（＋１時間）

英語の時間
（－１時間）

ITの時間
（－１時間）

2年生

世界の水
（＋１時間）

世界の水
（＋１時間）

で
の
研
究
や
節
水
意
識
を
高
め
る
教
育

な
ど
を
通
じ
て
、
水
を
テ
ー
マ
に
し
た

探
究
型
の
環
境
学
習
の
あ
り
方
を
模
索

し
ま
し
た
。

そ
し
て
２
０
１
５
年
（
平
成
27
）、
ス

ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
に
指
定
さ
れ
た
静
岡
県
立
三

島
北
高
校
が
、「
水
」
を
テ
ー
マ
に
教
育

活
動
を
行
な
う
際
に
、
外
部
協
力
者
と

し
て
探
究
型
の
水
の
授
業
の
実
践
を
お

手
伝
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

素
朴
な
疑
問
や
気
づ
き
を

遠
慮
な
く
話
せ
る
環
境
づ
く
り

し
か
し
、
こ
れ
は
三
島
北
高
校
と
し

て
も
初
め
て
の
試
み
で
、
現
場
に
は
戸

惑
い
が
あ
り
ま
し
た
。
教
員
か
ら
は
、

「
水
の
こ
と
は
何
も
知
ら
な
い
か
ら
教

え
ら
れ
な
い
」
と
不
安
の
声
も
上
が
り

ま
す
。
探
究
型
の
授
業
で
は
、
先
生
が

水
に
つ
い
て
教
え
る
の
で
は
な
く
、
生

徒
が
自
分
た
ち
で
何
か
に
気
づ
き
、
話

し
合
っ
て
問
題
解
決
を
す
る
こ
と
が
肝

心
で
す
。
先
生
た
ち
の
役
割
は
、
生
徒

た
ち
の
気
づ
き
や
話
し
合
い
が
う
ま
く

進
む
よ
う
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、
そ
し

て
支
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
あ
る
い
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
で

あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
と
こ
ろ

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

生
徒
に
は
、
初
め
に
問
い
を
出
す
練

習
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
学
校
内
を

見
回
し
て
、「
な
ぜ
学
校
で
は
鉛
筆
を
使

う
の
か
」「
ど
う
し
て
窓
に
網
戸
が
な
い

ん
だ
ろ
う
」
な
ど
、
小
さ
な
疑
問
や
気

づ
き
を
お
互
い
に
話
し
合
う
の
で
す
。

こ
の
時
に
大
切
な
の
は
、
ど
ん
な
に

つ
ま
ら
な
い
気
づ
き
で
も
決
し
て
否
定

せ
ず
、
認
め
合
っ
て
共
有
す
る
こ
と
。

全
員
が
素
朴
な
問
い
を
安
心
し
て
オ
ー

プ
ン
に
話
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
つ

く
る
こ
と
が
、
探
究
型
学
習
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
り
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
１
年
目
は
、「
地
域

の
水
」
を
テ
ー
マ
に
、
５
～
６
人
の
チ

ー
ム
に
分
か
れ
て
課
題
と
な
る
問
い
を

見
つ
け
ま
す
。
こ
こ
で
大
切
な
の
が

「
現
場
に
足
を
運
ぶ
こ
と
」。
先
生
か
ら

与
え
ら
れ
た
問
い
と
、
自
分
が
何
か
を

見
て
は
っ
と
気
づ
い
た
問
い
で
は
、
入

り
口
が
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。
自
分
で

体
験
し
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け

た
生
徒
は
、
長
く
深
く
考
え
て
ア
ク
シ

ョ
ン
を
起
こ
す
も
の
で
す
。
大
人
に
で

き
る
こ
と
は
、
彼
ら
が
い
い
気
づ
き
を

得
ら
れ
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。

教
育
で
も
っ
と
も
重
要
な

「
問
い
と
自
分
と
の
結
び
つ
き
」

生
徒
が
問
い
を
見
つ
け
た
ら
、
次
は

そ
れ
を
い
か
に
深
め
て
い
く
か
に
フ
ェ

ー
ズ
は
移
り
ま
す
。

「100年後の水を守る」ために、私たちが今すべきこと
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■「探究型学習」の目指す地点と生徒たちの声

橋本淳司さん提供資料をもとに編集部作成

これから

これまで
AIな
ど技
術の
進歩（

人口
知能・

ビッグ
デー
タ・ク
ラウド
・IoT
）

知識を多く
蓄えた人が有利
（受験・国家試験など）

知識・技能を
使いこなして
課題を解決する
（新しい世界）

私たちはたまたま水をテーマにしていた
けれど、問題を解決するときは現場の人の声と
周りの人の意見を聞いて、最善の手段で
貢献していくことに変わりはない

以前は正しいと思うことしか
言えなかったが、素朴に意見や疑問を
言って意見を集め、よりよくしていけば

いいと思えるようになった

友だちや専門家の意見や質問を
もらいながら知識が増えたり、視点が変わったりして
新鮮だった。自分が考えて行動していけば、

周りの景色はどんどん変わる

考えや行動が停滞しているときは辛いけれど、
そういう「もやもや」も大事と思えるようになった。
反射的に答えを出すことがすべてじゃない。
「もやもや」を抜けたときに何かがある

教
育
の
な
か
で
も
っ
と
も
大
事
な
の

は
、「
問
い
と
自
分
と
の
結
び
つ
き
」
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
水
や
環
境
を
考
え

る
時
、
往
々
に
し
て
私
た
ち
は
地
球
や

世
界
と
い
っ
た
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
言

葉
で
語
り
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
そ
こ

に
自
分
が
ど
う
関
係
し
て
い
る
の
か
わ

か
ら
な
け
れ
ば
、
と
る
べ
き
ア
ク
シ
ョ

ン
は
見
え
て
き
ま
せ
ん
。

大
き
な
物
語
と
小
さ
な
自
分
の
物
語

を
結
び
つ
け
て
、「
私
は
、
何
（
誰
）
の
た

め
に
、
何
が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
視

点
で
考
え
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
れ

を
私
は
わ
か
り
や
す
く
「
ハ
ッ
ピ
ー
サ

イ
ク
ル
を
回
す
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

ゴ
ー
ル
設
定
を
す
る
と
き
、
そ
の
課
題

に
関
連
し
て
い
る
誰
か
を
ど
う
し
た
ら

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
か
を
考
え
、
行
動
し
、

そ
の
人
を
ハ
ッ
ピ
ー
に
す
る
と
い
う
円

（
サ
イ
ク
ル
）
で
す
。

例
え
ば
、「
豪
雨
災
害
を
な
く
そ
う
」

と
い
う
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
チ
ー
ム
が
あ

り
ま
し
た
。
普
通
な
ら
、
豪
雨
災
害
に

つ
い
て
図
書
館
で
調
べ
て
、「
原
因
は

温
暖
化
だ
か
ら
電
気
を
こ
ま
め
に
消
し

ま
し
ょ
う
」
と
い
う
ポ
ス
タ
ー
を
つ
く

っ
て
お
し
ま
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
私
は
、
豪
雨
災
害
っ
て
ほ
ん
と
う

に
な
く
せ
る
の
？ 
と
問
い
か
け
ま
し

た
。
す
る
と
、「
や
っ
ぱ
り
な
く
す
こ

と
は
で
き
な
い
」「
だ
っ
た
ら
い
か
に
被

害
を
減
ら
す
か
を
考
え
よ
う
」
と
ど
ん

ど
ん
テ
ー
マ
が
進
化
し
て
い
き
ま
す
。

次
に
彼
ら
彼
女
ら
は
、
実
際
に
豪
雨

災
害
の
と
き
、
地
元
で
誰
が
困
る
の
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
自

分
た
ち
で
市
役
所
へ
行
き
、
周
り
の
人

に
聞
い
た
結
果
、「
独
り
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
が
一
番
困
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
こ
と
に
思
い
至
り
ま
す
。
最
終

的
に
こ
の
チ
ー
ム
は
、
豪
雨
災
害
時
に

お
年
寄
り
で
も
き
ち
ん
と
避
難
で
き
る

方
法
を
考
え
、
提
案
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
テ
ー
マ
を
身
近
に
引
き

寄
せ
る
こ
と
で
、
問
い
を
進
化
さ
せ
て

い
き
、
時
に
は
先
生
や
私
の
よ
う
な
専

門
家
も
一
緒
に
な
っ
て
ベ
ス
ト
だ
と
思

え
る
解
決
策
を
み
ん
な
で
考
え
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
す
。
必
ず
し
も
正
解
で

な
く
て
い
い
。
自
分
た
ち
の
な
か
で
の

「
最
適
解
」
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
、

探
究
型
学
習
の
ゴ
ー
ル
と
い
え
ま
す
。

目
先
の
利
益
に
執
着
し
た

大
人
世
代
は
何
を
す
べ
き
か

今
の
若
い
世
代
は
非
常
に
ま
じ
め
で
、

環
境
に
対
す
る
意
識
も
私
た
ち
の
若
い

こ
ろ
に
比
べ
て
は
る
か
に
高
い
。
し
か

し
、
そ
の
反
面
、
や
や
意
地
悪
な
見
方

を
す
れ
ば
表
面
的
に
取
り
繕
う
こ
と
に

長
け
て
い
る
と
も
感
じ
ま
す
。
情
報
を

き
れ
い
に
整
え
、
プ
レ
ゼ
ン
が
様
に
な

っ
て
い
る
の
は
要
領
の
よ
さ
で
あ
り
、

決
し
て
マ
イ
ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い

け
れ
ど
、
彼
ら
彼
女
ら
が
も
っ
と
深
く

考
え
て
い
け
る
よ
う
手
助
け
を
す
る
の

が
私
た
ち
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

環
境
問
題
を
な
ん
と
な
く
考
え
て
い

た
時
代
は
、
も
う
終
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
少
し
で
も
負
の

面
を
減
ら
す
た
め
に
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
ま
で
切
羽
詰
ま
っ
た
状
況
を
つ

く
り
出
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
私
た
ち

大
人
の
責
任
で
す
。
若
い
世
代
の
た
め

に
年
長
者
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
、
学

校
の
み
な
ら
ず
家
庭
や
社
会
に
お
い
て

も
既
存
の
知
識
を
押
し
つ
け
る
の
で
は

な
く
、
彼
ら
彼
女
ら
が
能
動
的
に
行
動

で
き
る
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
一

緒
に
考
え
、
悩
み
、
行
動
し
て
い
く
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

水
な
く
し
て
人
間
は
生
き
て
い
け
ま

せ
ん
。
水
は
誰
に
と
っ
て
も
身
近
な
存

在
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
ふ
ん
だ
ん
に
水

を
使
っ
た
生
産
活
動
を
止
め
な
か
っ
た

た
め
に
、
美
し
く
青
い
湖
や
緑
あ
ふ
れ

る
自
然
を
失
い
つ
づ
け
、
井
戸
水
を
枯

ら
し
、
汚
し
た
水
を
川
や
海
に
流
し
た

こ
と
で
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
生
き
も

の
の
命
を
奪
っ
て
き
ま
し
た
。

「
1
0
0
年
後
の
水
を
守
る
」
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
近
く
の
水
辺
に
出
か
け
て
自

分
だ
け
の
気
づ
き
を
見
つ
け
、
そ
れ
を

次
世
代
に
ど
う
つ
な
げ
て
い
く
べ
き
な

の
か
を
今
日
こ
の
瞬
間
か
ら
を
考
え
つ

づ
け
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
気
候
変
動
を
止
め

る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
目
先
の
利
益
に
執
着
し
、
そ
の
結
果
、

み
ん
な
で
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
ほ

ど
水
の
姿
を
変
え
て
し
ま
っ
た
私
た
ち

大
人
が
、
次
世
代
に
対
し
て
果
た
す
べ

き
責
務
だ
と
思
い
ま
す
。

（
２
０
２
１
年
10
月
１
日
／
リ
モ
ー
ト
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

【教育】

水の文化 69号　特集　Z世代の水意識



29

生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
を

世
界
一
住
み
や
す
く

こ
こ
10
年
く
ら
い
、
ゼ
ミ
の
学
生
な

ど
を
見
て
い
て
気
づ
く
若
者
た
ち
の
あ

る
種
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
顕
著
な
順

に
キ
ー
ワ
ー
ド
で
表
す
な
ら
、「
ロ
ー
カ

ル
」「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」「
ス
ロ
ー
」
で
す
。

  

ロ
ー
カ
ル
志
向
、
す
な
わ
ち
地
域
や

地
元
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

最
初
に
そ
う
感
じ
た
の
は
、
静
岡
県
出

身
の
学
生
が
ゼ
ミ
の
志
望
理
由
と
し
て

「
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
を
世
界

一
住
み
や
す
い
ま
ち
に
す
る
こ
と
」
を

テ
ー
マ
に
挙
げ
た
と
き
で
す
。
そ
れ
ま

で
あ
ま
り
聞
い
た
こ
と
の
な
い
関
心
事

で
し
た
。

ま
た
、
地
元
で
あ
る
新
潟
県
の
農
業

の
再
活
性
化
を
研
究
課
題
と
し
た
り
、

愛
国
心
な
ら
ぬ
「
愛
郷
心
」
を
軸
に
し
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
卒
論
の
テ

ー
マ
に
す
る
学
生
も
現
れ
ま
し
た
。

も
と
も
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
に
関

心
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
む
し
ろ
重
要
な

の
は
ロ
ー
カ
ル
な
問
題
だ
と
海
外
留
学

中
に
気
づ
き
地
元
の
活
性
化
に
か
か
わ

り
た
い
と
中
途
で
帰
国
し
た
り
、
東
京

の
大
企
業
に
就
職
し
た
け
れ
ど
郷
里
の

地
場
産
業
に
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
と
い
っ
た
例

も
目
に
留
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

こ
う
し
た
若
い
世
代
の
「
地
元
志

向
」
は
文
部
科
学
省
や
内
閣
府
な
ど
の

調
査
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
背
景
に
は
２
０
０
８
年
（
平
成
20
）

あ
た
り
か
ら
到
来
し
た
人
口
減
少
社
会
、

も
う
少
し
広
く
い
え
ば
成
熟
社
会
へ
の

移
行
と
い
う
変
化
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

高
度
成
長
期
か
ら
バ
ブ
ル
期
あ
た
り
ま

で
は
、
世
の
中
が
一
つ
の
方
向
に
集
中

す
る
こ
と
で
拡
大
・
成
長
し
て
い
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
「
遅
れ
て
い
る
地
方
」

「
ロ
ー
カ
ル
」「
ソ
ー
シ
ャル
」「
スロ
ー
」を

希
求
す
る
成
熟
社
会
の
若
者
た
ち

【総論】
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今
の
若
者
は
、
地
域
や
自
ら
の
地
元
へ
の
意
識
や
関
心
が
高
い

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
か
。
社
会

保
障
や
環
境
、
医
療
、
都
市
・
地
域
に
関
す
る
政
策
研
究
か
ら

死
生
観
な
ど
を
巡
る
哲
学
的
考
察
に
取
り
組
む
広
井
良
典
さ
ん

は
、
日
本
に
お
け
る
若
者
へ
の
社
会
保
障
な
ど
の
支
援
が
き
わ

め
て
手
薄
だ
と
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
。
今
の
若
者
（
Ｚ
世
代
）
に

見
ら
れ
る
傾
向
や
、
私
た
ち
先
行
世
代
が
若
者
た
ち
の
た
め
に

す
べ
き
こ
と
な
ど
を
、
広
井
さ
ん
に
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

「ローカル」「ソーシャル」「スロー」を希求する成熟社会の若者たち

図１ 経済システムの進化と「ポスト情報化」

図2 地域によって異なる課題（人口規模別、複数回答可）図3 ｢人生前半の社会保障」の国際比較（対GDP比、2015年）図4 公的教育支出の国際比較（対GDP比、2015年）
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か
ら
「
進
ん
で
い
る
東
京
」
へ
と
、
時

間
軸
に
沿
っ
て
各
地
域
が
位
置
づ
け
ら

れ
た
時
代
で
し
た
。
明
治
時
代
以
降
の

人
口
の
急
速
な
増
加
期
と
は
、
良
く
も

悪
く
も
す
べ
て
が
東
京
に
向
か
っ
て
流

れ
て
い
く
中
央
集
権
化
が
進
む
時
代
だ

っ
た
の
で
す
。　

と
こ
ろ
が
現
在
本
格
化
し
つ
つ
あ
る

人
口
減
少
社
会
な
い
し
（
格
差
の
問
題
を
ひ

と
ま
ず
置
く
と
し
て
）
あ
る
程
度
の
物
質
的

豊
か
さ
が
実
現
さ
れ
た
成
熟
社
会
で
は
、

時
間
軸
が
後
景
に
退
き
、
空
間
軸
に
沿

っ
た
逆
の
流
れ
が
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
も
つ
多
様
な
価
値

や
特
徴
に
関
心
が
向
く
よ
う
に
な
り
、

そ
れ
が
時
代
の
流
れ
に
敏
感
な
若
い
世

代
の
ロ
ー
カ
ル
志
向
に
も
反
映
し
て
い

る
と
思
う
の
で
す
。

社
会
課
題
へ
の
意
識
の
高
さ
と

他
人
を
押
し
の
け
な
い
感
性

工
業
化
を
中
心
と
す
る
成
長
社
会
で

は
、
鉄
道
や
道
路
や
空
港
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
が
一
つ
の
地
域
だ
け
で
は
完

結
せ
ず
、
お
の
ず
と
国
レ
ベ
ル
の
中
央

集
権
的
な
計
画
が
重
要
で
、
そ
れ
が
経

済
成
長
に
も
有
効
で
し
た
。
し
か
し
ポ

ス
ト
工
業
化
の
成
熟
社
会
へ
移
行
す
る

と
、
福
祉
や
環
境
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

ま
ち
づ
く
り
と
い
っ
た
分
野
や
テ
ー
マ

が
大
き
な
課
題
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
ロ
ー
カ
ル
な
性

質
の
問
題
群
で
す
。
現
在
の
日
本
が
抱

え
る
社
会
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は

各
々
の
地
域
レ
ベ
ル
か
ら
出
発
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
し
っ
か
り
し

た
問
題
意
識
を
も
つ
若
い
世
代
ほ
ど
強

く
感
じ
と
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」
な
意
識

の
高
さ
も
、
Ｚ
世
代
以
前
か
ら
顕
著
な

傾
向
で
す
。
私
の
周
り
で
象
徴
的
な
例

を
挙
げ
れ
ば
、
田
畑
に
特
殊
な
形
の
太

陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
営
農
継
続
と
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
の
一
石
二
鳥

を
目
指
す
「
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
」
の
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
立

ち
上
げ
た
卒
業
生
が
い
ま
す
。
環
境
問

題
へ
の
貢
献
意
識
の
高
さ
は
、
小
学
生

く
ら
い
か
ら
「
こ
の
ま
ま
だ
と
人
類
の

未
来
は
危
な
い
」
と
い
う
警
鐘
に
接
し

て
き
た
世
代
特
有
の
も
の
で
し
ょ
う
。

も
う
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る

「
ス
ロ
ー
」
で
す
が
、
こ
れ
も
Ｚ
世
代

以
前
か
ら
の
傾
向
と
し
て
、
ガ
ツ
ガ
ツ

し
て
い
な
い
し
、「
わ
れ
先
に
」
の
感
覚

が
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
他
人
を
押

し
の
け
て
も
優
位
に
立
と
う
と
す
る
上

昇
志
向
が
希
薄
で
す
。
そ
も
そ
も
そ
う

し
た
、
い
う
な
れ
ば
「
昭
和
的
ハ
ン
グ

リ
ー
精
神
」
を
今
の
Ｚ
世
代
に
求
め
て

も
無
理
で
す
し
、
物
質
的
な
欲
求
が
ほ

ぼ
満
た
さ
れ
た
成
熟
社
会
に
お
い
て
、

利
己
的
な
成
長
至
上
主
義
は
あ
ま
り
意

味
が
な
い
の
で
す
。

高
度
成
長
期
の
負
の
遺
産
か
ら

若
い
世
代
を
解
き
放
と
う

  

山
登
り
に
た
と
え
れ
ば
、
人
口
増
加

の
時
代
に
は
集
団
で
一
本
の
山
道
を
登

っ
て
い
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
時
代
の

成
熟
社
会
に
な
っ
た
今
、
い
わ
ば
山
頂

に
達
し
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
つ
ま

り
視
界
が
３
６
０
度
開
け
た
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
多
勢
が
決
め
ら
れ
た

ゴ
ー
ル
に
向
け
て
一
本
道
を
し
ゃ
に
む

に
歩
い
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

各
々
が
視
野
を
広
げ
自
由
に
道
を
選
び
、

好
き
な
こ
と
を
追
求
し
て
創
造
性
を
開

花
さ
せ
る
時
代
で
す
。
従
来
型
の
一
本

道
の
成
長
志
向
に
拘
泥
す
る
と
持
続
可

能
性
が
阻
害
さ
れ
、
経
済
も
停
滞
し
て

い
き
ま
す
。

Ｚ
世
代
が
多
様
に
好
き
な
道
を
選
ぶ

生
き
方
を
上
の
世
代
が
邪
魔
し
て
は
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。
１
９
８
７
年

（
昭
和
62
）
の
国
連
「
環
境
と
開
発
に
関
す

る
世
界
委
員
会
」（
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
委
員
会
）

の
報
告
書
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
持
続
可

能
性
と
は
「
将
来
の
世
代
の
ニ
ー
ズ
を

満
た
し
つ
つ
現
在
の
世
代
の
ニ
ー
ズ
も

満
足
さ
せ
る
」
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、

将
来
の
世
代
も
今
の
豊
か
さ
や
権
利
を

享
受
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
が
持
続
可

能
性
の
最
大
の
肝
な
の
で
す
が
、
莫
大

水の文化 69号　特集　Z世代の水意識

図１ 経済システムの進化と「ポスト情報化」
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【総論】

岐阜県郡上市白鳥町にある石徹白集落では、全世帯が
参加して小水力発電に取り組んでいる。そのシンボル的な
存在である「上掛け水車」（最大出力2.2kW）

な
国
の
債
務
を
将
来
世
代
に
ツ
ケ
回
し

て
い
る
日
本
の
現
状
は
、
残
念
な
が
ら

持
続
可
能
性
を
損
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
問
題
を
上
の
世
代
は
も
っ
と
重
く
受

け
止
め
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

「
ロ
ー
カ
ル
」「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」「
ス
ロ

ー
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
象
徴
さ
れ
る
若

い
世
代
の
傾
向
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本

社
会
が
敷
い
た
閉
鎖
的
で
同
調
圧
力
の

強
い
一
本
道
か
ら
、
開
放
的
で
自
由
な

価
値
観
を
重
ん
じ
る
多
様
な
道
筋
へ
と

分
岐
す
る
萌
芽
で
す
。
そ
れ
を
摘
み
と

ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
上
の
世
代

の
責
務
と
し
て
、
従
来
型
の
成
長
志
向

や
借
金
の
ツ
ケ
回
し
と
い
っ
た
高
度
成

長
期
の
負
の
遺
産
か
ら
若
い
世
代
を
解

放
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
八
百
万
の
神
」な
ど

伝
統
的
な
自
然
観
に
関
心

私
た
ち
は
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、
自
然

と
一
体
と
な
っ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
拠
点
で
あ
る
「
鎮
守
の
森
」
と
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
拠
点
整
備
を
結
び
つ
け
、

ロ
ー
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

を
図
る
「
鎮
守
の
森
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
、
さ
さ
や
か
な
が

ら
も
各
地
で
進
め
て
い
ま
す
。

直
近
の
進
展
と
し
て
は
、
埼
玉
県
秩

父
市
で
市
民
共
同
出
資
に
よ
る
水
車
使

用
の
小
水
力
発
電
が
稼
働
し
ま
し
た
。

最
大
出
力
50 

kW
、
１
０
０
世
帯
強
の
電

力
量
を
賄
え
ま
す
。
中
心
に
な
っ
て
進

め
た
の
は
定
年
退
職
さ
れ
た
あ
と
私
た

ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
宮
下

佳
廣
さ
ん
。
鎮
守
の
森
と
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
結
び
つ
い
た
重
要
な
一
歩

と
考
え
て
い
ま
す
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
導
き
の
糸
と
な

っ
た
岐
阜
と
福
井
の
県
境
に
あ
る
石い

と徹

白し
ろ

地
区
は
、
小
水
力
発
電
を
通
じ
た
地

域
再
生
事
業
で
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
外
資
系
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

会
社
を
経
て
地
元
の
岐
阜
に
Ｕ
タ
ー
ン

し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
人
が
中
心
に
な
っ
て
進
め

て
お
り
、
若
い
世
代
の
ロ
ー
カ
ル
志
向

の
先
駆
的
な
事
例
と
い
え
ま
す
。（
注
）

地
球
規
模
で
見
て
も
、
風
土
や
環
境

の
多
様
性
こ
そ
、
宗
教
や
文
化
の
多
様

性
の
土
台
で
す
。
そ
し
て
風
土
と
環
境

で
最
大
の
要
素
が
「
水
」
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。
例
え
ば
砂
漠
の
よ
う
な
水
の

乏
し
い
環
境
で
は
自
然
と
一
体
と
な
っ

た
ら
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
ど
う

し
て
も
人
間
が
自
然
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
、
そ
の
背
景
に
神
が
存
在
す
る
世
界

観
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
よ
う
に
水

の
恵
み
が
豊
か
な
風
土
で
は
、
自
分
を

取
り
囲
む
み
ず
み
ず
し
い
緑
や
森
が
あ

り
、
さ
ら
に
生
命
す
べ
て
を
包
み
込
ん

で
自
然
と
宇
宙
が
あ
る
と
い
う
世
界
観

に
な
り
ま
す
。
す
る
と
自
然
と
一
体
に

な
る
の
が
人
間
に
と
っ
て
望
ま
し
い
状

態
で
あ
り
、
そ
の
起
点
と
な
る
の
が

「
水
」
な
の
で
す
。

そ
う
し
て
み
る
と
、
小
水
力
発
電
は

地
域
密
着
型
の
わ
か
り
や
す
い
活
性
化

の
試
み
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

石
川
県
加
賀
市
に
移
住
し
て
小
水
力
発

電
を
柱
に
し
た
地
域
再
生
に
取
り
組
も

う
と
し
て
い
る
私
の
ゼ
ミ

の
卒
業
生
も
い
ま
す
。

ご
存
じ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
全
国
の
神
社
数
は

約
８
万
８
０
０
０
で
す
。

こ
れ
は
約
６
万
で
飽
和
し

た
コ
ン
ビ
ニ
数
よ
り
多
い

の
で
す
。

「
鎮
守
の
森
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
環
で
各
地
の
神
社
を
回

る
と
、
若
い
世
代
の
参
詣

者
が
目
立
ち
ま
す
。
茶
髪
の
カ
ッ
プ
ル

が
神
妙
な
顔
で
お
祈
り
し
て
い
た
り
す

る
。
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
の
一
環
で

も
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
人
た

ち
は
環
境
に
関
し
て
特
に
社
会
的
な
行

動
は
起
こ
さ
な
い
け
れ
ど
、
生
物
多
様

性
の
発
想
そ
の
も
の
と
い
っ
て
よ
い

「
八
百
万
の
神
様
」
が
基
底
に
あ
る
伝

統
的
な
自
然
観
に
関
心
が
向
い
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

地
域
や
地
元
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
持
続
可
能
な
社
会

を
先
取
り
す
る
若
い
世
代
の
傾
向
を
私

は
期
待
を
込
め
て
見
つ
め
、
新
た
な
希

望
も
抱
い
て
い
ま
す
。

（
２
０
２
１
年
10
月
１
日
／
リ
モ
ー
ト
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

（注）石徹白地区の取り組み
『水の文化』60号「地域おこしを支える『水への信仰』
の記憶」参照
https://www.mizu.gr.jp/kikanshi/no60/07.html
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出典：広井良典さん提供資料（2011年調査）OECDデータをもとに広井良典さん作成OECD, Education at a Glance2018より広井良典さん作成
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迷
い
な
が
ら
生
き
る

等
身
大
の
Ｚ
世
代

　

戦
後
、
日
本
は
経
済
成
長
を
求
め
て
走
り

つ
づ
け
た
。
が
む
し
ゃ
ら
に
働
く
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
が「
モ
ー
レ
ツ
社
員
」と
呼
ば
れ
た
の
は

半
世
紀
も
前
の
こ
と
。
あ
る
時
期
ま
で
大
量

生
産
と
大
量
消
費
は
「
よ
い
こ
と
」
と
さ
れ

て
い
た
が
、
人
間
の
経
済
活
動
が
地
球
環
境

に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
の
報
告
書
で

明
記
さ
れ
る
な
ど
、
こ
の
社
会
は
今
、
あ
る

種
の
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
て
い
る
。

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
元
年
」
と
も
い
わ
れ
る

１
９
９
５
年
（
平
成
７
）
以
降
に
生
ま
れ
た
人

口
層
「
Ｚ
世
代
」
は
、
私
た
ち
先
行
世
代
と

は
異
な
る
視
野
や
価
値
観
を
も
っ
て
い
る
は

ず
。
そ
こ
で
彼
ら
彼
女
ら
に
「
水
」
を
切
り

口
と
し
て
話
を
聞
き
、
そ
こ
か
ら
こ
の
社
会

の
次
の
姿
、
未
来
像
を
考
え
た
い
―
―
そ
れ

が
本
特
集
の
出
発
点
だ
っ
た
。

　

取
材
先
に
関
し
て
は
か
な
り
悩
ん
だ
。
Ｚ

世
代
と
一
括
り
に
し
た
と
こ
ろ
で
一
人
ひ
と

り
は
ま
っ
た
く
異
な
る
か
ら
だ
。
今
回
は
学

校
の
授
業
や
個
人
的
な
体
験
な
ど
、
何
か
の

き
っ
か
け
で
水
に
興
味
を
も
ち
、
水
の
研
究

や
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
た
ち
に
話
を

聞
い
た
。
だ
か
ら
Ｚ
世
代
の
な
か
で
も
、
水

へ
の
こ
だ
わ
り
や
知
識
を
備
え
た
特
別
な
人

た
ち
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
つ
お
願
い
し
た
い
こ
と
が
あ
る
。
本
特

集
を
読
ん
だ
Ｚ
世
代
の
人
た
ち
に
は
「
私
は

こ
ん
な
こ
と
考
え
た
こ
と
も
な
い
」「
ち
ょ
っ

と
レ
ベ
ル
が
高
す
ぎ
る
！
」
と
思
わ
な
い
で

ほ
し
い
の
だ
。
じ
っ
く
り
読
め
ば
、
ち
ょ
っ

と
し
た
き
っ
か
け
で
誰
も
が
そ
う
な
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
も
ら
え

る
は
ず
だ
。

　

取
材
に
協
力
し
て
く
れ
た
Ｚ
世
代
も
、
実

は
迷
い
な
が
ら
生
き
て
い
る
。「Refill Japan

」

に
か
か
わ
る
大
学
院
生
と
大
学
生
、
そ
し
て

座
談
会
出
席
者
５
名
に
は
取
材
前
後
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
が
、「
買
い
控
え
た
方

が
よ
い
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
外
出
時
は
ど

う
し
て
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
頼
っ
て
し
ま
い

ま
す
」「
水
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
が
、
節
水
意
識
か
ら
そ
う
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
」
と
い
う
答
え

も
あ
っ
た
。
私
の
息
子
と
娘
も
Ｚ
世
代
だ
が
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
は
よ
く
飲
ん
で
い
る
し
、

自
室
の
電
気
を
消
さ
な
い
な
ど
無
駄
遣
い
も

多
い
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
「
散
歩
中
に
出
合
っ
た

護
岸
の
デ
ザ
イ
ン
」「
電
車
か
ら
見
え
た
海
の

風
景
や
滝
を
写
真
と
動
画
で
」「
友
人
と
カ
ヤ

ッ
ク
し
た
川
の
写
真
」
な
ど
を
投
稿
す
る
一

方
、「
就
職
活
動
中
は
ほ
か
の
人
の
内
定
が
気

に
な
る
か
ら
」
と
ア
カ
ウ
ン
ト
を
一
時
停
止

す
る
人
も
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と

呼
ば
れ
る
Ｚ
世
代
も
、
使
い
方
に
つ
い
て
は

試
行
錯
誤
し
て
い
る
の
だ
。

　

ま
た
、
本
特
集
を
通
し
て
読
ん
だ
編
集
部

の
Ｚ
世
代
は
、「
環
境
や
社
会
の
問
題
を
同
年

代
が
こ
ん
な
風
に
語
る
の
は
す
ご
い
。
自
分

も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
す
」
と
語
っ

た
。
こ
こ
で
紹
介
し
た
若
者
た
ち
が
Ｚ
世
代

の
代
表
で
は
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
に
刺
激
を

受
け
た
Ｚ
世
代
も
い
る
。

世
代
は
違
え
ど

　
同
じ
時
代
を
生
き
て
い
る

編
集
部

【文化をつくる】
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イ
メ
ー
ジ
が
左
右
す
る

水
道
水
の
評
価

　

Ｚ
世
代
に
よ
る
座
談
会
で
は
、
編
集
部
の

認
識
が
覆
さ
れ
る
発
言
も
あ
っ
た
。
例
え
ば

「
水
道
水
へ
の
意
識
」
だ
。
生
活
意
識
調
査

座
談
会
で
は
、
水
道
水
の
得
点
に
つ
い
て
、

Ｘ
世
代
は
10
点
満
点
中
５
点
台
だ
っ
た
が
、

Ｙ
世
代
は
８
点
ま
で
上
が
り
、
Ｚ
世
代
は
や

や
低
め
と
な
っ
た
結
果
に
関
し
て
、
２
０
０

０
年
（
平
成
12
）
あ
た
り
か
ら
高
度
浄
水
処
理

が
進
み
、「
水
道
水
は
お
い
し
く
な
っ
た
か

ら
」
と
見
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
Ｚ
世
代
の
座
談
会
で
は
、
東

京
の
水
道
水
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
予
想
以

上
に
芳
し
く
な
か
っ
た
。
水
道
水
の
質
そ
の

も
の
と
い
う
よ
り
も
、
都
市
部
に
お
け
る
河

川
や
水
路
な
ど
目
に
見
え
る
水
が
あ
ま
り
き

れ
い
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、「
そ
う
い
う
場
所

に
あ
る
水
だ
っ
た
ら
お
い
し
く
な
い
だ
ろ

う
」
と
い
う
深
層
心
理
に
起
因
す
る
よ
う
だ
。

河
川
や
水
路
に
蓋
を
し
て
水
の
流
れ
を
見
え

な
い
よ
う
に
し
た
戦
後
の
都
市
設
計
も
裏
目

に
出
た
と
い
え
る
。

　

こ
れ
は
水
道
水
だ
け
見
て
い
て
も
わ
か
ら

な
い
こ
と
だ
。
水
は
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
左

右
さ
れ
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
浄
水
場
で
ど

れ
ほ
ど
繊
細
に
水
質
を
管
理
し
て
い
て
も
、

そ
し
て
ど
れ
だ
け
時
間
と
費
用
を
か
け
て
上

水
道
の
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
て
も
、
飲
料
と

し
て
の
水
道
水
の
優
先
順
位
は
変
わ
ら
な
い

こ
と
に
な
る
。

　

水
を
き
れ
い
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
雨
が

ど
の
よ
う
に
し
て
流
れ
て
い
く
の
か
な
ど
、

見
え
な
く
な
っ
た
水
の
通
り
道
を
再
び
目
に

触
れ
る
よ
う
に
都
市
の
姿
そ
の
も
の
を
少
し

ず
つ
、
あ
き
ら
め
ず
変
え
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

「
異
世
代
」同
士
に
よ
る

「
同
時
代
」の
共
有

　

巷
で
は
「
Ｚ
世
代
は
環
境
意
識
が
高
い
」

と
い
う
声
が
あ
る
。
実
際
は
ど
う
な
の
か
。

前
述
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
で
き
る
だ
け
水

筒
を
持
ち
歩
く
、
水
道
水
を
飲
む
よ
う
に
心

が
け
て
い
る
と
い
う
回
答
と
と
も
に
、「
周
囲

の
友
人
も
含
め
て
考
え
る
と
水
筒
を
持
ち
歩

い
て
い
る
人
は
あ
ま
り
い
な
い
」「
環
境
に
よ

く
な
い
と
思
っ
て
い
て
も
便
利
な
の
で
つ
い

買
っ
て
し
ま
う
」「
万
が
一
の
と
き
の
備
え
と

し
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
や
は
り
便
利
」
と
い

う
答
え
も
あ
っ
た
。

　

こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。

　

広
井
良
典
さ
ん
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
な
か

で
「
人
の
価
値
観
や
行
動
は
基
本
的
に
『
時

代
』
が
つ
く
る
と
思
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

と
す
れ
ば
、
私
た
ち
先
行
世
代
が
生
み
出
し

た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
万
能
性
か
ら
、
Ｚ
世
代

だ
け
が
逃
れ
ら
れ
る
わ
け
は
な
い
。
み
ん
な

同
じ
時
代
を
生
き
て
い
る
か
ら
だ
。

　

こ
こ
で
疑
問
が
浮
か
ぶ
。
そ
も
そ
も
「
世

代
」
と
は
な
ん
な
の
か
？

　

詩
人
の
故
・
長
田
弘
さ
ん
は
、
著
書
『
な

つ
か
し
い
時
間
』（
岩
波
書
店 

２
０
１
３
）
の
な
か

で
、「『
世
代
』
と
い
う
物
差
し
が
、

い
ま
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
ら
、
あ

ら
ゆ
る
出
来
事
を
測
る
目
盛
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。」
と
記
し
、
社

会
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
「
世

代
」
の
問
題
と
し
て
語
ら
れ
、
異

な
る
世
代
の
経
験
が
共
有
さ
れ
な

く
な
っ
た
こ
と
を
嘆
い
た
。
か
つ

て
幸
田
露
伴
や
夏
目
漱
石
が
盛
ん

に
描
い
た
「
座
談
」
は
会
議
や
討

論
に
置
き
換
わ
っ
て
し
ま
い
、

「『
変
な
事
』
が
話
せ
な
い
よ
う
な

話
の
仕
方
、
話
の
交
わ
し
方
が
、

む
し
ろ
普
通
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
す
。」
と
も
言
う
。

　

社
会
を
生
き
生
き
と
し
た
も
の

に
す
る
た
め
に
肝
心
な
の
は
、「
異

世
代
」
同
士
に
よ
る
「
同
時
代
」

の
共
有
。
長
田
さ
ん
は
そ
う
主
張
し
た
。

現
場
の
教
員
が
払
拭
し
た

「
水
を
飲
む
な
」の
妄
信

　

生
活
意
識
調
査
座
談
会
で
収
録
で
き
な
か

っ
た
話
題
の
一
つ
に
「
小
・
中
学
校
に
水
筒

を
持
っ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ

か
？
」
が
あ
る
。
調
べ
る
と
、
同
時
代
に
生

き
る
異
世
代
が
当
時
の
常
識
を
覆
し
た
事
実

を
知
っ
た
。

　

文
部
科
学
省
に
水
筒
に
つ
い
て
電
話
で
尋

ね
た
。
す
る
と
「
教
材
で
は
な
い
の
で
特
に

指
導
は
し
て
い
な
い
」
と
言
う
。
次
に
千
葉

県
教
育
委
員
会
に
聞
い
て
み
る
と
、
今
も
熱

自分たちにとってはあたりまえにある水も、別の国ではほんとう
に貴重なものなのですね。まさに「命の水」なんだと、高校の課
題研究を通じて学びました（松橋大希さん）

公園の水飲み場って誰が使っているのか、また掃除しているのか
がわからないので敬遠されがちなのかもしれません。インフラは
人とセットじゃないと機能しないと思います（本多みずほさん）

水は「イメージ」の占める部分が大きいことを知りました。汚い水
が流れているそばの水道の水はちょっと嫌ですよね。水道のイメ
ージを向上する戦略も考えなくては（石井崇晃さん）

新しい技術は大事ですが、根本的な解決策は、やはりその国・地
域でなんとかできるようにすること。古い技術を取り入れて、有限
資源を使いまわせるようになるといいですね（宮木琢愛さん）

植物由来の素材でプラスチックをつくろうとしてもうまくいきませ
ん。ペットボトルは石油由来ですが簡単につくれるので、なかな
か減らないし、代用品も難しいと感じます（神島駿太郎さん）

Ｚ
世
代
の
言
葉

33 世代は違えど同じ時代を生きている



水の余話

★ 
COLUMN ★ MIZU

 N
O
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O
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 N
O
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O

W
A 日本

n=1134 10.8

29.9

43.9

32.4

30.3

26.5

26.0 30.9 8.4 25.9 8.8

30.4 10.6 22.4 10.2

45.2 7.1 13.0 4.5

31.3 11.0 18.2 7.0

28.7 7.3 14.2 5.8

38.5 6.8 18.5 6.3

31.5 14.2 24.6 19.0 ％

％9.0

22.1

29.8

22.1

18.2

19.1

16.3 30.7 10.5 28.2 14.4

37.4 9.9 22.8 10.8

36.3 7.5 26.4 11.5

39.5 10.6 18.8 9.0

39.8 6.2 16.5 7.7

37.9 8.2 22.0 9.9

24.3 13.6 31.5 21.7

韓国
n=1064

アメリカ
n=1063

イギリス
n=1051

ドイツ
n=1049

フランス
n=1060

スウェーデン
n=1051

日本
n=1134

韓国
n=1064

アメリカ
n=1063

イギリス
n=1051

ドイツ
n=1049

フランス
n=1060

スウェーデン
n=1051

そう思うどちらかといえば
そう思う

わからない どちらかといえば
そう思わない

そう思わない

そう思うどちらかといえば
そう思う

わからない どちらかといえば
そう思わない

そう思わない

図1 社会をよりよくするため、
 私は社会における問題の解決に関与したい

図2 将来の国や地域の担い手として
 積極的に政策決定に参加したい

出典：内閣府「我が国と諸外国の若者の意識に関する調査
（平成30年度）」

調査概要
※対象：各国満13歳から満29歳までの男女 
※時期：いずれの国も2018年（平成30）11月から12月ま

での間に実施
※方法：各国とも1000サンプル回収を原則とし、WEB調

査を実施

中
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
「
水
筒
持
参
」

と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、

「
15
年
ほ
ど
前
か
ら
『
水
筒
を
持
っ
て
く
る

よ
う
に
』
と
指
示
す
る
よ
う
に
な
っ
た
は
ず

で
す
」
と
電
話
に
出
た
50
代
半
ば
の
教
員
が

記
憶
を
た
ど
っ
て
教
え
て
く
れ
た
。

　

Ｚ
世
代
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
か
つ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
部
活
動
中
に
水

を
飲
む
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
先
輩
の

目
を
盗
ん
で
こ
っ
そ
り
水
を
飲
ん
だ
人
も
多

い
は
ず
だ
。
25
年
ほ
ど
前
ま
で
そ
れ
は
続
き
、

約
20
年
前
に
「
夏
場
な
ら
飲
ん
で
も
い
い
」

と
な
り
、
そ
の
後
に
水
筒
持
参
Ｏ
Ｋ
に
な
っ

た
、
と
い
う
の
が
千
葉
県
に
お
け
る
お
お
ま

か
な
流
れ
。
数
年
前
に
熱
中
症
で
児
童
が
亡

く
な
っ
て
か
ら
は
、
水
分
補
給
に
つ
い
て
は

注
意
深
く
対
応
し
て
い
る
と
言
う
。

　

興
味
深
い
の
は
、「
水
を
飲
む
な
」
の
時
代

か
ら
「
水
筒
持
参
」
に
至
る
ま
で
、
上
（
国
）

か
ら
の
指
示
で
は
な
く
、
現
場
の
先
生
た
ち

が
「
水
筒
を
持
っ
て
こ
さ
せ
よ
う
」
と
判
断

し
た
こ
と
で
あ
る
。
先
生
が
子
ど
も
た
ち
の

体
と
健
康
を
考
え
て
「
水
を
飲
む
な
」
の
妄

信
を
払
拭
し
、
自
主
的
に
変
え
て
き
た
こ
と

は
、
次
の
世
代
の
た
め
な
ら
ば
先
行
世
代
が

慣
習
に
し
ば
ら
れ
ず
正
し
い
方
向
に
導
く
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
希
望
が
見
え
る
。

水
を
見
つ
め
直
し
て

よ
り
よ
い
社
会
へ

　

日
本
と
諸
外
国
の
若
者
の
意
識
を
比
較
し

た
内
閣
府
「
我
が
国
と
諸
外
国
の
若
者
の
意

識
に
関
す
る
調
査
（
平
成
30
年
度
）」
に
よ
る
と
、

社
会
に
お
け
る
問
題
の
解
決
や
政
策
決
定
へ

の
関
与
、
社
会
現
象
へ
の
参
画
に
つ
い
て
日

本
の
若
者
の
意
識
は
や
や
低
い
（
図
１
、
図
２
）。

そ
れ
は
同
時
代
に
生
き
て
い
る
私
た
ち
先
行

世
代
の
影
響
も
あ
る
と
考
え
る
と
、「
今
の
若

者
は
…
…
」
と
い
う
あ
り
が
ち
な
文
脈
で
語

る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　

没
個
性
が
求
め
ら
れ
た
か
つ
て
の
反
省
か

ら
、
個
性
が
よ
い
も
の
と
認
め
ら
れ
、
可
能

性
に
満
ち
て
い
る
の
が
Ｚ
世
代
だ
。
青
森
県

立
名
久
井
農
業
高
校
で
宮
木
琢
愛
さ
ん
と
松

橋
大
希
さ
ん
の
課
題
研
究
を
指
導
し
た
木
村

亨
さ
ん
は
最
近
の
生
徒
た
ち
の
気
質
に
つ
い

て
こ
う
語
る
。

「
た
し
か
に
自
分
の
道
を
歩
い
て
い
る
感
じ

を
受
け
ま
す
。
お
互
い
に
干
渉
し
合
う
こ
と

も
あ
ま
り
な
い
で
す
し
。
た
だ
し
冷
め
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
ん
で
す
。
パ
ッ
と

見
て
も
わ
か
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

目
標
を
定
め
る
と
一
生
懸
命
で
す
よ
」

　

Ｚ
世
代
に
は
、
広
井
良
典
さ
ん
が
言
う
よ

う
に
、
こ
れ
ま
で
の
一
本
道
が
終
わ
っ
た
今

だ
か
ら
こ
そ
、
恐
れ
ず
臆
せ
ず
自
分
の
や
り

た
い
こ
と
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
。

　

そ
し
て
私
た
ち
先
行
世
代
は
、
Ｚ
世
代
一

人
ひ
と
り
が
「
自
分
ら
し
く
」
生
き
ら
れ
る

よ
う
に
、
企
業
あ
る
い
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

地
域
活
動
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
い
ろ
い
ろ

な
話
題
を
し
が
ら
み
な
く
座
談
し
て
は
ど
う

か
。
そ
の
と
き
は
私
た
ち
先
行
世
代
も
「
自

分
ら
し
く
」
振
る
舞
っ
て
よ
い
と
思
う
。
世

代
の
違
い
か
ら
思
わ
ぬ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

生
ま
れ
た
ら
痛
快
だ
。
人
が
集
ま
り
づ
ら
い

今
の
状
況
か
ら
生
ま
れ
た
リ
モ
ー
ト
式
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
も
い

い
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
若
者
た

ち
の
夢
を
後
押
し
し
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

　

先
行
世
代
の
務
め
は
、
同
時
代
を
生
き
る

仲
間
と
し
て
、
ま
た
先
に
消
え
ゆ
く
者
と
し

て
、
安
易
な
世
代
論
に
振
り
回
さ
れ
ず
、
Ｚ

世
代
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
思
い
を
で

き
る
だ
け
共
有
し
、
問
題
点
を
探
り
、
少
し

で
も
状
況
が
よ
く
な
る
よ
う
に
行
動
す
る
こ

と
だ
。

　

Ｚ
世
代
に
「
水
」
を
切
り
口
と
し
て
話
を

聞
き
、
こ
の
社
会
の
次
の
姿
を
考
え
て
き
た

が
、
Ｚ
世
代
の
５
名
が
語
り
合
っ
て
互
い
に

刺
激
を
受
け
て
い
た
よ
う
に
、「
水
」
は
あ
ら

ゆ
る
も
の
に
通
底
す
る
。
世
代
を
超
え
て
、

地
域
も
問
わ
ず
、
み
ん
な
で
共
有
で
き
る
問

題
で
あ
り
、
こ
の
社
会
を
根
底
か
ら
支
え
る

も
の
の
一
つ
と
言
っ
て
い
い
。
だ
か
ら
こ
そ

今
、
そ
の
使
い
方
や
配
分
の
シ
ス
テ
ム
、
そ

れ
を
生
み
出
す
自
然
も
含
め
て
、
こ
の
社
会

が
内
包
す
る
問
題
点
を
「
水
」
か
ら
見
つ
め

直
す
こ
と
が
、
よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
り
だ

す
こ
と
に
つ
な
が
る
の
だ
と
思
う
。

井戸は人と人をつなぐ重要な役割を担っていて、井戸に行くこと
で近所の方とお話しする機会にもなる。だからとても大事にして
いて、井戸を神様みたいに扱っているんですよ（川俣美桜さん）

トンレサップ湖の人びとの飲み水を雨水で代用できたらと現地に
行きましたが、雨水を生活用水に、というニーズはあっても飲み
水の需要はなくて困惑しました。国際支援をする際は気をつけな
いといけませんね（橋本椎奈さん）

私は水道水を飲んでいますが、大学の友人はペットボトルを購入
している人が多いので、今日聞いた話をもとに「なんで買ってる
の？ 水道水飲まないの？」と聞いてみたいです（井草七海さん）

学生寮はキャンパスのなかにあって、井戸水を飲んでいます。仙
台の水道水は塩素みたいな匂いが少ししますが、学生寮の水は
井戸だからかとても飲みやすいんです（小泉みのりさん）

Ｚ
世
代
の
言
葉

【文化をつくる】
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鉛
色
と
表
さ
れ
る
雪
国
の
空
は
、
暗
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
「
雪
起
こ
し
」
と
呼
ば

れ
る
雷
鳴
が
夜
通
し
つ
づ
き
、
雪
が
舞
う
よ
う
に
な
る
と
、
た
し
か
に
青
空
が
恋
し
く
な
る
。

し
か
し
、
し
ば
ら
く
し
て
根
雪
の
季
節
を
迎
え
る
と
風
景
は
一
変
す
る
。
影
が
な
い
白
の
空

間
に
、
光
を
反
射
し
な
い
樹
木
と
水
面
が
墨
色
に
浮
か
び
上
が
り
、
遠
方
の
山
々
の
小
枝
ま

で
見
え
そ
う
で
あ
る
。

　

雪
国
の
空
の
明
る
さ
を
計
測
し
て
み
る
と
、
冬
の
快
晴
日
の
東
京
の
空
よ
り
も
、
全
天
の

平
均
で
１
割
程
度
明
る
い
。
し
か
も
、
太
陽
の
周
り
が
も
っ
と
も
明
る
く
、
そ
の
対
照
的
な

角
度
の
位
置
の
空
が
相
対
的
に
暗
い
と
い
う
ム
ラ
の
あ
る
東
京
の
青
空
と
は
異
な
り
、
雪
国

の
空
の
明
る
さ
は
き
わ
め
て
一
様
で
あ
る
。
上
空
の
寒
気
の
た
め
に
雲
頂
が
低
く
抑
え
ら
れ
、

雲
の
な
か
で
は
も
と
よ
り
、
雲
底
と
積
雪
の
表
面
と
の
間
で
光
が
多
重
に
散
乱
し
、
質
の
高

い
明
る
い
空
間
が
醸
し
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

自
ら
開
発
し
た
ト
ミ
オ
カ
ホ
ワ
イ
ト
と
呼
ば
れ
る
白
の
油
絵
具
と
、
鍛
造
し
た
パ
レ
ッ
ト

ナ
イ
フ
、
し
っ
か
り
織
り
込
ん
だ
キ
ャ
ン
バ
ス
を
使
っ
て
、
雪
国
の
白
と
墨
色
の
風
景
を
描

き
出
し
た
の
が
故
富
岡
惣
一
郎
画
伯
で
あ
る
。
キ
ャ
ン
バ
ス
一
面
に
塗
っ
た
白
の
一
部
を
パ

レ
ッ
ト
ナ
イ
フ
で
剥
が
し
て
黒
を
全
体
に
塗
り
込
ん
で
乾
く
前
に
拭
き
と
る
手
法
と
、
逆
に

キ
ャ
ン
バ
ス
一
面
に
黒
、
白
の
順
で
重
ね
塗
り
し
て
パ
レ
ッ
ト
ナ
イ
フ
で
上
層
の
白
の
一
部

を
剥
が
す
画
法
で
描
か
れ
た
ト
ミ
オ
カ
ホ
ワ
イ
ト
の
世
界
は
、
雪
国
の
光
環
境
を
印
象
深
く

伝
え
て
い
る
。
生
前
の
画
伯
を
赤
坂
の
ア
ト
リ
エ
に
お
訪
ね
し
た
時
、
計
測
結
果
を
用
い
て

ご
説
明
す
る
と
、｢

そ
う
、
雪
国
は
明
る
い
よ
」
と
お
話
し
に
な
っ
た
の
が
印
象
深
い
。

　

芸
術
家
の
目
に
も
、
科
学
者
の
目
に
も
、
雪
国
は
明
る
く
感
じ
ら
れ
る
。

富岡惣一郎『 信濃川・卯の木 D 』（提供：南魚沼市トミオカホワイト美術館）

Toshio Koike
1956年生まれ。国立研究開
発法人 土木研究所 水災害・
リスクマネジメントセンター国
際センター（ICHARM）センタ
ー長。東京大学名誉教授。専
門は河川工学、水循環の科
学、環境心理学。水環境にか
かわる現地観測、衛星観測、
数値モデリング研究および環
境心理学研究に取り組む。

雪
国
は
明
る
い

小
池
俊
雄

東
京
大
学
名
誉
教
授

35 雪国は明るい



水の文化 69号　水の文化書誌 36

　

現
代
の
わ
れ
わ
れ
は
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
社
会
の
な
か
で
、

日
常
生
活
を
過
ご
し
て
い
る
。
生
活
上
、
必
ず
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
肉
や
魚
、

豆
腐
な
ど
の
食
品
を
購
入
す
る
が
、
使
用
済
み
包
装
紙
、
ト
レ
イ
、
ジ
ュ
ー
ス
の

容
器
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
は
使
用
済
み
と
な
れ
ば
ご
み
と
し
て
処
分
す
る
の
が
一

般
的
で
あ
る
が
、
気
候
変
動
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
。
環
境
に
負
荷
を
及
ぼ
す
ご

み
に
つ
い
て
追
っ
て
み
た
い
。

ご
み
収
集
業
務

　

坂
田
裕
輔
著
『
改
訂
版　

ご
み
の
環
境
経
済
学
』（
晃
洋
書
房
・
２
０
０
９
）
に
よ
れ

ば
、
ご
み
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
に
お
い
て
、
生
産
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な

財
の
終
着
点
で
あ
る
と
い
う
。
消
費
す
る
財
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
て
考
え
れ
ば
、

膨
大
な
化
石
燃
料
を
燃
や
し
つ
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
と
い
わ
れ
る
気

候
変
動
問
題
に
つ
な
が
っ
て
く
る
。
ま
た
、
貧
困
に
つ
い
て
い
え
ば
、
大
量
廃
棄

さ
れ
る
食
料
の
問
題
が
あ
る
。
食
料
の
大
部
分
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
か
ら
世
界
の

飢
餓
、
貧
困
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

田
中
勝
・
寄
本
勝
美
他
編
『
ご
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
丸
善
・
２
０
０
８
）
は
、
ご

み
問
題
を
総
合
的
に
捉
え
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
廃
棄
物
の
発
生
、
廃
棄
物
の

分
類
、
廃
棄
物
の
処
理
、
分
別
、
収
集
・
運
搬
、
焼
却
、
埋
め
立
て
、
廃
棄
物
計

画
、
市
民
参
加
、
廃
棄
物
処
理
に
お
け
る
法
体
系
と
な
っ
て
い
る
。

　

実
際
に
研
究
者
が
新
宿
東
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
て
、
清
掃
車
に
乗
っ
た
９
カ
月
間

の
清
掃
現
場
体
験
の
記
録
が
生
々
し
く
綴
ら
れ
て
い
る
書
が
あ
る
。

　

藤
井
誠
一
郎
著
『
ご
み
収
集
と
い
う
仕
事
』（
コ
モ
ン
ズ
・
２
０
１
８
）
で
は
、
２
０

１
６
年
６
月
13
日
、
７
時
40
分
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
７
時
50
分
マ
ン
シ
ョ
ン
に
設
置

さ
れ
た
ご
み
集
積
場
で
、
大
量
の
ご
み
が
入
っ
た
大
き
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
小
型
プ

レ
ス
車
の
回
転
盤
に
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
入
れ
る
。
手
が
巻
き
込
ま
れ
る

と
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
事
故
と
な
る
。
独
特
な
匂
い
が
し
て
く
る
。
次
の
集
積

場
は
車
に
は
乗
ら
ず
、
小
走
り
で
移
動
す
る
。
雨
が
降
り
し
き
る
な
か
次
か
ら
次

へ
と
集
積
場
を
移
動
す
る
。
大
量
の
ご
み
に
圧
倒
さ
れ
る
。
天
候
不
順
の
雨
、
雪
、

夏
の
炎
天
下
で
の
業
務
は
大
変
で
あ
る
。

　

ご
み
問
題
に
つ
い
て
、
広
瀬
立
成
著
『
物
理
学
者
は
ご
み
を
こ
う
見
る
』（
自
治
体

研
究
社
・
２
０
１
１
）、
松
藤
敏
彦
著
『
科
学
的
に
見
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
の
ご
み
問

題
』（
丸
善
出
版
・
２
０
１
９
）、
ゴ
ム
ド
リ
ｃ
ｏ
．・
文
／
韓
賢
東
・
絵
『
漫
画 

ゴ
ミ
の

島
の
サ
バ
イ
バ
ル
』（
朝
日
新
聞
出
版
・
２
０
２
０
）
を
挙
げ
る
。

ご
み
減
量
の
挑
戦

　

日
常
生
活
に
お
い
て
は
、
可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
、
家
具
や
自
転
車
な
ど
の
粗

大
ご
み
が
生
じ
て
く
る
。

　

服
部
美
佐
子
著
『
ご
み
減
量
―
全
国
自
治
体
の
挑
戦
』（
丸
善
・
２
０
１
１
）
に
よ

れ
ば
、
東
京
都
多
摩
市
で
は
２
０
０
８
年
に
有
料
指
定
袋
に
よ
る
ご
み
収
集
と
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
分
別
収
集
が
始
ま
っ
た
。
有
料
指
定
袋
の
売
り
上
げ

を
原
資
に
し
て
集
団
回
収
の
補
助
金
を
引
き
上
げ
た
。
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
に
奨
励

金
を
支
給
。
市
民
は
ト
レ
イ
、
紙
パ
ッ
ク
な
ど
を
店
頭
に
返
却
す
れ
ば
ご
み
袋
が

節
約
で
き
る
。
ご
み
を
減
ら
せ
ば
得
を
す
る
と
い
う
発
想
で
あ
る
。
買
い
物
つ
い

で
に
資
源
を
持
ち
込
む
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
た
愛
知
県
豊
田
市
、

生
ご
み
の
堆
肥
化
か
ら
リ
ユ
ー
ス
瓶
ま
で
取
り
組
む
「
環
境
モ
デ
ル
都
市
熊
本
県

水
俣
市
」、
40
％
の
世
帯
ま
で
浸
透
し
た
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
の
香
川
県
善
通
寺

市
は
、
減
量
に
取
り
組
む
。

　

山
谷
修
作
著
『
ご
み
ゼ
ロ
へ
の
挑
戦
』（
丸
善
出
版
・
２
０
１
６
）、
同
著
『
ご
み
効

率
化
―
有
料
化
と
ご
み
処
理
経
費
削
減
』（
丸
善
出
版
・
２
０
１
４
）。
同
著
『
ご
み
減

量
政
策
―
自
治
体
ご
み
減
量
手
法
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』（
丸
善
出
版
・
２
０
２
０
）
に
よ

れ
ば
、
ご
み
収
集
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
と
し
て
、
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
ご
み
出

し
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
戸
別
収
集
も
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
武
本
か
や
著
『
ゴ

古賀 邦雄
  こが  くにお

古賀河川図書館長
水・河川・湖沼関係文献研究会
1967年西南学院大学卒業。水資源
開発公団（現・独立行政法人水資源
機構）に入社。30年間にわたり水・
河川・湖沼関係文献を収集。2001
年退職し現在、日本河川協会、ふくお
かの川と水の会に所属。2008年5月
に収集した書籍を所蔵する「古賀河
川図書館」を開設。
平成 26年公益社団法人日本河川協
会の河川功労者表彰を受賞。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・

　
ご
み
問
題
を
考
え
る

水
の
文
化
書
誌 
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プラスチック・ごみ問題を考える37

ミ
は
会
社
を
救
う
！
』（
カ
ナ
リ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
２
０
１
６
）
は
環
境
と
会

社
に
よ
い
こ
と
を
し
て
儲
か
る
会
社
を
つ
く
る
方
法
を
教
え
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

　

イ
ン
フ
ォ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
研
究
所
著
『
14
歳
か
ら
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
環
境
問

題
』（
太
田
出
版
・
２
０
１
９
）
に
よ
れ
ば
、
２
０
１
５
年
ま
で
に
つ
く
ら
れ
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
世
界
で
83
億
ト
ン
。
そ
の
大
半
が
ご
み
と
し
て
埋
め
立
て
ら
れ
、
焼
却

さ
れ
、
わ
ず
か
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
が
、
天
然
素
材
と
違
っ
て
土
に
還
ら

な
い
こ
と
か
ら
自
然
環
境
の
悪
化
を
招
い
て
い
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
川
か
ら

１
億
５
０
０
０
万
ト
ン
が
海
へ
流
れ
込
み
、
そ
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
年
間
８

０
０
万
ト
ン
が
新
た
に
海
に
入
り
、
海
を
汚
染
し
つ
づ
け
て
い
る
。
時
間
が
経
つ

に
つ
れ
劣
化
し
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
い
う
小
さ
な
粒
に
姿
を
変
え
、
ク

ジ
ラ
、
ウ
ミ
ガ
メ
な
ど
の
海
洋
生
物
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

栗
岡
理
子
著
『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
入
門
』（
緑
風
出
版
・
２
０
２
１
）
で
は
、
誤

食
に
よ
り
サ
ン
マ
の
腹
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
出
て
く
る
。
利
便
性
の
た
め
ス
ト
ロ

ー
や
口
紅
や
リ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
度
を
設
け
、

脱
プ
ラ
生
活
と
し
て
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）
を
強
く
提
言
す
る
。

　

古
澤
礼
太
・
宗
宮
弘
明
編『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
社
会
を
考
え
る
』（
中
部
大
学
・
２
０
２
０
）

で
那
須
民
江
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
長
所
と
短
所
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
長
所
と

し
て
、
食
品
貯
蔵
寿
命
の
延
長
、
重
量
軽
減
に
よ
る
輸
送
燃
料
の
削
減
に
よ
り
容

器
包
装
品
が
大
量
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
短
所
と
し
て
、
石
油
消
費
に

お
い
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
占
め
る
割
合
が
増
加
し
、
そ
の
生
産
は
地
球
温
暖
化
と

か
か
わ
り
、
さ
ら
に
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
に
も
つ
な
が
る
。

　

レ
イ
チ
ェ
ル
・
サ
ル
ト
著
『
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク　

デ
ー
タ
で
見
る
課
題
と
解
決

策
』（
日
経
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
・
２
０
２
１
）
の
内
容
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
科
学
、
自
然
破
壊
、
ス
ト
ロ
ー
は
い
り
ま
せ
ん
、
リ
ユ
ー
ス
と
リ
サ
イ
ク
ル
、

大
量
生
産
／
消
費
へ
の
決
別
、
汚
染
の
な
い
未
来
へ
、
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
な

か
で
気
に
か
か
る
の
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
気
候
変
動
を
も
た
ら
す
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
を
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
あ
ら
ゆ
る
ポ
イ
ン
ト
で
排
出
し
て
い
る
点
。
２
０

１
５
年
だ
け
で
も
製
造
と
廃
棄
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｏ
２

が
17
億
ト
ン
出
て
い
る
と
い
う
。

地
球
温
暖
化
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

高
田
秀
重
監
修
『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
現
実
と
未
来
へ
の
ア
イ
デ
ア
』（
東
京
書
籍
・

２
０
１
９
）、
ナ
タ
リ
ー
・
ゴ
ン
タ
ー
ル
、
エ
レ
ー
ヌ
・
サ
ン
ジ
エ
共
著
『
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
と
歩
む
―
そ
の
誕
生
か
ら
持
続
可
能
な
世
界
を
目
指
す
ま
で
』（
原
書
房
・
２

０
２
１
）、
シ
ャ
ン
タ
ル
・
プ
ラ
モ
ン
ド
ン
、
ジ
ェ
イ
・
シ
ン
ハ
共
著
『
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
・
フ
リ
ー
生
活
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
・
２
０
１
９
）
を
掲
げ
る
。

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
汚
染

　

磯
辺
篤
彦
著
『
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
の
真
実
』（
化
学
同
人
・
２
０
２
０
）

は
、
十
数
年
間
に
わ
た
っ
て
、
小
笠
原
諸
島
、
五
島
列
島
、
石
垣
島
、
佐
渡
島
な

ど
に
お
け
る
海
洋
漂
着
ご
み
（
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
、
ロ
ー
プ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
食
品
容

器
、
ブ
イ
、
ポ
リ
袋
）
を
根
気
よ
く
調
査
研
究
し
た
成
果
を
綴
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
何
が
問
題
か
と
問
う
。
ま
ず
景
観
汚
染
、
ウ
ミ
ガ
メ
・
海
鳥
の
誤
食
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
絡
ま
っ
た
ア
ザ
ラ
シ
や
オ
ッ
ト
セ
イ
の
死
、
汚
れ
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
に
付
着
し
た
添
加
物
が
溶
け
て
く
る
こ
と
。
安
く
て
大
量
に
捨
て
ら
れ
、

軽
く
て
、
世
界
中
の
海
を
汚
染
す
る
。
使
い
捨
て
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削
減
の
取

り
組
み
と
し
て
、
レ
ジ
袋
の
無
償
配
布
の
禁
止
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
食
器
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
カ
ッ
プ
や
ス
ト
ロ
ー
の
使
用
禁
止
が
進
ん
で
い
る
。

　

中
嶋
亮
太
著
『
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
』（
岩
波
書
店
・
２
０
１
９
）
は
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
減
ら
す
に
は
排
出
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
、

発
生
を
最
小
限
に
し
て
削
減
・
再
使
用
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
図
る
こ
と
と
提
言
す

る
。
グ
ン
タ
ー
・
パ
ウ
リ
、
マ
ル
コ
・
シ
メ
オ
ー
ニ
共
著
『
海
と
地
域
を
蘇
ら
せ

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
「
革
命
」』（
日
経
Ｂ
Ｐ
・
２
０
２
０
）
は
、
ご
み
の
解
決
策
と
し
て

廃
棄
す
る
ご
み
を
活
用
す
る
。
ご
み
に
価
値
を
与
え
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
を
終

わ
ら
せ
る
。
自
然
界
の
海
藻
の
活
用
を
提
案
す
る
。
重
化
学
工
業
通
信
社
・
石
油

化
学
新
報
編
集
部
編
『
海
洋
プ
ラ
ご
み
問
題
解
決
の
道
』（
重
化
学
工
業
通
信
社
・
２
０

１
９
）、
堅
達
京
子
＋
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｂ
Ｓ
１
ス
ペ
シ
ャ
ル
取
材
班
著
『
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

へ
の
挑
戦
』（
山
と
渓
谷
社
・
２
０
２
０
）
が
あ
る
。

廃
棄
物
処
理
に
お
け
る
法
体
系

　

環
境
政
策
の
基
本
理
念
と
し
て
「
環
境
基
本
法
」（
１
９
９
３
）
が
制
定
さ
れ
、

さ
ら
に
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
て
「
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
」（
２
０

０
０
）
が
成
立
し
た
。
循
環
型
社
会
の
姿
を
、
①
廃
棄
物
等
の
発
生
抑
制
、
②
循

環
資
源
の
循
環
的
な
利
用
、
③
適
正
処
分
の
確
保
と
し
て
規
定
す
る
。
堀
口
昌

澄
著
『
廃
棄
物
処
理
法
虎
の
巻 

２
０
１
７
年
改
訂
版
』（
日
経
Ｂ
Ｐ
・
２
０
１
７
）
は
、

廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
で
あ
っ
て
、
排
出
事
業
者
の
事
務

担
当
者
に
は
必
携
の
書
で
あ
る
。
同
著
『
廃
棄
物
処
理
法
の
あ
る
べ
き
姿
を
考

え
る
』（
環
境
新
聞
社
・
２
０
１
２
）。
１
９
９
１
年
の
資
源
有
効
利
用
促
進
法
制
定
に

よ
り
、
再
生
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
分
別
回
収
の
た
め
の
表
示
、
副
産
物
の
有

効
利
用
が
促
進
さ
れ
た
。
小
賀
野
晶
一
代
表
編
『
リ
サ
イ
ク
ル
の
法
と
実
例
』（
三

協
法
規
出
版
・
２
０
１
９
）、
信
山
社
編
集
部
編
『
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
』（
信
山

社
・
２
０
２
０
）
を
掲
げ
る
。

　

以
上
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ご
み
問
題
は
気
候
変
動
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
。
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の
環
境
活
動
家
、
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
は
「
動
物
の
絶
滅
や

森
林
伐
採
、
海
洋
の
汚
染
と
酸
性
化
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
わ
た
し
た
ち
の
生
活
ス

タ
イ
ル
が
も
た
ら
し
た
災
い
で
す
。
災
い
の
生
活
す
べ
て
を
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
し
よ
う
」

と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。
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ど
う
す
れ
ば
水
場
を

「
憩
い
の
場
」に
で
き
る
の
か
？

地
域
が
抱
え
る
水
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
か
か
わ

る
課
題
を
、
将
来
を
担
う
若
者
た
ち
が
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
議

論
し
、地
域
へ
提
案
す
る
研
究
活
動
「
み
ず
・
ひ

と
・
ま
ち
の
未
来
モ
デ
ル
」
。
前
回
は
野
田
岳
仁

さ
ん
と
松
本
市
の
公
共
井
戸
を
巡
り
現
状
を
把

握
（
詳
細
は
68
号
参
照
）
。
そ
れ
を
基
盤
に
、
今
回
は

ゼ
ミ
生
た
ち
と
現
地
調
査
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
（
令
和
３
）
５
月
以
降
、
野
田
さ
ん
と

ゼ
ミ
生
12
名
、
ミ
ツ
カ
ン
の
若
手
社
員
（
以
下
、
ミ

ツ
カ
ン
社
員
）
３
名
は
グ
ル
ー
プ
討
議
を
重
ね
、
１

グ
ル
ー
プ
５
名
（
学
生
４
名
＋
ミ
ツ
カ
ン
社
員
１
名
）
と

し
て
３
つ
の
井
戸
に
分
か
れ
て
事
前
準
備
を
進

め
ま
す
。

そ
し
て
８
月
の
５
日
間
、
実
際
に
全
員
で
松

本
市
へ
足
を
運
ん
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行

な
い
ま
し
た
。
事
前
に
想
定
し
て
い
た
仮
説

が
崩
れ
る
な
か
、
３
グ
ル
ー
プ
は
知
恵
を
絞

り
、
粘
り
強
く
調
査
を
続
け
ま
し
た
。

今
回
は
野
田
さ
ん
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

改
め
て
現
地
を
訪
ね
た
こ
と
に
よ
っ
て
見
え

て
き
た
現
実
や
課
題
、
さ
ら
に
研
究
者
と
し

て
得
た
知
見
お
よ
び
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
記
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「現地の人たちに喜ばれる提案をしよう！」
　５月14日に行なわれた初めての合同ゼミ
は、野田さんのこの言葉で始まりました。コ
ロナ禍でリモート開催となったものの、野田
さんからこの研究活動の狙いなど基本的なレ
クチャーを受け、また自己紹介や少人数での
ミーティングなどを通じて互いを知るところか
らのスタートです。
　野田さんからミツカン社員へのフォローアッ
プ講義を間に挟み、２回目の合同ゼミは６月
18日。課題図書『水と日本人』(岩波書店 2012)

を通じて共通認識を深めたあと、「みず・ひ
と・まちの未来モデル」のアプローチ方法を

確認し、５名（学生４名＋ミツカン社員１名）
１グループで３つの井戸に分かれました。
　野田さんは「言語化されていないローカル
ルールをあぶり出すこと」「本音を探るには同
じ質問を、角度を変えて聞くことが大事。１つ
の答えで満足してほしくない」「おもしろい！ 
どうして？ という『引っかかり』が大切」など
フィールドワークの重要ポイントを示します。
　グループごとに資料を読み込み臨んだ３回
目の合同ゼミは７月16日。３つのグループは
各々仮説を発表。野田さんも「すばらしい！」
と褒めていました。きっといいフィールドワー
クになる……そんな予感を抱きました。

法政大学多摩キャンパスで実施した合同ゼミ

5月に始動した合同ゼミ

水の文化 69号　みず・ひと・まちの未来モデル

未来
みず

モデ
ル

ひと

第2
回

松
本
編

まち
の
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に
ぎ
わ
っ
て
い
る
井
戸
と

そ
う
で
も
な
い
井
戸
の
差

私
た
ち
は
、
長
野
県
松
本
市
を
フ
ィ

ー
ル
ド
に
地
域
の
水
場
の
魅
力
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を
探
る
こ
と
に

し
た
。
そ
れ
は
単
に
お
い
し
い
水
が
無

料
で
汲
め
る
こ
と
以
上
の
価
値
が
水
場

に
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
松
本
市
で

は
行
政
に
よ
っ
て
精
力
的
に
公
共
井
戸

が
整
備
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
利
用
者

の
に
ぎ
わ
う
井
戸
と
そ
う
で
な
い
井
戸

に
二
分
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
た
か

ら
だ
。

こ
の
違
い
を
わ
け
て
い
る
も
の
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ

の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
松
本
市
の
政
策
に
資
す
る
こ
と

も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
水
場
が
つ
な
ぐ

地
域
再
生

松
本
市
が
策
定
し
た
基
本
構
想
２
０

３
０
・
第
11
次
基
本
計
画
で
は
、
水
場
を

憩
い
の
場
に
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ

て
い
る
。
控
え
め
な
表
現
で
あ
る
が
、
水

場
の
整
備
を
地
域
再
生
に
つ
な
げ
た
い

と
い
う
意
向
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

水
場
で
地
域
再
生
と
い
う
と
、
大
袈

裟
だ
と
訝い
ぶ
かし

む
人
も
い
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
水
場
の
整
備
は
地
域
再
生
に
つ
な

が
る
こ
と
が
各
地
で
示
さ
れ
て
き
た
。

環
境
省
に
よ
る
名
水
百
選
の
選
定
や

ア
ク
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
地
域
再
生
を
志

向
し
た
取
り
組
み
の
典
型
例
で
あ
る
。

現
場
を
歩
く
な
か
で
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
、
熊
本
県
阿
蘇
市
一
の
宮
町
の

阿
蘇
門
前
町
商
店
街
で
あ
る
。

こ
の
商
店
街
で
は
阿
蘇
神
社
の
参
道

横
に
面
し
て
い
な
が
ら
も
国
道
沿
い
の

大
型
店
進
出
に
よ
っ
て
衰
退
傾
向
に
あ

っ
た
。
阿
蘇
は
湧
き
水
が
豊
富
な
地
域

で
あ
り
、
各
商
店
の
裏
に
隠
れ
て
い
た

松本市に到着した日、市役所の職員から基本構想・基本
計画、まちづくり施策について説明を受けた

松本城

■今回取り上げた松本市の井戸

←至 松本駅

縄手通り商店街

松本
市役所

女鳥
羽川

鯛萬の井戸

源智の井戸

槻井泉神社
の湧水

長野県

松本市

感染予防について
◦フィールドワークの前後２週間、毎朝の

検温と体調チェックを実施
◦抗原検査で陰性を確認してから現地入り
◦常時マスク着用。除菌ジェルでこまめに

手指を消毒
◦聞き取りでは身体的距離を確保

Takehito Noda
1981年岐阜県関市生まれ。
2015年3月早稲田大学大学
院人間科学研究科博士課程
修了。博士（人間科学）。2019
年4月より現職。専門は社会学

（環境社会学・地域社会学・観
光社会学）。

野田岳仁
法政大学

現代福祉学部 准教授
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湧
水
施
設
や
井
戸
を

前
面
に
出
し
、
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
整

備
し
た
の
で
あ
る
。

湧
水
巡
り
の
で
き
る

商
店
街
と
し
て
来
訪

者
35
万
人
を
誇
る
。

水
場
は
地
域
の
憩
い

の
場
と
し
て
も
観
光

客
と
の
交
流
の
場
と
し
て
も
機
能
し
た
。

注
目
す
べ
き
は
、
来
訪
者
数
で
は
な
く
、

水
場
の
整
備
が
商
店
街
組
織
の
強
化
や

世
代
交
代
に
つ
な
が
っ
た
点
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
水
場
を
整
備
す
る
こ
と

は
地
域
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る

の
だ
。
で
は
松
本
市
で
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の

洗
礼
を
受
け
て

私
た
ち
は
、
数
あ
る
公
共
井
戸
の
な

か
で
も
多
数
の
利
用
者
を
惹
き
つ
け
て

に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
た
「
源げ
ん

智ち

の
井

戸
」「
槻つ
き
い
ず
み

井
泉
神
社
の
湧
水
」「
鯛た

い
ま
ん萬

の

井
戸
」
の
３
つ
に
絞
っ
て
調
査
す
る
こ

と
に
し
た
。

前
号
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら

の
井
戸
は
行
政
が
整
備
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
地
元
住
民
が
日
常
的
な
管
理

を
し
て
い
て
、「
町
会
の
井
戸
」
と
い
う

所
有
意
識
を
も
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

メ
ン
バ
ー
に
は
３
つ
の
井
戸
の
う
ち
、

思
わ
ず
利
用
し
て
み
た
い
と
惹
か
れ
た

井
戸
を
選
ん
で
も
ら
い
、
５
人
１
組
で

グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
ま
で
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
資

料
・
史
料
を
通
じ
た
事
前
の
リ
サ
ー

チ
を
行
な
っ
て
、
当
該
の
井
戸
が

な
ぜ
人
び
と
を
惹
き
つ
け
る

の
か
、
仮
説
を
立
て
る
こ

と
に
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
い
ざ
、

フ
ィ
ー
ル
ド

�槻井泉神社
の湧水

　初日は昼過ぎにＪＲ松本駅前に集合。コロ
ナ禍におけるフィールドワークの注意事項を
再確認したのち、グループごとに市内の井戸
と湧水を見て回りました。夕方には松本市役
所の職員４名から市の基本構想・基本計画、
まちづくり施策についてリモートで説明を受
け、逆にゼミ生たちは疑問をぶつけます。
　夜の討議では、現地を見て回った印象
や翌日の行動を検討するなかで、「想像と
違った」という声が上がりました。
「源智の井戸チーム」は「市内で一番有名
な井戸のはずなのに、そうは見えなかった」
と違和感を覚えたそうです。そこで２日目は
朝５時半から17時半まで井戸に張り付き、

どんな人がどのような目的で利用するのか
を定点観測することになりました。
「槻井泉神社の湧水チーム」は、「２つある
井戸のうち、大井戸の水は飲めないそうだ
がほんとうか？ また大井戸が整備されたこ
とで失われた機能も調べたい」と、朝５時か
ら朝９時までは交代制で、そのあとは全員
で張り付くことに決めました。
「鯛萬の井戸チーム」は、「いろいろな人が
気軽に使っていたし、とても居心地がいい
と感じたので、その言語化をやりたい」と言
います。さっそく翌日の午前10時から現地
の重要人物に会ってインタビューすることに
なりました。

　　

1豆腐店を営んでいた山内竹子さん。サ
ークル活動が盛んだったことを教えてくれ
た 2毎朝落ち葉を掃除している梶葉邦
雄さんとゼミ生たち 3清水西町会長の山
本英二さん 4清水西町会が約60年間
発行しつづけている「区民だより」の縮刷
版 5清水西町会の活動拠点となる公民
館。槻井泉神社の隣にある 6コップに井
戸水を汲み、飲みながら読書をしていた横
澤裕紀さん。井戸の前を通ると水の流れ
る音が聞こえ、心が落ち着くという

7日中のフィールドワークを終えたあ
とに毎晩行なった夜の討議 8調査・
提案の方向性や明日やるべきことを
グループごとに議論 9毎晩、３つの
グループはそれぞれ進捗や方針を発
表。野田さんから指摘を受ける場面も
あった �ホワイトボードに書き込まれ
たその日の振り返り

現地で抱いた違和感

Night 
discussion

2 1

4

5

6

7

8

3

水の文化 69号　みず・ひと・まちの未来モデル
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ワ
ー
ク
で
あ
る
。
め
で
た
く
も
、
仮
説

は
見
事
に
裏
切
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
め
で
た
く
も
、
と
い
う
の
は
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
、
現

場
で
仮
説
が
裏
切
ら
れ
る
こ
と
は
た
し

か
に
苦
し
い
こ
と
だ
が
、
む
し
ろ
歓
迎

す
べ
き
こ
と
で
も
あ
る
か
ら
だ
。
机
上

で
考
え
た
こ
と
な
ど
所
詮
大
し
た
も
の

で
は
な
く
、
現
場
で
裏
切
ら
れ
て
初
め

て
問
い
が
深
ま
り
、
視
角
が
研
ぎ
澄
ま

さ
れ
て
い
く
こ
と
を
経
験
的
に
知
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

町
会
が
支
え
る
憩
い
の
場

―
―
槻
井
泉
神
社
の
湧
水

松
本
市
に
お
い
て
地
域
の
憩
い
の
場

と
し
て
機
能
し
て
い
る
公
共
井
戸
は
、

「
槻
井
泉
神
社
の
湧
水
」
と
「
鯛
萬
の
井

戸
」
の
２
つ
で
あ
る
。　

水
を
汲
み
に
来
る
人
の
大
半
は
近
隣

住
民
で
、「
源
智
の
井
戸
」
ほ
ど
観
光
地

化
さ
れ
て
お
ら
ず
地
域
に
溶
け
込
ん
で

い
る
。
こ
の
こ
と
が
む
し
ろ
遠
方
か
ら

訪
れ
る
人
を
惹
き
つ
け
、
利
用
者
は
居

心
地
の
よ
さ
を
魅
力
に
挙
げ
る
。

「
槻
井
泉
神
社
の
湧
水
」
の
利
用
者
は
、

ほ
ぼ
必
ず
神
様
に
手
を
合
わ
せ
る
。
近

隣
住
民
が
立
ち
話
を
し
て
い
た
り
、
あ

る
青
年
は
コ
ッ
プ
を
片
手
に
ふ
ら
り
と

立
ち
寄
り
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
読
書
を
し

て
い
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
の
場
を
楽

し
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
空
間
に
と

っ
て
湧
水
は
あ
く
ま
で
ひ
と
つ
の
要
素

で
し
か
な
い
。

こ
の
居
心
地
の
よ
さ
を
紐
解
く
う
え

で
欠
か
せ
な
い
の
は
、
地
元
町
会
で
あ

る
清
水
西
町
会
の
存
在
だ
。
大
井
戸
や

湧
水
の
定
期
的
な
掃
除
は
コ
ロ
ナ
禍
以

前
に
は
町
会
の
長
寿
会
（
老
人
会
）
や
町

会
役
員
が
担
っ
て
き
た
が
、
現
在
は
有

志
に
よ
る
掃
除
に
切
り
替
え
て
い
る
。

な
か
で
も
中
心
的
な
の
は
、
毎
朝
落
ち

葉
を
掃
除
す
る
梶
葉
邦
雄
さ
ん
、
穂
苅

正
昭
さ
ん
、
町
会
長
の
山
本
英
二
さ
ん

で
あ
る
。
町
会
に
と
っ
て
こ
の
空
間
が

�

　２日目のフィールドワーク終了
後の夜の討議でわかったのは、
各グループが来訪前に立てた仮
説が崩れたこと。方向転換する
ためにどう策を講じたのかを、
「源智の井戸チーム」を例に見
ていきます。
　仮説は「松本市が観光の井
戸として一番強く打ち出してい
るのが源智の井戸。そこに住民
の思いと行政の観光地化との間
にズレがあるのではないか？」
というもの。この日だけで209名
（地域住民158名、観光客51名）
に聞き取りしてわかったことが
ありました。

◦︎観光客のほとんどが源智の井
戸を知らなかった。訪ねた理由は
「たまたま」とか「お蕎麦を食べ
に来たらすぐ横にあったから」
◦パンフレットには「住民が毎朝
５時半から清掃している」とあっ
たが実際には１カ月に２回になっ
ている
　歴史的価値があるにもかかわ
らず観光地になっていないうえ、地
域住民による管理も覚束ない実
態がわかり、方向転換を余儀な
くされます。３日目以降も聞き取り
に努め、訪問者の重層的構造に
気づき、新たな管理の担い手を
探す方向にシフトしていきます。

崩れた仮説の立て直し

　　

鯛萬の井戸

11

1213

14

15

9

10

�鯛萬の井戸で地元の人に話を聞くゼミ生たち 
�鯛萬の井戸の掃除をたった一人で始めた大野
幸俊さん �大野さんとともに掃除に取り組む山下
道夫さん �大野さんと山下さんに話を聞く野田さ
んとゼミ生 �井戸に水を汲みに来た人に聞き取り
をするゼミ生
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い
か
に
特

別
な
の
か
、

よ
く
わ
か
る
こ
と

が
あ
る
。

驚
く
こ
と
に
こ
の
町
会

で
は
、「
区
民
だ
よ
り
（
町
会
の
広

報
紙
）」
を
１
９
６
２
年
（
昭
和
37
）
よ

り
現
在
ま
で
60
年
も
欠
か
さ
ず
発
行
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
区
民
だ
よ
り
の
発

行
を
担
っ
て
き
た
文
化
部
と
い
う
下
部

組
織
が
町
会
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
文
化
展
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

実
に
多
彩
な
活
動
を
行
な
っ
て
き
た
。

豆
腐
店
を
営
ん
で
い
た
山
内
竹
子
さ
ん

に
よ
る
と
、
公
民
館
で
は
日
舞
や
カ
ラ

オ
ケ
な
ど
サ
ー
ク
ル
活
動
も
盛
ん
で
そ

れ
は
に
ぎ
や
か
で
あ
っ
た
と
い
う
。
だ

か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
地
域
の
歴
史
や
文
化
に
対
す
る
見
識

が
き
わ
め
て
高
い
印
象
を
も
つ
。

区
民
だ
よ
り
を
参
照
す
る
と
、
御
神

木
で
あ
る
欅け
や
きが

あ
り
、
水
神
が
祀
ら
れ
、

湧
水
が
あ
っ
て
、
公
民
館
が
併
設
す
る

こ
の
空
間
一
帯
が
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
的

な
場
所
で
あ
り
、
人
び
と
の
精
神
的
な

拠
り
所
で
あ
り
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
が

よ
く
理
解
で
き
る
。

１
９
６
７
年
（
昭
和
42
）
竣
工
の
大
井

戸
に
架
か
る
水
神
橋
の
度
重
な
る
改
修
、

鳥
居
の
改
修
か
ら
欅
の
剪
定
、
毛
虫
の

駆
除
に
至
る
ま
で
、
絶
え
ず
こ
の
空
間

に
町
会
と
し
て
働
き
か
け
が
続
け
ら
れ

て
い
る
し
、
区
民
だ
よ
り
を
通
じ
て
住

民
に
逐
一
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
る
で
、

こ
の
空
間
が
人
び
と
に
と
っ
て
い
か
に

大
切
な
の
か
を
訴
え
つ
づ
け
て
い
る
か

の
よ
う
で
あ
る
。

「
槻
井
泉
神
社
の
湧
水
」
の
居
心
地
の

よ
さ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
町
会
に
よ
る

歴
史
的
な
働
き
か
け
の
積
み
重
ね
の
う

え
に
形
成
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

憩
い
の
場
を
支
え
る
規
範

意
識
―
―
鯛
萬
の
井
戸

「
鯛
萬
の
井
戸
」
で
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前

は
、
地
元
住
民
や
観
光
客
も
交
え
た
井

戸
端
会
議
や
子
ど
も
た
ち
の
水
遊
び
で

に
ぎ
わ
う
水
場
で
あ
っ
た
。

そ
れ
を
支
え
る
の
は
大
野
幸
俊
さ
ん
、

山
下
道
夫
さ
ん
、
奈
良
金
一
さ
ん
の
３

人
の
管
理
者
で
あ
る
。

２
０
０
３
年
（
平
成
15
）
に
市
に
よ
っ

て
整
備
さ
れ
た
後
に
下
横
田
町
会
と
協

定
を
結
び
一
度
は
輪
番
制
で
掃
除
を
行

な
っ
た
が
、
続
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
で

は
無
責
任
で
は
な
い
か
と
、
井
戸
の
隣

に
実
家
の
あ
る
大
野
さ
ん
が
一
人
で
毎

週
土
曜
朝
４
時
半
か
ら
掃
除
を
続
け
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
町
内
で

も
ほ
と
ん
ど
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

５
年
後
に
大
野
さ
ん
が
一
人
で
掃
除
を

し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
山
下
さ
ん
が

手
伝
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
６
年
後
に

奈
良
さ
ん
が
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
奈
良
さ
ん
は
町
内
住
民
で
は

な
い
が
、
早
朝
に
利
用
し
た
際
に
掃
除

を
す
る
２
人
の
姿
が
目
に
入
り
、
こ
の

水
場
は
掃
除
を
す
る
人
の
お
か
げ
で
毎

日
利
用
で
き
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

そ
れ
な
ら
自
分
も
お
礼
が
し
た
い
と
掃

除
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

私
が
深
く
感
動
し
た
こ
と
は
、
大
野

さ
ん
ら
の
掃
除
を
支
え
る
規
範
意
識
に

あ
る
。
大
野
さ
ん
は
、
井
戸
掃
除
と
は
、

「
水
を
守
る
こ
と
以
上
に
人
を
守
る
こ

と
」
だ
と
話
し
て
く
れ
た
。
ど
う
い
う

こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

言
う
ま
で
も
な
く
湧
き
水
は
飲
み
水

で
あ
る
か
ら
、
藻
が
生
え
な
い
よ
う
に

水
槽
内
を
衛
生
的
に
保
つ
必
要
が
あ
る

が
、
水
槽
の
周
り
も
滑
り
や
す
く
な
る
。

水
を
汲
む
際
に
足
を
滑
ら
せ
れ
ば
事
故

に
も
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
。
万
が
一
事

故
が
起
こ
れ
ば
、
こ
の
井
戸
は
な
く
な

る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
町
会
の
責
任
も
問

わ
れ
る
。
だ
か
ら
毎
週
の
井
戸
掃
除
と

は
義
務
感
や
一
時
の
善
意
な
ん
か
で
続

け
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
の
だ
。

調
査
も
終
盤
に
差
し
掛
か
っ
た
こ
ろ
、

親
子
連
れ
が
水
遊
び
に
訪
れ
て
い
た
。

小
さ
な
子
ど
も
が
水
槽
の
端
に
登
り
は

じ
め
た
。
石
板
に
は
水
が
か
か
っ
て
い

　
　

　　

�
�長時間張り付いて
調査を続けた源智の
井戸チーム �仕事
帰りに水を汲みに来
た市民。ゼミ生たちの
質問に丁寧に答えて
くれた �地元の人と
観光客が入り混じる
源智の井戸

源智の井戸
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43 どうすれば水場を「憩いの場」にできるのか？

　
　

て
足
を
滑
ら
せ
な
い
か
と
、
思
わ
ず
ヒ

ヤ
リ
と
し
て
、
大
野
さ
ん
と
顔
を
見
合

わ
せ
る
と
、「
滑
ら
な
い
よ
う
に
掃
除

し
て
い
ま
す
か
ら
」
と
自
信
を
も
っ
て

微
笑
ん
で
い
た
。

そ
の
時
、
私
は
大
切
な
こ
と
を
教
え

て
も
ら
っ
た
よ
う
に
感
じ
た
。
井
戸
掃

除
と
は
、「
人
の
命
を
預
か
っ
て
い
る

こ
と
」
と
同
義
で
あ
る
の
だ
。
同
時
に

こ
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
な
け
れ

ば
憩
い
の
場
の
掃
除
は
成
り
立
た
な
い

の
だ
ろ
う
。
井
戸
の
掃
除
と
い
う
と
、

た
だ
労
働
力
と
し
て
人
員
を
補
充
す
れ

ば
事
足
り
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
が

ち
で
あ
る
が
、
そ
れ

で
は
不
十
分
で
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
。　

　

人
び
と
が
憩
え
る

水
場
を
維
持
す
る
の

は
た
や
す
い
こ
と
で

は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
子
ど
も
が
安
心

し
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
、
誰
も
が
居
心

地
よ
く
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
「
鯛
萬

の
井
戸
」
を
支
え
て
い
る
の
は
、
井
戸

掃
除
を
担
う
大
野
さ
ん
ら
の
規
範
意
識

に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
槻
井
泉
神
社
の
湧
水
」
と
「
鯛
萬
の

井
戸
」
は
、
人
び
と
の
意
識
の
う
え
で

は
あ
く
ま
で
「
町
会
の
井
戸
」
な
の
で

あ
り
、
地
域
の
憩
い
の
場
に
な
る
よ
う

に
掃
除
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
か

け
の
結
果
と
し
て
、
す
べ
て
の
人
び
と

に
と
っ
て
も
居
心
地
の
よ
い
空
間
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

松
本
市
の
構
想
に
あ
る
よ
う
に
公
共

井
戸
を
憩
い
の
場
と
し
て
充
実
さ
せ
る

に
は
、
こ
れ
ら
の
知
見
を
ふ
ま
え
て
提

言
を
ま
と
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

誰
の
も
の
で
も
な
い

公
共
井
戸
の
味
気
な
さ

―
―
源
智
の
井
戸

　
そ
の
一
方
で
、
憩
い
の
場
と
は
程
遠

い
現
実
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
の
は
、

「
源
智
の
井
戸
」
で
あ
る
。
松
本
市
特

別
史
跡
で
文
化
財
と
し
て
知
ら
れ
、
も

っ
と
も
利
用
者
の
多
い
水
場
で
あ
る
。

学
生
た
ち
は
利
用
実
態
を
把
握
す
る

た
め
、
８
月
７
日
の
朝
５
時
か
ら
夕
方

５
時
半
ま
で
井
戸
に
張
り
付
い
て
調
査

を
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
１
日
に
２

０
９
人
も
の
利
用
が
あ
っ
た
。
私
の
経

験
か
ら
い
え
ば
、
全
国
の
水
場
で
も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
利
用
者
数
だ
。
だ
が
、

利
用
者
は
そ
の
歴
史
的
価
値
に
惹
か
れ

て
い
る
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。

現
場
に
は
時
と
し
て
利
用
者
が
競
い

合
っ
て
水
を
汲
む
よ
う
な
緊
張
し
た
空

気
も
流
れ
て
お
り
、
居
心
地
の
よ
さ
は

感
じ
ら
れ
な
い
。

日
常
的
な
管
理
を
担
う
「
源
智
の
井

戸
を
守
る
会
」
は
疲
弊
し
て
い
る
。
会

員
は
85
歳
以
上
の
男
性
５
名
と
な
り
、

以
前
は
毎
朝
行
な
っ
て
い
た
掃
除
も
現

在
で
は
月
に
二
度
が
精
一
杯
で
あ
る
と

い
う
。
守
る
会
に
と
っ
て
の
負
担
と
は
、

掃
除
と
い
う
体
力
面
だ
け
で
は
な
い
。

精
神
的
な
負
担
も
大
き
く
、
情
熱
を
失

い
か
け
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

そ
の
理
由
は
、
行
政
も
地
元
住
民
も

文
化
財
と
し
て
の
誇
り
を
も
っ
て
お
り
、

そ
の
価
値
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
公
共

井
戸
を
整
備
し
た
は
ず
な
の
だ
が
、
利

用
者
に
は
十
分
に
訴
求
で
き
て
い
な
い

こ
と
に
あ
る
。
文
化
財
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
単
な
る
水
汲
み
場
に

変
貌
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

地
元
住
民
は
「
源
智
の
井
戸
」
に
対

し
て
、
も
は
や
「
町
会
の
井
戸
」
と
い

う
所
有
意
識
を
喪
失
し
つ
つ
あ
る
。

そ
れ
は
た
し
か
に
公
共
井
戸
の
コ
ン

セ
プ
ト
に
あ
る
「
公
＝
す
べ
て
の
人
び

と
の
も
の
」
を
体
現
し
た
水
場
で
あ
る

の
だ
が
、
裏
を
返
せ
ば
、
誰
の
も
の
で

も
な
い
味
気
な
い
水
場
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

（
２
０
２
１
年
８
月
６
～
10
日
取
材
）

　
　

　
　

　想定とは異なる現実に直面し、
寝不足のまま聞き取りを続けたゼミ
生たち。編集部は見守ることしかで
きませんでしたが、ゼミ生たちの表
情は日を追うごとに明るくなってい
きました。野田さんの教えの通り、
たとえ知っている情報でも「知らな
いふり」で話を聞き出し、会話が途
切れそうになると話題を振る……そ
んな成長を目の当たりにしました。
　最終日の午前中まで調査を続け
たゼミ生たちは疲労困憊だったは
ずですが、松本を発つ前の最終打
ち合わせでは精一杯やったという
自信が顔に表れていました。
　帰京後もグループごとに話し合
いを重ねている彼ら彼女らが、実
際に住民の声を聞いてどんな提案
をつくり上げるのか、とても楽しみ
です。

5日間でたくましく

鯛萬の井戸で遊ぶ子ども。大野さんたちがきれいに掃除
しているので、この子が足を滑らせることはなかった
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川
底
が
透
け
て
見
え
る

美
し
い
水
と
風
景

　

１
０
９
水
系
の
う
ち
や
っ
と
20
水
系

目
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
周す
お
う
の
く
に

防
国

（
山
口
県
東
部
）
を
流
れ
る
佐さ

波ば

川が
わ

を
巡
り

ま
し
た
。
一
緒
に
取
材
を
し
て
い
た
編

集
部
の
仲
間
が
佐
波
川
を
覗
き
込
ん
で

口
を
揃
え
て
言
っ
た
の
は
、「
う
わ
っ
！ 

水
き
れ
い
！
」
で
し
た
。

　

水
の
き
れ
い
さ
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
、
お
そ
ら
く
直
感
と
し
て
、
大

河
川
で
あ
り
な
が
ら
川
底
の
見
え
る
透

明
度
、
川
底
の
砂
が
き
ら
き
ら
と
反
射

す
る
水
面
、
夏
の
空
が
映
り
込
む
風
景

と
の
対
比
な
ど
そ
う
思
え
る
も
の
が
多

く
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
佐
波
川
が
流
れ
る
防ほ
う

府ふ

市し

で
す

が
、
周
防
国
分
寺
、
防
府
天
満
宮
、
東

大
寺
別
院
阿
弥
陀
寺
と
由
緒
あ
る
寺
社

が
古
く
よ
り
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
寺
社
は
佐
波
川
と
も
密
接
に
結
び

つ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
周
防
国
を
流
れ

る
佐
波
川
を
通
じ
て
、
ど
ん
な
地
域
の

暮
ら
し
が
あ
っ
た
の
か
を
読
み
解
い
て

い
き
ま
し
た
。

な
ぜ
、
佐
波
川
は

国
管
理
の
川
な
の
か
？

　

山
口
県
に
は
、
県
が
管
理
す
る
二
級

水
系
が
１
０
８
水
系
あ
り
、
一
級
水
系

は
広
島
県
と
の
県
境
の
小お

瀬ぜ

川が
わ

と
、
こ

の
佐
波
川
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
佐
波
川

と
同
程
度
の
大
き
さ
の
川
が
二
級
水
系

な
の
に
、
ど
う
し
て
佐
波
川
が
国
管
理

の
川
な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

防
府
市
に

あ
る
山
口
河
川
国
道
事
務
所
の
光
井
伸

典
さ
ん
に
佐
波
川
の
管
理
に
つ
い
て
お

話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
こ
の
場
所
は
大
化
の
改
新
（
６
４
５
年
）

坂本クンと行く川巡り  第20回  
Go ! Go ! 109水系

古
く
か
ら
発
達
し
た

国
府
の
治
水
で「
幸し

あ
わ

せ
ま
す
」

佐
波
川

川
系
男
子 

坂
本
貴
啓
さ
ん
の
案
内
で
、
編
集

部
の
面
々
が
全
国
の
一
級
河
川
「
１
０
９
水

系
」
を
巡
り
、
川
と
人
と
の
か
か
わ
り
を
探
り

な
が
ら
、
川
の
個
性
を
再
発
見
し
て
い
く
連
載
。

今
回
は
約
１
年
半
ぶ
り
と
な
る
川
巡
り
で
す
。

大平山の展望台から望む防府の市街地。写真
右から中央へ流れているのが佐波川だ



古くから発達した国府の治水で「幸せます」佐波川45

以
降
、
周
防
国
の
国
府
が
置
か
れ
た
場

所
で
す
。
国
府
が
置
か
れ
た
こ
と
で
、

国
の
重
要
な
出
先
と
し
て
発
展
し
て
い

っ
た
経
緯
が
あ
り
、
そ
の
な
か
で
国
府

を
支
え
る
重
要
な
川
と
し
て
管
理
さ
れ

て
い
っ
た
の
が
、
今
日
に
つ
な
が
っ
て

い
る
の
で
は
、
と
推
察
し
ま
す
」

　

国
府
が
置
か
れ
た
こ
と
で
地
方
都
市

と
し
て
発
展
し
て
い
き
、
佐
波
川
の
治

水
も
進
ん
で
い
っ
た
と
い
い
ま
す
。
大

化
の
改
新
以
降
の
国
府
設
置
が
今
な
お

国
土
の
管
理
の
基
盤
に
な
っ
て
い
る
こ

と
は
大
変
興
味
深
い
で
す
。

「
こ
の
事
務
所
が
あ
る
場
所
は
防
府
市

国こ
く

衙が

一
丁
目
な
ん
で
す
が
、
こ
の
国
衙

と
い
う
場
所
に
は
国
府
跡
の
史
跡
も
あ

り
ま
す
。 

１
０
０
０
年
以
上
経
っ
た
今

で
も
こ
の
場
所
に
国
の
出
先
機
関
が
置

か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
誇
り
と
使

命
感
を
強
く
も
っ
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
時
代
は
流
れ
、
平
安
時
代
に

は
菅
原
道
真
が
滞
在
し
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
防
府
天
満
宮
が
建
立

さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
、
宮
司
の
鈴
木

宏
明
さ
ん
、
権ご
ん

禰ね

宜ぎ

の
越
智
宣
彰
さ
ん
、

宮
市
本
陣
兄こ
う
べ部

家
の
兄
部
純
一
さ
ん
に

お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
無
実
の
罪
で
平
安
の
都
を
追
わ
れ
た

道
真
公
が
本
州
最
後
の
立
ち
寄
り
地
で

あ
る
防
府
で
、
無
実
の
知
ら
せ
が
届
い

て
ほ
し
い
心
情
を
お
読
み
に
な
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
（
９
０
１
年
）。
目
的
地

の
太
宰
府
ま
で
お
進
み
に
な
ら
れ
る
の

で
す
が
、
防
府
を
離
れ
る
際
に
、
道
真

公
を
お
迎
え
し
た
時
の
国
司
の
土は

師じ

氏

に
、
菅
原
家
の
家
宝
の
金
鮎
12
尾
を
預

け
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
道
真

公
の
願
い
は
か
な
わ
ず
、
太
宰
府
に
到

1 0 9水系
1964年（昭和39）に制定された
新河川法では、分水界や大河川
の本流と支流で行政管轄を分ける
のではなく、中小河川までまとめて
治水と利水を統合した水系として
一貫管理する方針が打ち出された。
その内、「国土保全上又は国民経
済上特に重要な水系で政令で指
定したもの」（河川法第4条第1
項）を一級水系と定め、全国で
109の水系が指定されている。

川名の由来【佐波川】
鯖を産出するからとの説、そして上
流の鯖河内という地名に由来する
との説もある。

坂本 貴啓 
さかもと  たかあき

東京大学 地域未来社会連携研究機構 
北陸サテライト 特任助教
1987年福岡県生まれの川系男子。北九州で育ち、
高校生になってから下校途中の遠賀川へ寄り道を
するようになり、川に興味をもちはじめ、川に青春を
捧げる。全国の河川市民団体に関する研究や川を
活かしたまちづくりの調査研究活動を行なっている。
筑波大学大学院システム情報工学研究科修了。白
川直樹研究室「川と人」ゼミ出身。博士（工学）。国
立研究開発法人土木研究所自然共生研究センター
専門研究員を経て2021年10月から現職。手取川
が流れる石川県白山市の白峰集落に移住。
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道
真
公

着
し
た
１
年
と
数
カ
月
で
お
亡
く
な
り

に
な
り
ま
す
（
９
０
３
年
）。
道
真
公
の
魂

が
帰
っ
て
き
た
こ
と
を
悟
っ
た
土
師
氏

は
、
翌
年
に
お
社
を
つ
く
り
、
そ
れ
が

防
府
天
満
宮
の
始
ま
り
と
伝
わ
っ
て
い

ま
す
」
と
越
智
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

今
日
ま
で
道
真
公
を
大
切
に
祀
っ
て

き
た
防
府
天
満
宮
で
す
が
、
防
府
の
ま

ち
に
溶
け
込
み
、
周
辺
の
道
や
水
路
も

自
治
組
織
に
よ
り
き
れ
い
に
維
持
さ
れ

て
い
ま
す
。
国
府
が
置
か
れ
、
さ
ら
に

天
満
宮
が
あ
っ
た
長
い
歴
史
が
、
防
府

の
ま
ち
の
人
々
に
誇
り
と
品
格
を
も
た

ら
し
て
い
る
よ
う
に
す
ら
思
え
ま
す
。 

な
ぜ
防
府
か
ら

木
材
を
運
ん
だ
の
か
？

　

国
府
が
置
か
れ
（
６
４
５
年
以
降
）、
周

防
国
分
寺
が
で
き
（
７
４
１
年
）、
防
府
天

満
宮
が
で
き
（
９
０
４
年
）、
ま
ち
の
形
成

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
寺
社

で
す
が
、
も
う
一
つ
、
由
緒
あ
る
寺
社

と
し
て
、
東
大
寺
別
院 

周
防
阿
弥
陀

寺
が
あ
り
ま
す
。
文
字
通
り
奈
良
に
あ

る
東
大
寺
の
別
院
な
の
で
す
が
、
な
ぜ

こ
こ
に
別
院
が
置
か
れ
た
の
で
し
ょ
う

1

 佐波川
 水系番号  ： 81
 都道府県  ： 山口県
 源流  ： 三ツヶ峰（970 ｍ） 
 河口  ： 瀬戸内海  
 本川流路延長  ： 56 km 88位／109
 支川数  ： 32河川 87位／109
 流域面積  ： 460 km2 95位／109
 流域耕地面積率  ： 6.0 ％ 81位／109
 流域年平均降水量  ： 2039.5 mm 48位／109
 基本高水流量  ： 3500 m3/ s 81位／109
 河口の基本高水流量  ： 3806 m3/ s 86位／109
 流域内人口  ： 2万28609人 99位／109
 流域人口密度 ： 62人 / km2 86位／109
（基本高水流量観測地点：新橋〈河口から8.0km地点〉）
河口換算の基本高水流量 ＝ 流域面積×比流量（基本高水流量÷基
準点の集水面積）　
データ出典：『河川便覧 2002』（国際建設技術協会発行の日本河川
図の裏面）　流域内人口は、 国土交通省「一級水系における流域等
の面積、総人口、一般資産額等について（流域）」を参照

【佐波川流域の地図】国土交通省国土数値情報「河川データ（平成20年）、
流域界データ（昭和52 年）、海岸線データ（平成18年）、鉄道データ
（令和2年）、高速道路時系列データ（令和2年）」より編集部で作図

1国の史跡に指定されている
「周防国衙跡」（すおうこくがあ
と）。防府の地名は「周防の国
府」に由来する　
2山口河川国道事務所の河
川管理課長を務める光井伸
典さん。編集部を現地にも案
内してくれた
　
3 菅原道真が土師氏に預け
たとされる「黄金の鮎12尾」
（復元）。5年に一度、特別公
開される提供：防府天満宮
4防府天満宮について話を
聞いた皆さん。左から防府天
満宮権禰宜の越智宣彰さん、
防府天満宮宮司の鈴木宏明
さん、宮市本陣兄部家の兄部
純一さん

2

3

4
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重
源
上
人

か
。
光
井
さ
ん
は
佐
波
川
と
国
府
の
関

係
か
ら
そ
れ
を
ひ
も
解
き
ま
す
。

「
平
安
時
代
末
期
、
東
大
寺
は
大
仏
殿

を
始
め
大
部
分
を
焼
失
し
ま
し
た
。
国

の
重
要
な
寺
社
で
あ
っ
た
東
大
寺
を
再

興
す
る
た
め
に
多
く
の
木
材
を
各
地
か

ら
集
め
ま
す
が
、
そ
の
場
所
が
周
防
国

の
佐
波
川
で
し
た
。
東
大
寺
か
ら
重
ち
ょ
う

源げ
ん

上し
ょ
う
に
ん

人
が
周
防
国
の
国
司
と
し
て
派
遣
さ

れ
、
大
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
指
揮
を

執
り
ま
す
。
こ
の
際
に
東
大
寺
別
院
を

つ
く
り
、
そ
こ
を
拠
点
に
公
共
事
業
を

推
し
進
め
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
」

　

こ
の
重
源
上
人
、
土
木
技
術
者
と
し

て
も
大
変
優
秀
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
東
大
寺
の
再
興
に
佐
波
川
の
上
流
域

の
豊
富
な
木
材
を
切
り
出
す
の
で
す
が
、

筏い
か
だに

し
て
川
を
使
っ
て
流
し
、
効
率
的

に
海
ま
で
運
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

川
を
あ
え
て
蛇
行
さ
せ
、
流
れ
を
ゆ
る

や
か
に
し
て
、
堰
（
佐
波
川
の
関せ
き
み
ず水

）
を
設

け
、
水
深
を
確
保
し
な
が
ら
木
材
を
あ

る
程
度
溜
め
な
が
ら
流
し
出
す
よ
う
に

し
ま
し
た
。
こ
れ
が
佐
波
川
の
治
水
事

業
の
草
分
け
的
な
も
の
で
し
た
」

　

奈
良
か
ら
遠
く
離
れ
た
佐
波
川
の
流

域
に
な
ぜ
木
材
を
求
め
た
か
は
文
献
に

も
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
山
か
ら
の
切
り
出
し
や
す

さ
な
ど
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

な
に
よ
り
国
府
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と

で
、
国
の
出
先
と
し
て
の
連
携
が
と
り

や
す
い
理
由
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
国
府
の
役
割
に
思
い
を
馳
せ
た
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
佐
波
川
の
堰
の
位
置

を
記
し
た
当
時
の
絵
巻
と
現
在
の
堰
の

位
置
の
比
較
図
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
が
、
ほ
と
ん
ど
現
在
と
一
致
し
て
お

り
、
こ
の
東
大
寺
再
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
今
の
佐
波
川
の
礎
を
築
い
た
こ
と
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

重
源
上
人
は
、
み
ん
な
の
士
気
を
高

め
る
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
も
あ
っ
た
と
い
い

ま
す
。

「
大
規
模
な
土
木
作
業
を
し
て
い
る
と

体
を
傷
め
る
人
も
出
て
き
ま
す
。
そ
ん

な
作
業
員
を
癒
す
石
風
呂
も
各
所
に
重

源
さ
ん
が
つ
く
り
ま
し
た
。
日
本
最
初

の
福
利
厚
生
施
設
と
い
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
」

　

高
い
土
木
技
術
と
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
は
、
現
代
の
建
設
業
に
通
ず
る

と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

ど
う
や
っ
て
水
争
い
を

治
め
た
の
か
？

　

鎌
倉
時
代
の
重
源
上
人
の
最
初
の
治

水
事
業
を
き
っ
か
け
に
、
佐
波
川
の
河

川
改
修
の
基
礎
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
き

ま
し
た
。
現
在
も
ほ
と
ん
ど
の
堰
が
当

時
の
位
置
と
変
わ
ら
な
い
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
が
、
防
府
平
野
に
入
っ
た
あ
た

り
の
堰
は
、
今
は
お
お
む
ね
一
つ
の
堰

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

5周防国の国司として派遣され、切り出した材木の運搬を指揮する重源上人の銅像「重源上人像」　
6東大寺別院周防阿弥陀寺にある関水のしくみを模したもの。水深の浅いところは水をせき止めて水
位を上げ、その一部を開いて（丸太部分）大木を下流に流す水路にしたと考えられている　7現在の
「佐波川関水」。関水はかつて約118築かれたとされるが、現存するのはこの「徳地船路（とくぢふなじ）」
のみ　8東大寺別院周防阿弥陀寺の本堂を訪れた坂本さん　9東大寺再建の木材を切り出す作
業で病気になったりケガをした人が療養するためにつくられた「岸見の石風呂」（外観）。茅葺屋根で保護
されている　10地元の花崗岩石を積み上げて築かれた「岸見の石風呂」。熱気浴をするサウナのよう
なしくみで、今も地域住民の保存会によって大切に保護されている　11石風呂に潜り込んだ坂本さん

6

7

8

9

10

11

5
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川
遊
び

水利用
　

な
ぜ
堰
を
ま
と
め
る
必
要
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
？ 

佐
波
川
は
当
時
よ

り
、
中
流
か
ら
下
流
の
さ
ま
ざ
ま
な
場

所
で
稲
作
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
瀬
戸
内
に
面
し

た
温
暖
で
あ
る
が
降
水
量
の
少
な
い
川

で
す
か
ら
、
い
つ
も
水
が
豊
富
に
あ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
す
る
と
、

少
な
い
水
を
取
り
合
う
水
争
い
が
発
生

し
ま
す
。
そ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
昭

和
時
代
初
期
に
考
案
さ
れ
た
の
が
総
合

堰
と
円
筒
分
水
工
で
し
た
。
防
府
土
地

改
良
区
の
中
川
英
明
さ
ん
に
総
合
堰
に

つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

「
防
府
平
野
に
水
を
引
く
１
・
５
ｋｍ
の

区
間
に
は
４
つ
の
堰
が
あ
り
、
堰
と
堰

の
喧
嘩
が
あ
ち
こ
ち
で
起
こ
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
、
１
９
５
１
年
（
昭
和

26
）
10
月
に
台
風
に
よ
り
佐
波
川
が
決

壊
し
、
ほ
と
ん
ど
の
堰
も
破
壊
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
治
水
事
業

も
本
格
的
に
始
ま
り
、
堰
も
上
の
堰
に

ま
と
め
て
、
水
を
引
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
」

　

中
川
さ
ん
に
現
場
に
連
れ
て
行
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、
総
合
堰
は
平
野
に

入
る
前
の
山
が
少
し
張
り
出
し
た
と
こ

ろ
に
あ
り
、
水
を
取
り
や
す
そ
う
で
す
。

「
こ
の
総
合
堰
か
ら
６
つ
の
水
系
に
水

を
引
い
て
い
く
の
で
す
が
、
こ
こ
で
水

の
配
分
量
に
不
平
等
が
起
こ
る
と
ま
た

水
争
い
が
勃
発
し
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
考
案
さ
れ
た
の
が
円
筒
分
水
で
し
た
。

こ
の
円
筒
分
水
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
付
面

積
に
合
わ
せ
て
水
の
量
を
配
分
し
、
水

が
行
き
わ
た
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
」

　

全
体
的
に
早
く
か
ら
水
イ
ン
フ
ラ
が

発
達
し
た
佐
波
川
で
す
が
、
さ
ら
に
水

争
い
を
治
め
る
高
度
な
利
水
技
術
も
導

入
さ
れ
、
秩
序
だ
っ
た
防
府
平
野
の
水

利
用
が
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

佐
波
川
に
学
ぶ

子
ど
も
た
ち

　

山
口
県
の
小
学
生
が
詠
ん
だ
標
語
で

「
川
が
好
き　

川
に
う
つ
っ
た　

空
も

好
き
」（
注
）
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
標
語
の
よ
う
な
感
覚
は
、
川
で
ど

っ
ぷ
り
遊
ん
だ
経
験
の
あ
る
子
し
か
も

て
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
き
っ
と
こ

の
子
は
川
で
い
ろ
ん
な
感
覚
や
感
情
を

養
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う

川
で
楽
し
く
遊
び
、
そ
こ
か
ら
何
か
を

学
ん
で
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
よ

う
と
活
動
し
て
い
る
佐
波
川
の
市
民
団

体
の
方
々
が
い
ま
す
。
佐
波
川
に
学
ぶ

会
の
岡
本
利
行
さ
ん
、
吉
松
忠
直
さ
ん
、

門
田
輝
義
さ
ん
、
水
の
自
遊
人
し
ん
す

い
せ
ん
た
い
ア
カ
ザ
隊
の
今
井
邦
子
さ

ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

「
も
と
も
と
防
府
市
街
の
子
ら
を
川
で

遊
ば
せ
よ
う
と
し
た
の
が
最
初
で
す
。 16佐波川で「川流れ」を体験する防府市の子どもたち　17佐波川の河川敷

でカレーをつくってみんなで食べる「カレー大作戦」16、17提供：水の自遊人
しんすいせんたいアカザ隊　18120匹の鯉のぼりが泳ぐ「佐波川こいなが
し」。コロナ禍前は毎年ゴールデンウイークに実施していた提供：山口河川国
道事務所　19川から学ぶ子どもたちを育てようと活動する市民団体の方々。
右から佐波川に学ぶ会の門田輝義さん、岡本利行さん、吉松忠直さん、水の自
遊人しんすいせんたいアカザ隊の今井邦子さん

（注）「川が好き　川にうつった　空も好き」
2004年に国土交通省の河川愛護推進標語に選ばれた有國遊雲さん（山口県周南市）
の推進標語。当時12歳（2003年）だった彼は、小児ガンと診断されるが、15歳（2006
年）でこの世を去るまで一瞬一瞬を大切に、何か自分の生きた証を残したいと、この標語を
残す。標語は全国各地で河川愛護月間である7月を周知高揚するために使用されている。

16

1718

19

12防府総合用水の「円筒分水
工」。1951年から1958年の8年
間で施工し、地域の水争いを解消
した　13「円筒分水工」を管
理・運営している防府土地改良
区の中川英明さん（左）、松井明
美さん（中）、三谷勇生さん（右）　
14「円筒分水工」の水路は6本。
耕作面積によって公平に水が配
られている　15「円筒分水工」
の水はこの防府総合堰から引き
入れている

12

1314

15



　
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
け
て
川
の
な
か
に
入
る
と
、
見

え
る
景
色
が
違
い
ま
す
。
そ
れ
を
ぜ
ひ
体
験
し
て
も
ら
い
た

く
、
川
遊
び
の
装
備
を
紹
介
し
ま
す
。

　
川
の
な
か
で
遊
ぶ
際
に
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
け
る

と
安
全
に
楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
（
靴
は
サ
ン
ダ
ル

で
は
な
く
、
濡
れ
て
い
い
靴
）。
上
流
に
頭
を
向
け
、
足
を

少
し
上
げ
、
浮
く
姿
勢
を
つ
く
り
、
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
時

に
常
に
救
助
さ
れ
る
体
勢
を
つ
く
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
陸
か
ら
レ
ス
キ
ュ
ー
用
の
ス
ロ
ー
ロ
ー
プ
を
投
げ
て
も
ら

い
、
救
助
の
練
習
を
す
る
な
ど
、
川
の
流
れ
を
体
験
す
る
こ

と
は
、
身
を
も
っ
て
川
に
学
ぶ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

コ
ラ
ム
―
―
川
遊
び
の
す
す
め

古くから発達した国府の治水で「幸せます」佐波川49

109

川
流
れ
を
体
験
さ
せ
た
り
、
河
川
敷
で

カ
レ
ー
を
み
ん
な
で
食
べ
た
り
と
い
う

行
事
を
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
で

27
年
目
に
な
り
ま
す
」
と
副
会
長
の
岡

本
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
毎
年
50
名
く
ら

い
の
子
ど
も
た
ち
を
募
集
し
て
い
た
そ

う
な
の
で
、
こ
れ
ま
で
延
べ
１
０
０
０

人
以
上
の
子
ら
を
遊
ば
せ
て
き
た
こ
と

を
考
え
る
と
、
そ
れ
だ
け
川
の
楽
し
さ

を
知
る
子
ど
も
を
増
や
し
て
き
た
と
い

え
ま
す
。

　

私
も
よ
く
知
る
、
当
時
中
学
生
だ
っ

た
今
井
邦
子
さ
ん
の
娘
さ
ん
で
す
が
、

ア
カ
ザ
隊
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
今

は
も
う
20
代
半
ば
の
立
派
な
大
人
で
す

が
、
川
に
行
く
と
ど
ん
な
風
に
利
用
さ

れ
て
い
る
か
気
に
な
っ
た
り
、
大
雨
が

降
る
と
避
難
の
こ
と
が
気
に
な
っ
た
り

す
る
と
言
い
ま
す
。
２
０
０
９
年
（
平
成

21
）、
防
府
市
で
大
規
模
な
土
砂
災
害

が
発
生
し
た
豪
雨
も
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
う
い
う
大
き
な
災
害
時
に
も
自
分
た

ち
が
ど
う
行
動
し
、
周
囲
を
ど
う
安
全

に
導
く
か
考
え
る
子
が
育
っ
て
い
く
の

だ
と
思
い
ま
す
。

「
幸
せ
ま
す
」
が
満
ち
る

佐
波
川
の
流
域

　

国
府
が
置
か
れ
た
こ
と
で
、
重
要
な

川
と
し
て
古
代
か
ら
整
備
が
進
み
、
整

備
の
進
ん
だ
川
は
東
大
寺
再
興
と
い
う

重
要
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
う
ま
で

の
地
域
と
な
り
、
今
日
ま
で
豊
か
さ
が

ど
ん
ど
ん
増
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

防
府
市
で
は
、「
幸し
あ
わせ

ま
す
」
と
い
う

方
言
を
た
び
た
び
耳
に
し
ま
す
。
例
え

ば
、「
○
日
ま
で
に
御
回
答
い
た
だ
け
る

と
幸
せ
ま
す
」
な
ん
て
い
う
ふ
う
に
も

使
う
そ
う
で
す
。
意
味
は
、
幸
い
で
す
、

便
利
で
す
、
助
か
り
ま
す
、
う
れ
し
く

思
い
ま
す
、
あ
り
が
た
い
で
す
、
そ
し

て
幸
せ
が
増
し
ま
す
な
ど
の
意
味
が
あ

り
ま
す
。
一
緒
に
佐
波
川
を
回
っ
て
い

た
時
に
、
光
井
さ
ん
が
こ
ん
な
こ
と
を

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
重
源
上
人
の
時
代
、
木
材
の
切
り
出

し
大
事
業
に
精
を
出
し
働
い
た
作
業
員

が
、
一
日
の
終
わ
り
に
石
風
呂
に
入
っ

て
疲
れ
を
癒
し
て
い
た
な
ら
、
こ
ん
な

幸
せ
な
こ
と
っ
て
そ
う
そ
う
あ
り
ま
せ

ん
よ
ね
」

　

古
く
か
ら
の
周
防
国
の
国
府
の
骨
格

が
、
変
わ
ら
ず
現
世
に
引
き
継
が
れ
て

き
て
い
る
こ
と
が
、
防
府
に
住
ま
う

人
々
に
品
格
と
誇
り
を
も
た
ら
し
て
い

て
、
こ
れ
が
こ
の
地
域
に
「
幸
せ
ま

す
」
と
い
う
方
言
が
生
ま
れ
た
理
由
の

よ
う
に
も
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

佐
波
川
が
防
府
の
ま
ち
と
一
体
と
し

て
治
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
こ
そ
が
、

「
幸
せ
ま
す
」
の
好
循
環
を
生
み
出
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
（
２
０
２
１
年
７
月
12
～
14
日
取
材
）
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　2021年10月、2021年度アドバイザー会議にて本年度
前半の活動報告を行ない、4名のアドバイザーから2022
年度活動計画案へのアドバイスをいただきました。
　参加いただいた沖大幹さん、古賀邦雄さん、陣内秀信さ
ん、鳥越皓之さんからは、来年度の機関誌テーマ案に対して
「コロナ後の社会の変化を表層だけでなく、変化の要因を
突き詰めて考えていくと、その背景に『文化』があったりす
る」「文学や芸術だけでなく、工業製品にも文化はあると
思う」など、水の文化センターらしさへの捉え方に対して、
さまざまな視点から高い視座の助言をいただきました。
　アドバイザーの先生方の言葉をしっかり咀

そしゃく
嚼し、2022

年度テーマに磨きをかけていきます。来年度の機関誌にご
期待ください！

　毎年恒例の「水にかかわる生活意識調査」を6月に実
施しました。今年で27回目となります。
　節水状況や水道水の得点評価など継続調査の設問に
加え、今年は飲み水としての水に対する意識や地球環境
への意識の変化を見る趣旨から、過去に調査していた該
当設問を再調査し、10
年前（一部20年前）と
の比較も行ないました。
　結果をまとめたレポー
トはホームページで公
開中です。ぜひご活用く
ださい。

　2021年7月下旬、社内向けオンライン講演「脱炭素社会を水から考
える～食品メーカーにできること～」を開催いたしました。
　講師には、当センターのアドバイザーであり、東京大学大学院工学
系研究科教授の沖大幹さんをお招きし、「日本は水が豊かな国なので
はなく、長い時間をかけて水インフラを整えたこと、また食糧の形で世
界各地の水を輸入していること」や、「脱炭素の実現には、『他者・他
社』と連携してトータルで考える広い視野をもつことが大切であるこ
と」など、視座を高めるご講演をいただきました。
「未来ビジョン宣言」を掲げる食品メーカーの一員として、何をすべき
なのかを一人ひとりが改めて考えるよい機会となりました。

機関誌『水の文化』制作について

　ミツカン水の文化センターで発行しております機関誌『水の文化』
69号につきましては、感染防止対策を徹底し、かつパソコンの
WEBカメラも用いて取材活動を行ないました。取材先の皆さまに
は、顔写真撮影に関してマスクを外していただくなどのご協力をお願

いしました。この場をお借りして厚く御礼申し上げます。
　また、ご好評いただいております連載「食の風土記」はやむを得
ず休載といたしました。70号以降も感染防止対策を徹底したうえで、
機関誌『水の文化』を制作してまいります。

センター活動報告

アドバイザー4名
との会議を実施

今年も
生活意識調査
を実施しました

「脱炭素社会を水から考える」
社内講演を開催

HPで公開
中！

https://www.mizu.gr.jp/
chousa/ishiki/2021.html

ミツカン東京ヘッドオフィスの大会議室で行なったアドバイザー会議

173名の社員が参加したオンライン講演（左）。講師を務めた沖大幹さん（右）



編
集
後
記

若
い
世
代
が
自
身
の
意
見
を
述
べ
る
際
に
、
普
通
に
相
手
へ
の
感
謝

や
尊
敬
の
念
を
織
り
込
め
て
い
る
こ
と
に
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
れ

は
彼
ら
を
取
り
巻
く
様
々
な
環
境
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
結
果
な
の
だ

ろ
う
。
相
手
の
身
に
な
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
で
き
る
こ
の
世
代
で

あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
難
し
い
と
さ
れ
た
変
革
を
成
し
遂
げ
ら
れ
る
の

で
は
と
、
期
待
が
膨
ら
ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。（
五
）

今
回
、
複
数
の
高
校
に
取
材
さ
せ
て
頂
い
た
が
、
陰
に
は
彼
ら
を
上

手
に
導
く
先
生
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
そ
の
振
る
舞
い
・
お
考
え
に

感
銘
を
受
け
た
。「
一
緒
に
悩
み
、
と
も
に
解
決
策
を
考
え
る
・・・
」

私
た
ち
先
行
世
代
・
親
世
代
が
、
Ｚ
世
代
以
下
の
若
者
た
ち
に
で
き

る
こ
と
は
、
ま
さ
に
こ
れ
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。
子
育
て
も
然
り
。

公
私
と
も
に
、
こ
の
学
び
の
実
践
を
目
指
し
た
い
。（
松
）

私
は
Ｚ
世
代
と
呼
ば
れ
る
よ
り
若
干
早
く
生
ま
れ
た
が
、
自
分
と
歳

の
近
い
学
生
が
こ
ん
な
に
も
「
水
」
や
「
環
境
問
題
」
と
真
正
面
か

ら
向
き
合
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
、
た
だ
驚
き
を
隠
せ
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
ど
の
ペ
ー
ジ
に
写
る
学
生
も
輝
い
て
見
え
た
。
お
そ
ら
く

世
間
で
は
Ｚ
世
代
と
呼
ば
れ
る
で
あ
ろ
う
私
も
、
そ
の
名
に
恥
じ
な

い
行
動
が
で
き
る
よ
う
、
今
自
分
を
見
つ
め
直
し
た
い
。（
鈴
）

Refill Japan

の
記
事
を
読
ん
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
と
水
道
水

の
環
境
負
荷
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
事
を
知
り
ま
し
た
。
出
社
時
に

毎
日
購
入
し
て
い
た
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
や
め
、
自
宅
で
淹
れ

た
お
茶
を
マ
イ
ボ
ト
ル
に
入
れ
て
持
ち
歩
き
始
め
ま
し
た
。
環
境
負

荷
を
少
し
で
も
少
な
く
と
思
っ
て
始
め
ま
し
た
が
、
思
い
が
け
ず
か

な
り
節
約
に
な
り
、
お
小
遣
い
が
増
え
て
喜
ん
で
い
ま
す
。（
飯
）

デ
ザ
イ
ン
を
学
ん
で
い
た
大
学
時
代
に
Ｐ
Ｃ
が
導
入
さ
れ
始
め
、
図

面
や
パ
ー
ス
も
手
描
き
か
ら
Ｃ
Ｇ
へ
変
化
し
た
。
操
作
に
四
苦
八
苦

し
な
が
ら
も
、
技
術
の
進
歩
で
新
し
い
表
現
が
で
き
る
こ
と
に
ワ
ク

ワ
ク
し
た
も
の
だ
。
そ
ん
な
こ
と
は
当
た
り
前
に
で
き
る
今
の
時
代
、

若
い
世
代
が
ど
の
よ
う
な
景
色
を
観
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
次
元
の

ワ
ク
ワ
ク
を
体
験
し
て
い
る
の
か
興
味
深
か
っ
た
。（
力
）

沖
縄
の
大
学
に
通
う
Ｚ
世
代
の
娘
に
は
「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
報
じ
な

い
け
ど
、
小
さ
な
デ
モ
っ
て
実
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
あ
る
ん
だ
よ
」
と

聞
き
、
先
日
や
っ
と
就
職
が
決
ま
っ
た
Ｚ
世
代
の
息
子
に
は
「
社
会

っ
て
今
の
ま
ま
じ
ゃ
な
く
て
、
こ
れ
か
ら
揺
り
戻
し
が
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
」と
言
わ
れ
た
。
ん
？ 

い
つ
の
間
に
か
教
え
ら
れ
る
立
場

に
な
っ
て
い
る
。
私
も
が
ん
ば
ら
ね
ば
。（
前
）

水の文化  Information
■ 『水の文化』に関する情報をお寄せください
 本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水のかかわ
り」に焦点をあてた活動や調査・研究などを紹介していき
ます。

 ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる
地域に根ざした調査や研究がありましたら、自薦・他薦を問
いませんので、事務局まで情報をお寄せください。

■ ホームページのお問い合わせ欄をご利用ください
 https://www.mizu.gr.jp/

■ 水の文化 バックナンバーをホームページで
 本誌はホームページからPDFファイルとしてダウンロード
できるほか、冊子をご希望の方はホームページの「最新号
のお申し込みボタン」からお申し込みいただけます。どうぞ
ご利用ください。

■ 「水にかかわる生活意識調査」 ホームページで公開中
 25年以上にわたり、ほぼ同じ内容で日常生活と水とのかかわ
りや意識、水と文化に関する生活意識調査を実施していま
す。結果はすべて公開していますので、ぜひご活用ください。

発行日
2021年（令和 3年）11月 初版 1刷
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沖　大幹 東京大学大学院工学系研究科教授
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鳥越皓之 大手前大学学長
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ミツカン水の文化センター機関誌

水の文化 第69号
ホームページアドレス

https://www.mizu.gr.jp/

※禁無断転載複写転売

『水の文化』69号について、アンケートにご協力ください。
今後の機関誌をよりよくしていくための参考にさせていただきます。

◆アンケートへの回答はこちらから。
https://www.mizu.gr.jp/form69.html

皆さまの感想を
お待ちしています ！

※アンケート用紙をお持ちの方は、FAXまたはメールにて
下記へご返信いただく形でも結構です。

ＦＡＸ：03-6784-3056
メールアドレス：mizubun@mizu.gr.jp
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裏表紙上：サトウキビの搾りかすを用いた和紙づくり
について、現地の子どもたちに説明する高校生。異
文化に飛び込むことで得るものは多い
提供：宮城県仙台二華高校
裏表紙下：高校在学中に、日本古来の技術「三和土

（たたき）」を用いて土壌流出を制御する技術を編み出
した宮木琢愛さん（左）と松橋大希さん（右）
提供：青森県立名久井農業高校

表紙：井戸を守る地域住民に
大学生が話を聞く。世代を超
えた交流はもっと盛んになって
いい（長野県松本市「槻井泉神社
の湧水」にて）  撮影：藤牧徹也
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